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はじめに

このマニュアル『GNOME 2.2ユーザーズガイド (Linux版)』では、Linux向け
GNOME 2.2デスクトップの使用方法について説明します。

対象読者
このマニュアルは、GNOME 2.2デスクトップをデフォルトのデスクトップ環境とし
て使用するユーザーを対象としています。

このマニュアルをお読みになる前に
このマニュアルを読む前に、以下のトピックについて知っておく必要があります。

� スリーボタンマウスデバイス
� グラフィカルユーザーインタフェース
� コマンドラインインタフェース

内容の紹介
このマニュアルの構成は次のとおりです。

� パート I「GNOMEデスクトップのツアー」は、主要な GNOMEデスクトップコ
ンポーネントを紹介します。また、GNOMEデスクトップでの作業を開始する上
で役立つ情報も提供します。
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� パート II「GNOMEデスクトップのカスタマイズ」は GNOMEデスクトップの構
成方法を説明します。

� パート III「GNOMEデスクトップのアプリケーション」は GNOMEデスクトップ
内のアプリケーションの起動方法を説明します。

� 用語集はこのマニュアルで使用される用語およびその定義のリストです。

関連マニュアル
次に、このマニュアルに関連するマニュアルを示します。

� 『GNOME 2.2 Desktop Accessibility Guide』
� 『GNOME 2.2システム管理 (Linux版)』

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

14 GNOME 2.2ユーザーズガイド (Linux版) • 2004年 4月

http://docs.sun.com


表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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一般規則
� このマニュアルでは、英語環境での画面イメージを使っています。このため、実際
に日本語環境で表示される画面イメージとこのマニュアルで使っている画面イメー
ジが異なる場合があります。本文中で画面イメージを説明する場合には、日本語の
メニュー、ボタン名などの項目名と英語の項目名が、適宜併記されています。

� このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。
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パート I

GNOMEデスクトップのツアー

この節では、GNOMEデスクトップの主要コンポーネントを紹介します。GNOMEデ
スクトップ構成は多岐にわたるため、この節では GNOMEデスクトップの主要機能に
ついてのみ説明しています。この節で説明するさまざまな構成の実装方法について
は、「GNOMEデスクトップのカスタマイズ」を参照してください。

パート 1には、次の章が含まれます。

� 基本的な操作

マウスの使用方法、ショートカットキー、基本的なウィンドウ操作、および基本的
なダイアログ操作について説明します。

� GNOMEデスクトップの概要

GNOMEデスクトップの主要コンポーネントおよび機能について説明します。こ
のマニュアルのほかの章を読まない場合でも、この章は必ず読むようにしてくださ
い。

� GNOMEデスクトップセッション

GNOMEデスクトップセッションの起動方法、管理方法、および終了方法につい
て説明します。

� パネルの操作方法

パネルの操作方法について詳しく説明します。パネルは、GNOMEデスクトップ
の主要コンポーネントです。この章では、パネルのさまざまな部分の操作方法や、
パネルを使用して利用できる GNOMEデスクトップの機能を呼び出す方法につい
て説明します。

� メニューの操作方法

メニューの操作について詳しく説明します。

� ウィンドウの操作方法

ウィンドウの操作について詳しく説明します。ウィンドウの移動やサイズ変更な
ど、基本的なウィンドウ機能について説明します。また、ウィンドウで使用する制
御についても説明します。

� Nautilusファイルマネージャ
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Nautilusファイルマネージャについて詳しく説明します。この章では、ファイル
システムと連携するファイルマネージャの使用方法について説明します。また、
ファイルマネージャのカスタマイズ方法についても説明します。

� デスクトップの使用

デスクトップの使用方法について詳しく説明します。GNOMEデスクトップと
は、パネルやウィンドウなど、グラフィカルなインターフェイス項目が何も存在し
ないデスクトップ部分のことです。アプリケーションを起動したり、ファイルおよ
びフォルダを開くためのデスクトップの使用方法について説明します。デスク
トップでの「ごみ箱」の使用方法や、「デスクトップ」メニューの使用方法、デス
クトップのカスタマイズ方法についても説明します。
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第 1章

基本的な操作

この章では、GNOMEデスクトップでの作業に必要となる基本的な操作について説明
します。

� 19ページの「マウスの使用方法」
� 23ページの「キーボードの操作方法」
� 27ページの「ウィンドウの操作方法」

マウスの使用方法
マウスの一般的な使用方法に慣れている場合でも、このマニュアルで使用するマウス
ボタンの規定および動作について習得する必要があります。この節では、マウスポイ
ンタについても説明します。

マウスボタンの規定
このマニュアル内のすべての説明は、次の種類のマウスが対象となります。

� 右利きユーザー用に設定されているマウス

� 3ボタンのマウス。2ボタンのマウスを使用している場合は、2つのボタンを同時
に押すと、マウスの中央ボタンと同じ動作になる

このマニュアルで使用されているマウスボタンの規定は次のとおりです。

マウスボタン 定義

左マウスボタン マウスの左ボタンは、右利きのユーザー用に設定
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マウスボタン 定義

中央マウスボタン マウスの中央ボタンは、右利きのユーザー用に設定

右マウスボタン マウスの右ボタンは、右利きのユーザー用に設定

マウスの利き手を変更するには、「マウス」設定ツールを起動後、オプションを選択
します。マウスの利き手を変更した場合は、このマニュアルで使用されるマウスボタ
ンの規定も逆になります。

マウスの操作
次の表は、マウスで実行できる操作を示します。

マウスボタン 使用目的

左マウスボタン 次の操作に使用する
� テキストの選択
� 項目の選択
� 項目のドラッグ

中央マウスボタン 次の操作に使用する
� テキストの貼り付け
� 項目の移動

右マウスボタン 選択したオブジェクトのメニューを開く (メニューがある
場合)

たとえば、テキストをコピーする場合は、次の手順に従います。

1. 左マウスボタンでテキストを選択します。
2. テキストをコピーする場所にマウスポインタを移動します。
3. 中央マウスボタンをクリックします。

デスクトップで右クリックして、「デスクトップ」メニューを開くこともできます。

マウスの操作に関する用語
このマニュアルで使用されるマウス操作を表す用語は、以下のとおりです。

動作 定義

クリック マウスを動かさずに、左マウスボタンを押して放す
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動作 定義

クリック＆ホールド 左マウスボタンを押したまま放さない

左クリック クリックと同じ。左クリックは、右クリックと混乱する恐
れがある場合に、操作を明確にするために使用する

中央クリック マウスを動かさずに、中央マウスボタンを押して放す

右クリック マウスを動かさずに、右マウスボタンを押して放す

ダブルクリック マウスを動かさずに、すばやく2回押して放す

ドラッグ マウスボタンをクリック＆ホールドして、オブジェクトを
移動する。たとえば、ウィンドウまたはアイコンをド
ラッグできる。デスクトップ上では、左マウスボタンおよ
び中央マウスボタンを使用してドラッグを実行できる

ドラッグ＆ドロップ マウスボタンをクリック＆ホールドして、オブジェクトを
移動する。たとえば、ウィンドウまたはアイコンをド
ラッグ＆ドロップできる。オブジェクトを配置する場所で
マウスボタンを放す

グラブ 移動する項目をポイントし、マウスボタンをクリック＆
ホールドする。たとえば、ウィンドウのタイトルバーをグ
ラブし、そのウィンドウを別の場所にドラッグできる

マウスポインタ
マウスポインタの外観は、マウスを使っている状況によって変わります。ポインタの
外観は、特定の操作、場所、および状態を表します。次の表で、デスクトップ上のマ
ウスポインタについて説明します。

ポインタ 関連する操作 説明

項目をポイントし、メニュー項目
を選ぶ

通常のポインタ。マウスの通常の
使用時に表示されるポインタ

ドラッグ＆ドロップ 移動ポインタ。オブジェクトをド
ロップするときに、そのオブ
ジェクトが元の場所から別の場所
に移動されることを示す

ドラッグ＆ドロップ コピーポインタ。オブジェクトを
そのオブジェクトのコピーがド
ロップする位置に、作成されるこ
とを示す
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ポインタ 関連する操作 説明

ドラッグ＆ドロップ シンボリックリンクポインタ。オ
ブジェクトをドロップした位置
に、そのオブジェクトのシンボ
リックリンクが作成されることを
示す。シンボリックリンクとは、
別のファイルまたはフォルダを指
す特殊な種類のファイルです

ドラッグ＆ドロップ 質問ポインタ。オブジェクトをド
ロップするときに、メニューが開
くことを示す。オブジェクトを移
動またはコピーするか、あるいは
オブジェクトのシンボリックリン
クを作成するかを選択できる

ドラッグ＆ドロップ 利用不可を示すポインタ。現在の
場所にオブジェクトをドロップで
きないことを示す

パネルオブジェクトの移動 パネルオブジェクトの移動ポイン
タ。移動するパネルオブジェクト
が選択されていることを示す

ウィンドウの横方向のサイズ変更 横方向のサイズ変更ポインタ。横
方向にサイズ変更するウィンドウ
の縦ウィンドウ境界が選択されて
いることを示す

ウィンドウの縦方向のサイズ変更 縦方向のサイズ変更ポインタ。縦
方向にサイズ変更するウィンドウ
の横ウィンドウ境界が選択されて
いることを示す

ウィンドウの横方向と縦方向のサ
イズ変更

コーナーサイズ変更ポインタ。横
方向と縦方向にサイズ変更する
ウィンドウのウィンドウ境界コー
ナーが選択されていることを示す

ウィンドウ区画または表の列のサ
イズ変更

ウィンドウ区画または表の列のサ
イズ変更ポインタ。サイズ変更す
る表の列が選択されていることを
示す
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キーボードの操作方法
マウスで実行できる操作のほとんどが、キーボードでも同様に実行できます。ショー
トカットキーを使用すると、操作をすばやく実行できます。

ショートカットキーは、一般的な GNOMEデスクトップでの操作や、パネルおよび
ウィンドウなどのインターフェイス項目での操作に使用できます。また、ショート
カットキーはアプリケーションでも使用できます。ショートカットキーをカスタマイ
ズするには、「ショートカット」設定ツールを使用します。

また、GNOMEデスクトップをカスタマイズして、キーボードの便利な機能を利用す
ることもできます。

以降の節では、使用可能なショートカットキーについて説明します。

一般的なショートカットキー
一般的なショートカットキーを使用すると、キーボードから GNOMEデスクトップで
の一般的な操作を実行できます。次の表に、一般的なショートカットキーを示しま
す。

デフォルトのショートカットキー 機能

Ctrl + Esc メインメニューを開く

Super + R 「アプリケーションの実行」ダイアログを表示する

Print Screen スクリーンショットを撮る

Alt + Print Screen フォーカスがあるウィンドウのスクリーンショットを撮る

Ctrl + Alt +右矢印 現在のワークスペースの右側のワークスペースに切り替え
る

Ctrl + Alt +左矢印 現在のワークスペースの左側のワークスペースに切り替え
る

Ctrl + Alt +上矢印 現在のワークスペースの上のワークスペースに切り替える

Ctrl + Alt +下矢印 現在のワークスペースの下のワークスペースに切り替える

Ctrl + Alt + d すべてのウィンドウを最小化し、フォーカスをデスク
トップに移す

F1 オンラインヘルプのブラウザを起動し、適切なオンライン
ヘルプを表示する
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ウィンドウのショートカットキー
ウィンドウのショートカットキーを使用して、キーボードからウィンドウの操作を実
行できます。次の表に、ウィンドウのショートカットキーを示します。

デフォルトのショートカットキー 機能

Alt + Tab ウィンドウをポップアップを使って切り替える。この
ショートカットキーを使用すると、選択可能なウィンドウ
の一覧が表示される。キーを放すとウィンドウが選択され
る

Alt + Esc ウィンドウをポップアップなしで切り替える。キーを放す
とウィンドウが選択される

F10 メニューバーの左側にある最初のメニューを開く

Alt +スペースバー ウィンドウメニューを開く

矢印キー メニュー内の項目間でフォーカスを移動する

Return メニュー項目を選択する

Esc 開いているメニューを閉じる

Ctrl + Alt +右矢印 現在のワークスペースの右側のワークスペースに切り替え
る

Ctrl + Alt +左矢印 現在のワークスペースの左側のワークスペースに切り替え
る

Ctrl + Alt +上矢印 現在のワークスペースの上のワークスペースに切り替える

Ctrl + Alt +下矢印 現在のワークスペースの下のワークスペースに切り替える

Ctrl + Alt + d すべてのウィンドウを最小化し、フォーカスをデスク
トップに移す

パネルのショートカットキー
パネルのショートカットキーを使用して、キーボードからパネルでの操作を実行でき
ます。次の表に、パネルのショートカットキーを示します。

デフォルトのショートカットキー 機能

Ctrl + Alt + Tab パネルとデスクトップの間で、ポップアップを使ってフォーカ
スを切り替える。このショートカットキーを使用すると、選択
可能な項目の一覧が表示される。キーを放すと項目が選択され
る
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デフォルトのショートカットキー 機能

Ctrl + Alt + Esc パネルとデスクトップの間で、ポップアップなしでフォーカス
を切り替える。キーを放すと項目が選択される

Ctrl + F10 選択したパネルのポップアップメニューを開く

Tab パネル上のオブジェクト間でフォーカスを切り替える

Return 選択したパネルオブジェクトまたはメニュー項目を選ぶ

Shift + F10 選択したパネルオブジェクトのポップアップメニューを開く

矢印キー メニュー内の項目間でフォーカスを移動する。アプレット内の
インターフェイス項目間でフォーカスを移動する

Esc 開いているメニューを閉じる

F10 メニューバーがパネル内に表示されている場合、メニューバー
から「アプリケーション」メニューを開く

アプリケーションのショートカットキー
アプリケーションのショートカットキーを使用して、アプリケーションの操作を実行
できます。ショートカットキーを使用すると、マウスを使用するよりもアプリケー
ションの操作をすばやく実行できます。次の表に、アプリケーションのショート
カットキーを示します。

ショートカットキー コマンド

Ctrl + N 新規

Ctrl + X 切り取り

Ctrl + C Copy

Ctrl + V 貼り付け

Ctrl + Z 元に戻す

Ctrl + S 保存

Ctrl + Q 終了

アクセスキー
メニューバーとは、ウィンドウ上部にあるバーのことで、アプリケーション用のメ
ニューが含まれています。アクセスキーとは、メニューバー、メニュー、またはダイ
アログにある下線付き文字のことで、これを使用して作業を実行できます。メニュー
バーでは、各メニューのアクセスキーに下線が付いています。
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メニューを開くには、Altキーを押して、アクセスキーを押します。メニューでは、
各メニュー項目のアクセスキーに下線が付いています。メニュー項目を選択するに
は、メニュー項目のアクセスキーを押します。次の表に、テキストエディタアプリ
ケーションのアクセスキーの例を示します。

アクセスキー 機能

Alt + F 「ファイル」メニューを開く

N 「ファイル」メニューから「新規」を選択する

アクセスキーを使用して、ダイアログ内の要素にアクセスできます。ダイアログで
は、ほとんどのダイアログ要素の 1文字に下線が付いています。特定のダイアログ要
素にアクセスするには、Altキーを押して、アクセスキーを押します。次の表に、テ
キストエディタの「設定」ダイアログにあるアクセスキーの例を示します。

アクセスキー 機能

Alt + U 「デフォルトのテーマフォントを使用」チェック
ボックスにフォーカスを移す

ほかのキーを使用して、ウィンドウ内またはダイアログ内を移動することもできま
す。

キー 機能

Tab ウィンドウ内またはダイアログ内の要素間でフォーカスを
移動する

矢印キー 矢印キーを使用して、次の動作を実行できる
� メニューバーでは、あるメニューから次のメニューに
フォーカスを移動する。開いたメニューでは、あるメ
ニュー項目から次のメニュー項目にフォーカスを移動
する

� あるオプションから次のオプションにフォーカスを移
動して選択する (たとえば、ダイアログのラジオボタン
のグループなど)

� スピンボックスが表示する値を変更する
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ウィンドウの操作方法
この節では、ウィンドウの使用方法について説明します。

区画サイズを変更する
ウィンドウには、複数の区画が含まれていることがあります。区画とは、ウィンドウ
を分割したもの。たとえば、Nautilusファイルマネージャウィンドウには、サイド区
画と表示区画があります。区画があるウィンドウの場合、区画間のエッジにサイズ変
更ハンドルがあります。区画をサイズ変更するには、サイズ変更ハンドルをグラブ
し、変更するサイズまでエッジをドラッグします。

表の使用方法
ウィンドウには、表に整理された情報を持っている場合があります。この節では、表
の操作方法について説明します。

列の幅を変更するには、列の縦方向のエッジの 1つをドラッグします。

表によっては、特定の列によって情報の並び変えができます。表内の情報を並び変え
るには、並び変える情報の列の見出しをクリックします。上矢印が、並び変えられた
表の列の見出しに表示されます。次の図に上矢印を示します。

並び変え順を逆にするには、列の見出しをもう一度クリックします。上矢印が下矢印
に変わります。下矢印は、列内の情報が、逆順に並び変えられていることを示しま
す。

一部の表では、複数の項目を選択できます。次の表で、表内の項目を選択する方法に
ついて説明します。

作業 操作

項目の選択 その項目をクリックする

一連の項目のグループを選択 Shiftキーを押したまま放さない。グループの最初の項目を
クリックして、そのグループの最後の項目をクリックする
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作業 操作

複数の項目を選択 Ctrlキーを押したままにする。選択する複数の項目をク
リックする
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第 2章

GNOMEデスクトップの概要

この章では、GNOMEデスクトップの機能と主なコンポーネントについて説明しま
す。GNOMEデスクトップを使用する前にこの章を読み、さまざまな機能と主なコン
ポーネントの動作を理解してください。GNOMEデスクトップは、あらゆる設定が可
能であるため、この章では、次の項目に関する標準的なデフォルトの設定について説
明します。

� 29ページの「GNOMEデスクトップコンポーネントの概要」
� 31ページの「パネル」
� 34ページの「メニュー」
� 35ページの「ウィンドウ」
� 37ページの「ワークスペース」
� 38ページの「Nautilusファイルマネージャ」
� 40ページの「デスクトップとデスクトップオブジェクト」
� 41ページの「GNOMEデスクトップの設定」
� 42ページの「アプリケーション」
� 43ページの「詳細を調べる」

GNOMEデスクトップコンポーネントの
概要
はじめて GNOMEデスクトップセッションを開始すると、パネル、ウィンドウ、およ
びさまざまなアイコンが含まれたデフォルトのスタートアップ画面が表示されます。

GNOMEデスクトップの主なコンポーネントは以下のとおりです。

� パネル

パネルとは、すべてのシステムアプリケーションとメニューにアクセスできる
GNOMEデスクトップ上の領域です。パネルは、幅広い構成が可能です。

� メニュー
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デスクトップのすべての機能には、メニューからアクセスできます。「アプリケー
ション」メニューを使用して、ほとんどすべての標準のアプリケーション、コマ
ンド、および構成オプションにアクセスできます。「アプリケーション」メニュー
には、「メインメニュー」と「メニューバー」アプレットからアクセスできま
す。「メインメニュー」と「メニューバー」アプレットはパネルに追加できます。

「メニューバー」アプレットには、「アクション」メニューが含まれています。
「アクション」メニューには、さまざまな機能を持つコマンドが含まれています。
たとえば、「ファイルの検索」や「ログアウト」などです。「アクション」メ
ニューの項目は、メインメニューのトップレベルにあります。

� ウィンドウ

同時に複数のウィンドウを表示できます。各ウィンドウで、さまざまなアプリケー
ションを実行できます。ウィンドウ用のフレームとボタンは、ウィンドウマネー
ジャによって提供されます。ウィンドウマネージャを使用して、ウィンドウを移動
する、閉じる、サイズを変更するなど、標準の操作を実行できます。

� ワークスペース

GNOMEデスクトップは、個別のワークスペースに分割できます。ワークスペー
スとは、作業可能な個別の領域です。GNOMEデスクトップ上のワークスペース
の数は指定できます。ワークスペースは切り替えて使用できますが、一度に表示で
きるワークスペースは 1つだけです。

� Nautilusファイルマネージャ

Nautilusファイルマネージャは、ファイルおよびアプリケーションへの統合アク
セスポイントを提供します。ファイルマネージャウィンドウ内のファイルの内容を
表示したり、ファイルマネージャから適切なアプリケーションでファイルを開くこ
とができます。ファイルマネージャを使用して、ファイルとフォルダを管理できま
す。

� デスクトップ

デスクトップは、デスクトップ上のほかのすべてのコンポーネントの背後にありま
す。デスクトップは、ユーザインタフェースのアクティブコンポーネントです。デ
スクトップに複数のオブジェクトを置くことで、ファイルおよびディレクトリにす
ばやくアクセスできます。また、頻繁に使用するアプリケーションをデスクトップ
に配置して、ここから起動することもできます。デスクトップ上で右クリックする
と、メニューを開くことができます。

� 設定

GNOMEデスクトップには、専用の設定ツールがあります。各ツールは、
GNOMEデスクトップの特定の機能を制御します。設定ツールを起動するには、
メインメニュー」から「設定」を選択します。構成する項目をサブメニューから選
択します。

GNOMEデスクトップの最大の特長は、柔軟に構成できることと、作業実行のために
多数の手段が提供されていることです。

GNOMEデスクトップのコンポーネントは相互運用可能です。通常、同じ操作を実行
するには、いくつかの異なる方法があります。たとえば、アプリケーションはパネル
から起動することも、メニューまたはデスクトップから起動することもできます。
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システム管理者は、必要に応じて構成を変更できるため、GNOMEデスクトップがこ
の章で説明するものと完全には同じでない可能性があります。それでも、この章で
は、GNOMEデスクトップを使用した作業にすぐに役立つ有用な情報を提供します。

パネル
パネルの追加および削除はいつでも行えます。セッションを始めて開始すると、
GNOMEデスクトップには少なくとも 1つのパネルがあります。

パネルを使用して、以下の操作を実行できます。

� パネルの作成
� パネルの削除
� パネルを隠す
� パネルへのオブジェクトの追加
� パネルオブジェクトの操作

パネルを作成する
パネルを追加するには、パネルの空きスペースを右クリックし、「新規パネル」を選
択します。新しいパネルが GNOMEデスクトップに追加されます。新しいパネルに
はオブジェクトは含まれていません。利用者の環境に合わせて、新しいパネルをカス
タマイズできます。ユーザーの要件に合わせて、オブジェクトをパネルに追加できま
す。パネルの背景も変更できます。作成できるパネルの数に制限はありません。

パネルを削除する
パネルを削除するには、パネルを右クリックし、「パネルを削除」を選択します。

パネルを隠す
パネルは、両端に「非表示ボタン」を持つことができます。この「非表示」ボタンを
クリックして、パネルを表示させたり、隠したりすることができます。

パネルにオブジェクトを追加する
パネルは、いくつかのタイプのオブジェクトを持つことができます。図 2–1に示すパ
ネルには、各タイプのパネルオブジェクトが含まれています。
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図 2–1各種パネルオブジェクトを含むパネル

以下に示すオブジェクトは、すべてのタイプのパネルに追加できます。

� アプレット

アプレットとは、パネル内にある小さな対話型のアプリケーションです (たとえ
ば、図 2–1の CDプレーヤー)。各アプレットには、マウスまたはキーボードから
操作できる単純なユーザーインターフェイスがあります。以下のアプレットは、デ
フォルトでパネルに表示されます。

� 時計:時間を表示する。日付を表示するように時計を構成できます
� ウィンドウリスト:開いている各ウィンドウを示すボタンを表示します。ウィン
ドウリストボタンをクリックすると、ウィンドウの最小化と元のサイズへの復
元を行うことができます。ウィンドウリストは、デフォルトで画面下部の
エッジパネルに表示される

� ワークスペーススイッチ:ワークスペースを視覚的に表示します。ワークスペー
ススイッチを使用して、ワークスペース間を切り替えることができます。ワー
クスペーススイッチは、デフォルトで画面下部のエッジパネルに表示される

アプレットをパネルに追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリック
し、「パネルに追加」を選択します。次のサブメニューの 1つから、必要なアプ
レットを選びます。

� アクセサリ
� アミューズメント
� インターネット
� マルチメディア
� ユーティリティ

� ランチャー

ランチャーは、特定のアプリケーションを起動したり、コマンドを実行したり、あ
るいはファイルを開いたりします。図 2–1に示す電卓アイコンは、電卓アプリケー
ションのランチャーです。ランチャーは、パネルまたはメニューにあります。ラン
チャーをクリックすると、そのランチャーに関連する操作が実行されます。

アプリケーション用に独自のランチャーを作成できます。たとえば、頻繁に使用す
るワードプロセッサアプリケーションのランチャーを作成して、アクセスに便利な
パネル上にそのランチャーを配置できます。新しく作成したランチャーをパネルに
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追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリックし、「パネルに追加」
→「ランチャー」を選択します。
あるいは、メニューからランチャーを追加するには、パネル上の空いているスペー
スで右クリックし、「パネルに追加」→「アプリケーション」を選択します。追
加するランチャーをサブメニューから選びます。

� アクションボタン

ボタンをパネルに追加すると、よく実行するアクションにすばやくアクセスできま
す。パネルに追加できるボタンは以下のとおりです。

� 「強制終了」:コマンドに応答しないアプリケーションを終了します。
� 「画面のロック」:画面をロックします。図 2–1のロックボタンアイコンは、
「Lock」ボタンを示します。

� 「ログアウト」:セッションを終了します。
� 「アプリケーションの実行」:コマンドを実行できる「アプリケーションの実
行」ダイアログを開きます。

� 「スクリーンショット」:画面のスクリーンショットを撮ります。
� 「ファイルの検索」:ファイルの検索ができる「ファイルの検索」アプリケー
ションを起動します。

� 「デスクトップの表示」:すべてのウィンドウを最小化し、デスクトップを表示
します。

ボタンをパネルに追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリックし、
「パネルに追加」→「アクション」を選択します。その後、必要なボタンを選ぶ
ことができます。

� メニュー

デスクトップのすべての機能には、メニューからアクセスできます。パネルからメ
ニューを開くには、そのメニューを表すアイコンをクリックします。メニューバー
からメニューを開くには、そのメニューを表すテキストをクリックします。

パネルに追加するメニューは、矢印が付いたアイコンで表されます。矢印は、その
アイコンがメニューであることを示します。例は、図 2–1のメニューアイコンを参
照してください。

メインメニューは、どのパネルにも追加できます。メインメニューをパネルに追加
するには、パネル上の空いているスペースで右クリックし、「パネルに追加」→「
メインメニュー」を選択します。

メニューバーもすべてのパネルに追加できます。メニューバーをパネルに追加する
には、パネル上の空いているスペースで右クリックし、「パネルに追加」→「メ
ニューバー」を選択します。

� 引き出し

引き出しは、パネルに追加できるスライド機能であり、引き出しアイコンから開い
たり閉じたりできます (図 2–1を参照)。引き出しは、複数のアプリケーションを同
時に実行している場合に、作業を整理するのに役立ちます。すべての同じ機能要素
を 1つの引き出しに入れ、その引き出しを任意のタイプのパネルに配置できます。

第 2章 • GNOMEデスクトップの概要 33



引き出しをパネルに追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリック
し、「パネルに追加」→「引き出し」を選択します。
引き出しを開くには、その引き出しをクリックします。引き出しを閉じるには、も
う一度その引き出しをクリックします。

パネルオブジェクトを操作する
パネルオブジェクトは、次の方法で操作できます。

� パネル内でオブジェクトを移動するか、別のパネルに移動する

任意のオブジェクトをパネル内の別の場所に移動できます。また、オブジェクトを
あるパネルから別のパネルに移動することもできます。マウスの中央ボタンを使用
してパネルオブジェクトを別の場所にドラッグします。

� メニュー項目をパネルにコピーする

項目をメニューからパネルにドラッグします。メニュー項目がランチャーの場合に
は、そのメニュー項目を右クリックし、「ランチャーをパネルに追加」を選択し
ます。

メニュー
デスクトップのすべての機能には、メニューからアクセスできます。次の GNOMEデ
スクトップコンポーネントからメニューへアクセスできます。

� メインメニュー:

メインメニューには、「アプリケーション」メニューなどさまざまな機能が含まれ
ます。「アプリケーション」メニューを使用すると、ほとんどすべての標準のア
プリケーション、コマンド、および構成オプションにアクセスできます。

メインメニューをパネルに追加するには、パネル上で右クリックし、「パネルに追
加」→「メインメニュー」を選択します。パネル上の「メインメニュー」ボタン
をクリックすると「メインメニュー」が開きます。

� メニューバー

メニューバーには、「アプリケーション」メニューと「アクション」メニューが含
まれています。「アプリケーション」メニューと「アクション」メニューを使用し
て、ほとんどすべての標準のアプリケーション、コマンド、および構成オプション
にアクセスできます。

メニューバーをパネルに追加するには、パネル上で右クリックし、「パネルに追
加」→「メニューバー」を選択します。

� パネル
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パネルに追加できるメニューの数に制限はありません。パネルに追加するメニュー
を開くには、パネル上のメニューアイコンをクリックします。メニュー項目をパネ
ルにコピーするなど、その他の操作をメニューを使用して実行できます。

ウィンドウ
GNOMEデスクトップ上では、同時に複数のウィンドウを表示できます。各ウィンド
ウにはフレームがあり、ウィンドウでの作業に使用できるアクティブな制御要素が含
まれています。

ウィンドウのタイプ
GNOMEデスクトップの特長となっているウィンドウを次に説明します。

� アプリケーションウィンドウ

アプリケーションを実行すると、通常、フレームがウィンドウの境界になります。
アプリケーションウィンドウのトップエッジにはタイトルバーがあり、タイトル
バーにはウィンドウでの作業に使用できるボタンがあります。アプリケーション
ウィンドウフレームのボタンを使用して、ウィンドウメニューを開いたり、ウィン
ドウを閉じたりする操作を実行できます。ウィンドウメニューには、ウィンドウで
実行できるコマンドが含まれています。

� ダイアログウィンドウ

ダイアログウィンドウは、対話的に行う作業に対応しています。ダイアログウィン
ドウは、ウィンドウフレームと単一の対話式の区画で構成されており、ユーザーは
情報を得たり制御したりすることができます。このマニュアルでは、ダイアログ
ウィンドウの対話に使用する部分をダイアログと呼びます。ダイアログウィンドウ
のフレームには、ウィンドウメニューを開いたり、ダイアログウィンドウを閉じた
りすることができるボタンがあります。

ウィンドウを操作する
アプリケーションウィンドウまたはダイアログウィンドウのフレームを使用して、
ウィンドウでの各種操作を実行できます。ほとんどの制御要素は、ウィンドウフレー
ムのトップエッジにあります。図 2–2は、標準的なアプリケーションウィンドウのフ
レームのトップエッジを示しています。
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図 2–2標準的なアプリケーションウィンドウのフレームのトップエッジ

ウィンドウフレームのアクティブな制御要素は次のとおりです。

制御要素 「説明」

ウィンドウメニューボタン クリックすると、ウィンドウメニューが開く

タイトルバー ウィンドウを移動したりシェードしたりするために使
用する

最小化ボタン 最小化ボタンをクリックすると、ウィンドウが最小化
する

最大化ボタン ウィンドウの最大化と元のサイズに戻すことに使用す
る

ウィンドウを最大化するには、最大化ボタンをク
リックする。ウィンドウを元のサイズに戻すには、も
う一度最大化ボタンをクリックする

ウィンドウを閉じるボタン ウィンドウを閉じるボタンをクリックすると、ウィン
ドウが閉じる

境界 境界を右クリックすると、ウィンドウメニューが開く

ウィンドウのサイズを変更する場合は、タイトルバーではなく、ウィンドウの境界を
グラブします。変更したいサイズになるまで、ウィンドウの境界をドラッグします。

ウィンドウにフォーカスを移動する
フォーカスされているウィンドウは、マウスとキーボードから入力できます。一度に
フォーカスできるのは 1つのウィンドウだけです。フォーカスされているウィンドウ
の外観は、ほかのウィンドウとは異なります。

次の方法により、ウィンドウをフォーカスできます。
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要素 操作

マウス ウィンドウが可視の場合には、そのウィンドウをクリックす
る

ショートカットキー ショートカットキーは、開いているウィンドウ間の切り替え
に使用する。あるウィンドウにフォーカスを移すには、その
ウィンドウにフォーカスが移動したときにキーを放す。
ウィンドウ間を切り替える初期値のショートカットキーは、
Alt + Tabキー。

ウィンドウリスト ウィンドウリストのウィンドウを表すボタンをクリックする

ワークスペーススイッチ ワークスペーススイッチディスプレイで、フォーカスする
ウィンドウをクリックする

ワークスペース
GNOMEデスクトップ上では、同時に複数のウィンドウを表示できます。ウィンドウ
は、GNOMEデスクトップに分割して表示され、ワークスペースと呼ばれます。ワー
クスペースとは、作業可能な個別の領域です。

すべてのワークスペースのデスクトップ、パネル、メニューは同じです。ただし、各
ワークスペースで異なるアプリケーションを実行したり、異なるウィンドウを開くこ
とができます。GNOMEデスクトップ上で一度に表示できるワークスペースは 1つの
みですが、別のワークスペースで複数のウィンドウを開くことができます。

多数のアプリケーションを同時に実行する場合、ワークスペースを利用すると
GNOMEデスクトップを整理できます。作業中のワークスペースがウィンドウで一杯
になった場合、別のワークスペースに移動して作業できます。また、別のワークス
ペースに切り替えて、より多くのアプリケーションを起動することもできます。

ワークスペースは、ワークスペーススイッチアプレットに表示されます。図 2–3で
は、ワークスペーススイッチに 4つのワークスペースが表示されています。最初の 3
つのワークスペースには開いたウィンドウがあり、4番目のワークスペースには、現
在アクティブなウィンドウはありません。

図 2–3ワークスペーススイッチに表示されたワークスペース
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ワークスペースを切り替える
次の方法でワークスペース間を切り替えることができます。

� ワークスペーススイッチで、作業するワークスペースをクリックする

� Ctrl + Alt +右矢印キーを押して、作業中のワークスペースの右側のワークス
ペースに切り替える

� Ctrl + Alt +左矢印キーを押して、作業中のワークスペースの左側のワークス
ペースに切り替える

ワークスペースを追加する
ワークスペースを GNOMEデスクトップに追加するには、ワークスペーススイッチア
プレットを右クリックし、「設定」を選択します。「ワークスペーススイッチの設
定」ダイアログが表示されます。「ワークスペースの数」スピンボックスで、必要な
ワークスペースの数を指定します。

Nautilusファイルマネージャ
Nautilusファイルマネージャは、ファイル、アプリケーション、FTPサイト、および
URIへの統合アクセスポイントを提供します。ファイルマネージャのウィンドウを開
くには、デスクトップの「ドキュメント」上でダブルクリックします。以下の図は、
フォルダの内容を表示するファイルマネージャウィンドウを示しています。
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ファイルマネージャウィンドウは、以下の区画を含むことができます。

サイド区画 ファイル内をナビゲートできます。この区画は、使用中のファイルま
たはフォルダに関する情報を表示します。サイド区画は、ウィンドウ
の左側にあります。

表示区画 ファイルまたはフォルダの内容を表示します。表示区画は、ウィンド
ウの右側にあります。

ファイルマネージャで次のことができます。

� ファイルとフォルダの表示

ファイルやフォルダは、アイコンまたはリストとして表示できます。一部のファイ
ルの内容は、ファイルマネージャウィンドウで表示できます。または、ファイルマ
ネージャから適当なアプリケーションを使ってファイルを開くこともできます。

� ファイルとフォルダの管理

ファイルマネージャでは、ファイルとフォルダの作成、移動、コピー、名前変更、
および削除ができます。

� スクリプトの実行

ファイルマネージャからスクリプトを実行し、スクリプトを実行するファイルや
フォルダを選択できます。

� ファイルおよびフォルダのカスタマイズ

エンブレムをファイルおよびフォルダに追加して、特定の状態を示すことができま
す。たとえば、「重要 !」エンブレムをファイルに追加して、そのファイルが重要
であることを示すことができます。次の方法を使用して、フォルダをカスタマイズ
することもできます。
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� フォルダに注記を追加する
� フォルダにカスタム背景パターンを指定する
� フォルダにズーム設定を指定する

� 特別な Uniform Resource Identifiers (URI)を開く

GNOMEデスクトップには、ファイルマネージャから特定の機能にアクセスする
ための特別な URIがあります。たとえば、設定ツールにアクセスするには、
ファイルマネージャで preferences:/// URIにアクセスします。

� CDにデータを書き込む

ファイルマネージャは、CDに書き込むファイルやフォルダをコピーできる特別な
場所を提供します。その場所の内容を簡単に CDに書き込むことができます。

ファイルマネージャでは、デスクトップも作成できます。

ファイルマネージャからファイルを開く
開きたいファイルが存在するフォルダへ移動するには、表示区画内の該当するフォル
ダアイコンをダブルクリックします。開きたいファイルが表示されたら、そのファイ
ルアイコンをダブルクリックしてファイルを開きます。

フォルダ間でファイルを移動する
2つ以上のファイルマネージャウィンドウを開いて、フォルダ間でファイルを移動で
きます。各ウィンドウで異なるフォルダを開き、一方のウィンドウから別のウィンド
ウにファイルをドラッグします。

デスクトップとデスクトップオブジェク
ト
デスクトップは、ユーザインタフェースのアクティブコンポーネントです。デスク
トップを使用して、次の操作を実行できます。

� アプリケーションを起動し、ファイルおよびフォルダを開く

デスクトップオブジェクトを追加すると、頻繁に使用するファイル、フォルダ、ま
たはアプリケーションにアクセスしやすくなります。たとえば、頻繁に使用するア
プリケーションのランチャーを追加します。

� 「デスクトップ」メニューを開く
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デスクトップで右クリックし、「デスクトップ」メニューを開きます。「デスク
トップ」メニューを使用して、デスクトップ上で操作を実行できます。

ファイルマネージャでは、デスクトップを管理できます。

デスクトップオブジェクトを開く
デスクトップオブジェクトを開くには、そのオブジェクトをダブルクリックします。
Nautilusウィンドウで設定することにより、オブジェクトを 1度クリックするだけで
デフォルトの操作を実行できます。

デスクトップにオブジェクトを追加する
デスクトップオブジェクトを追加すると、頻繁に使用するファイル、フォルダ、また
はアプリケーションにアクセスしやすくなります。デスクトップにオブジェクトを追
加するには、次の方法を使用します。

� 「デスクトップ」メニューを使用して、デスクトップにランチャーを追加する

� オブジェクトをファイルマネージャウィンドウからデスクトップにドラッグする。
たとえば、頻繁に使用するファイルにシンボリックリンクを作成し、そのリンクを
デスクトップにドラッグする。リンクのアイコンがデスクトップに移動する。
ファイルを開くには、そのアイコンをダブルクリックする。ファイルやフォルダを
デスクトップにドラッグすることもできる

� アプリケーションランチャーをメニューからデスクトップにドラッグする。たとえ
ば、頻繁に使用するアプリケーションのランチャーを含むメニューを開き、そのラ
ンチャーをデスクトップにドラッグできる

GNOMEデスクトップの設定
GNOMEデスクトップのほとんどすべての機能は、デスクトップ設定ツールを使用し
て構成できます。各ツールは、GNOMEデスクトップの特定の機能を制御します。た
とえば、設定ツールを使用して、GNOMEデスクトップのテーマを選択できます。
テーマとは、インターフェイス部分の外観を指定する設定グループのことです。

設定ツールは、次のいずれかの方法で起動できます。

� メインメニューから「設定」を選択後、必要な項目を選択する。
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� デスクトップの「このコンピュータ」オブジェクトをダブルクリックする。
Nautilusウィンドウが「このコンピュータ」のロケーションで開きます。
「Preferences」オブジェクトをダブルクリックし、設定ツールを表示します。必
要な項目をダブルクリックします。

アプリケーション
GNOMEデスクトップが提供するアプリケーションには、いくつかの共通する特性が
あります。たとえば、アプリケーションは一貫したルック＆フィールを持ちます。ア
プリケーションが共通する特性を持つのは、同じプログラミングライブラリを使用す
るためです。標準の GNOMEプログラミングライブラリを使用するアプリケーション
を、GNOME対応アプリケーションと呼びます。たとえば、Nautilusおよび geditテ
キストエディタは、GNOME対応アプリケーションです。

GNOMEは、オペレーティングシステムが提供するライブラリ以外のライブラリも提
供します。このライブラリにより、GNOMEは、GNOME対応アプリケーションだけ
でなく、既存のアプリケーションも実行することができます。たとえば、使用してい
るオペレーティングシステムが UNIXベースの場合、現在の X11アプリケーションと
Motifアプリケーションを GNOMEデスクトップから実行できます。

以下に、GNOME対応アプリケーションの特長を示します。

� 一貫したルック＆フィール

GNOME対応アプリケーションは、一貫したルック＆フィールを持ちます。
GNOME対応アプリケーションはルック＆フィール設定を使用します。この設定
は、設定ツールで指定できます。GNOME対応アプリケーションのルック＆
フィールを変更するには、以下のツールを使用します。

� 「メニューとツールバー」設定ツール
� 「テーマ」設定ツール

� メニューバー、ツールバー、ステータスバー

ほとんどの GNOME対応アプリケーションには、メニューバー、ツールバー、お
よびステータスバーがあります。メニューバーには必ず「ファイル」メニュー
と「ヘルプ」メニューが含まれています。「ファイル」メニューには必ず「ウィン
ドウを閉じる」メニュー項目が含まれており、「ヘルプ」メニューには必ず「バー
ジョン情報」メニュー項目が含まれています。

ツールバーは、メニューバーの下に表示されるバーです。ツールバーには、最も一
般的に使用される操作のボタンが含まれています。ステータスバーは、ウィンドウ
下部にあるバーであり、ウィンドウ内の現在の状態についての情報を提供します。
GNOME対応アプリケーションには、このほかにもバーが含まれることがありま
す。たとえば、Nautilusには、ロケーションバーがあります。
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GNOME対応アプリケーションの一部のバーは、切り離し可能です。つまり、
バーにはハンドルがあり、そのハンドルを使ってバーをグラブし、別の場所にド
ラッグできます。バーをドラッグしてウィンドウの反対側、または画面の別の部分
にはめ込むことができます。たとえば、ファイルマネージャのメニューバー、ツー
ルバーおよびロケーションバーは切り離すことができます。

� デフォルトのショートカットキー

GNOME対応アプリケーションは、同じ操作に対して、同じショートカットキー
を使用します。たとえば、GNOME対応アプリケーションを終了するには、 Ctrl
+ Qキーを押します。GNOME対応アプリケーションでの操作を元に戻すには、
Ctrl + Zキーを押します。

� ドラッグ＆ドロップ

GNOME対応アプリケーションは、同じプロトコルを使用して、ドラッグ＆ド
ロップ操作を実現します。このため、項目をドラッグ＆ドロップすると、GNOME
対応アプリケーションからは一貫性のある結果が得られます。

さらに、同じプロトコルを使用することで、GNOME対応アプリケーションは高
度な機能で相互に操作できます。たとえば、GNOME対応アプリケーションは、
ドラッグする項目の形式を認識します。HTMLファイルを Nautilusウィンドウか
らWebブラウザにドラッグすると、そのファイルは HTML形式でブラウザに表示
されます。逆に、HTMLファイルをテキストエディタにドラッグすると、この
ファイルはプレーンテキスト形式でテキストエディタに表示されます。

詳細を調べる
GNOMEデスクトップのヘルプでは、次の項目に関する詳細を調べることができま
す。

� GNOMEデスクトップトピック
� アプレット
� アプリケーション

GNOMEデスクトップトピックの詳細を調べる
GNOMEデスクトップの特定のトピックについて詳しく調べるには、統合されたヘル
プシステムを使用できます。ヘルプシステムを起動するには、メインメニューか
ら「ヘルプ」を選択します。
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アプレットの詳細を調べる
特定のアプレットについて詳しく調べるには、アプレットを右クリックし、「ヘル
プ」を選択します。

アプリケーションの詳細を調べる
特定のアプリケーションについて詳しく調べるには、アプリケーションを起動し、
「ヘルプ」→「使い方」を選択します。または、アプリケーションを起動したあとで
F1キーを押します。
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第 3章

GNOMEデスクトップセッション

この章では、GNOMEセッションの開始、管理、および終了について説明します。

� 45ページの「セッションの開始」
� 46ページの「スクリーンロックする」
� 47ページの「セッションの管理」
� 49ページの「セッションの終了」

セッションの開始
GNOMEにログインし、それをログアウトするまでをデスクトップセッションといい
ます。ログイン画面は、「GNOME」への入り口です。ログイン画面には、ユーザー
名とパスワードを入力するフィールドがあります。ログイン画面では、セッションの
言語などのログインオプションを選択できます。

セッションは、ログインすると開始されます。ユーザ名とパスワードが認証される
と、セッションマネージャが起動します。セッションマネージャはセッションを管理
します。たとえば、一番最後のセッションの状態を保存し、次回ログインしたとき
に、そのセッションから開始することができます。セッションマネージャは次のもの
を保存し復元します。

� フォント、色、マウス設定など、外観や機能設定

� ファイルマネージャウィンドウおよびテキストエディタウィンドウなど、実行して
いたアプリケーション。セッションマネージャが管理しないアプリケーションは、
保存および復元できない。たとえば、端末ウィンドウのコマンドラインから viエ
ディタを起動した場合、セッションマネージャは編集セッションを復元できませ
ん。
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セッションにログインする
セッションにログインするには、次の手順を実行します。

1. ログイン画面で「セッション」アイコンを選択します。利用可能なデスクトップ環
境のリストから「GNOME」を選びます。

2. ログイン画面の「ユーザ名」フィールドにユーザ名を入力後、Returnキーを押し
ます。

3. ログイン画面の「パスワード」フィールドにパスワードを入力後、Returnキーを
押します。

正常にログインできると、セッションマネージャがセッションを開始します。初めて
セッションにログインする場合、セッションマネージャは新しいセッションを開始し
ます。すでにログインしたことがあり、前のセッションの設定を保存した場合は、
セッションマネージャが前のセッションを復元します。

ログインする前にシステムを停止または再起動する場合は、ログイン画面の「アク
ション」アイコンをクリックします。ダイアログが表示されます。必要なオプション
を選択し、「了解」をクリックします。

異なる言語でセッションにログインする
異なる言語でセッションにログインするには、次の操作を実行します。

1. ログイン画面で「言語」アイコンを選択します。使用可能な言語のリストから使用
する言語を選択します。

2. ログイン画面の「ユーザ名」フィールドにユーザ名を入力後、Returnキーを押し
ます。

3. ログイン画面の「パスワード」フィールドにパスワードを入力後、Returnキーを
押します。

注 –異なる言語でセッションにログインする場合は、ユーザインターフェイスの言語
を選択します。ここでは、セッション用のキーボードレイアウトを指定しません。
キーボードレイアウトを指定するには、「キーボード配列切り替え」アプレットを使
用します。

スクリーンロックする
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スクリーンロックするには、次のいずれかの操作を実行します。

� 「起動」→「スクリーンロック」を選択する
� 「画面のロック」ボタンがパネルにある場合は、「画面のロック」ボタンをク
リックする。

「画面のロック」ボタンをパネルに追加するには、そのパネルで右クリックす
る「パネルに追加」→「アクション」→「画面のロック」の順に選択します。

スクリーンロックすると、スクリーンセーバーが起動します。スクリーンロックを解
除するには、マウスを動かして、「スクリーンロック」ダイアログを表示します。
ユーザ名とパスワードを「スクリーンロック」ダイアログに入力して、Returnキーを
押します。

スクリーンセーバーを設定するには、「設定ツールの使用」を参照してください。

注 –正しくスクリーンロックするには、スクリーンセーバーを有効に設定しておく必
要があります。

セッションの管理
GNOMEデスクトップのセッション管理を設定するには、「セッション」設定ツール
を使用します。「セッション」設定ツールは、アプリケーションの形式を次のように
認識します。

� セッション管理されるアプリケーション。セッションの設定を保存した場合、
セッションマネージャはセッション管理下のすべてのアプリケーションを保存す
る。ログアウトし、再びログインすると、セッションマネージャはセッション管理
下のアプリケーションを自動的に起動する

� セッション管理されないアプリケーション。セッションの設定を保存した場合、
セッションマネージャはセッション管理下でないアプリケーションを保存しない。
ログアウトし、再びログインすると、セッションマネージャはセッション管理下で
ないアプリケーションを起動しない。アプリケーションは手動で起動する必要があ
る。または、「セッション」設定ツールを使用して、セッション管理下ではないア
プリケーションのうち、自動的に起動するアプリケーションを指定する
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ログインおよびログアウト時のセッションの動作
を定義する
ログインおよびログアウト時のセッションの動作を設定するには、「セッション」設
定ツールを使用します。「セッションのオプション」タブセクションで、必要な変更
を行います。たとえば、ログイン時にスプラッシュ画面を表示するように選択できま
す。

スタートアップを使用する
セッションは、非セッション管理のアプリケーションで開始するように設定できま
す。非セッション管理のアプリケーションを設定するには、「セッション」設定ツー
ルを使用します。アプリケーションの追加、編集、および削除には、「自動起動プロ
グラム」タブセクションを使用します。設定を保存し、ログアウトすると、次回ログ
インしたときにスタートアップが自動的に起動されます。

現在のセッションでアプリケーションをブラウズ
する
現在のセッションでアプリケーションをブラウズするには、「セッション」設定ツー
ルを使用します。「現在のセッション」タブセクションには、次の項目がリストされ
てます。

� 現在実行されているすべての GNOMEアプリケーション。これらのアプリケー
ションは、セッションマネージャに接続することができ、そのアプリケーションの
状態を保存できる

� すべての設定ツール。これらのツールはセッションマネージャに接続することがで
き、そのツールの状態を保存できる

「現在のセッション」タブセクションを使用して、アプリケーションまたは設定ツー
ルのセッション設定で操作 (数に制限あり)を実行できます。たとえば、起動順序を編
集したり、リストに載っているすべての GNOMEアプリケーションまたは設定ツール
のスタイルを再設定できます。

セッション設定を保存する
セッションの設定を保存するには、次の手順を行います。

1. セッションの終了時に、自動的に設定を保存するようにセッションを設定します。
セッションを設定するには、「セッション」設定ツールを使用します。
「セッション」設定ツールが起動します。「セッションのオプション」タブセク
ションの「変更を自動的にセッションに保存する」オプションを選択します。
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2. セッションを終了します。

「変更を自動的にセッションに保存する」オプションを選択しない場合、ログアウト
したときに、現在の設定を保存するかどうかを問うダイアログが表示されます。設定
を保存するには、このオプションを選択してからログアウトします。

セッションの終了

セッションを終了するには、現在アクティブなプロセスをすべて閉じ、次のいずれか
の操作を実行します。

� 「ログアウト」ボタンをクリックします。
� メインメニューを開き、「 Nameをログアウト」を選択します。

セッションを終了する前に、現在の設定を保存しておくと、次回ログインしたとき
に、セッションを復元できます。ログアウト処理中に、現在の設定を保存するかどう
かを問うダイアログが表示されます。「セッション」設定ツールでは、現在の設定を
自動的に保存するオプションを選択できます。
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第 4章

パネルの操作方法

この章では、パネルの操作方法について説明します。

� 51ページの「パネルの概要」
� 52ページの「パネルの管理」
� 55ページの「パネルオブジェクト」
� 58ページの「アプレット」
� 59ページの「ランチャー」
� 64ページの「ボタン」
� 67ページの「メニュー」
� 68ページの「引き出し」

パネルの概要
パネルは、アプリケーションおよびアプレットを実行したり、ほかの作業を実行した
りできる GNOMEデスクトップ上の領域です。セッションを始めて開始すると、
GNOMEデスクトップには少なくとも 1つのパネルがあります。システム管理者は、
ローカルな要求に応じてデフォルトのパネルを設定している場合があります。した
がって、ここで説明するパネルと多少異なる可能性があります。

必要に応じて、パネルの動作や外観を変更できます。パネルからオブジェクトを追
加、削除することもできます。複数のパネルを作成し、各パネルで異なる設定、オブ
ジェクト、および背景を選ぶことができます。パネルを非表示にすることもできま
す。
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パネルの管理
以下の節では、パネルの管理方法について説明します。

新しいパネルを追加する
パネルを追加するには、パネルの空きスペースを右クリックし、「新規パネル」を選
択します。新しいパネルが GNOMEデスクトップに追加されます。新しいパネルに
はオブジェクトは含まれていません。利用者の環境に合わせて、新しいパネルをカス
タマイズできます。

パネルを操作する
パネルを操作するには、パネル上の空いているスペースで、左クリック、右ク
リック、または中央クリックします。パネルに空きスペースがない場合は、非表示ボ
タンのいずれか 1つを中央クリックまたは右クリックすることで、パネルを選択でき
ます。パネル上で非表示ボタンが見えない場合は、パネルの設定を変更して、非表示
ボタンを可視にします。

次のようにマウスボタンを使用して、パネルを操作できます。

中央クリック パネルをグラブし、そのパネルを別の場所にドラッグできる

右クリック パネルポップアップメニューを開く

パネルを移動する
パネルは別の場所に移動できます。パネルを移動するには、パネル上の空いているス
ペースで中央クリックし、中央ボタンを押したままそのパネルを別の場所にドラッグ
します。

パネルを非表示にする
パネルを非表示にしたり、表示したりすることができます。パネルを非表示にするに
は、非表示ボタンを使用します。パネル上で非表示ボタンが見えない場合は、パネル
の設定を変更して、非表示ボタンを可視にします。

非表示ボタンは、パネルの両端にあります。非表示ボタンには、オプションの矢印ア
イコンが含まれています。次の図に、非表示ボタンを示します。
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パネルを非表示にするには、非表示ボタンのいずれか 1つをクリックします。パネル
は、非表示ボタン上の矢印方向に縮小します。パネルのもう一方の端にある非表示ボ
タンは、可視のままです。

非表示にしたパネルを再表示するには、可視の非表示ボタンをクリックします。パネ
ルは、非表示ボタン上の矢印方向に拡大します。両方の非表示ボタンが可視になりま
す。

パネルは、オートハイド (自動的に隠す)に設定できます。オートハイドを設定する
と、マウスがパネルをポイントしていない場合は、パネルが自動的に隠れます。パネ
ルが存在している画面の一部をポイントすると、そのパネルが再び表示されます。パ
ネルをオートハイドに設定するには、パネルの設定を変更します。

パネルの設定を変更する
すべてのパネルの設定を変更するには、「パネル」設定ツールで必要な変更を行いま
す。たとえば、パネルのアニメーション設定を変更することができます。

個々のパネルに対して、それぞれ設定を変更することもできます。パネルの位置、隠
す場合の動作、視覚的な外観など、各パネルの特長を変更することができます。

パネルの設定を変更するには、次の手順を実行します。

1. パネル上の空いているスペースで右クリックし、「設定」を選択して「パネルの設
定」ダイアログを表示します。「パネルの設定」ダイアログには、次のタブセク
ションがあります。

� 「一般」
� 「背景」

2. パネルのサイズ、位置、非表示プロパティを変更するには、「一般」タブをク
リックします。以下の表に、「一般」タブセクションのダイアログ要素を示しま
す。

ダイアログ要素 「説明」

「名前」 パネルの名前を入力する。パネルとデスクトップの切り替えに
ショートカットキーを使用する場合、このパネル名が表示され
る
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ダイアログ要素 「説明」

「向き」 画面上のパネルの位置を選択。パネルの変更位置をクリックす
る

「サイズ」 スピンボックスを使用して、パネルのサイズを指定する

「広げる」 パネルのある画面の最大の長さまでパネルを拡大する

「自動的に隠す」 自動的に隠すを有効にする

「非表示ボタンを表示」 パネル上で非表示ボタンを表示する

「非表示ボタンを矢印表
示」

非表示ボタンが有効な場合に、非表示ボタン上に矢印を表示す
る

3. パネルの背景を変更するには、「背景」タブをクリックし、パネルの背景タイプを
選択します。選択は次のとおり

ダイアログ要素 「説明」

「なし (システムのテーマを
使用する)」

デフォルトのパネル背景を使用する。デフォルトのパネル背
景は、「テーマ」設定ツールの設定によって異なる

「単一色」 パネル背景を 1色指定する。「色」ボタンをクリックして、
カラー選択ダイアログを表示する。任意の色を「色の選択」
ダイアログから選ぶ

「スタイル」スライダで、色の透明度または不透明度を指定
する。たとえば、パネルを透明にするには、スライダを「透
明的」の端まで移動する。

「背景の画像」 パネル背景の画像を指定する。ドロップダウンコンビネー
ションボックスに使用する画像のファイル名を入力する。ま
たは、「参照」ボタンをクリックしてファイルをブラウズす
る。ファイルを選択したら、「了解」をクリックする

色または画像をパネルにドラッグして、それをパネルの背景として設定することも
できます。詳細については、54ページの「パネルの背景に色または画像をド
ラッグする」を参照してください。

4. 「閉じる」をクリックして、「パネルの設定」ダイアログを閉じます。

パネルの背景に色または画像をドラッグする
色または画像をパネルにドラッグして、それをパネルの背景として設定できます。色
または画像は、多数のアプリケーションからドラッグできます。たとえば、Nautilus
ファイルマネージャの色をパネルにドラッグして、パネルの背景として設定できま
す。任意の「色の選択」ダイアログから色をドラッグすることもできます。
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画像をパネルにドラッグして、それをパネルの背景として設定できます。パターン画
像をファイルマネージャからドラッグして、パネルの背景に設定することもできま
す。

パネルを削除する
GNOMEデスクトップからパネルを削除するには、削除したいパネルで右クリック
し、「パネルを削除」を選択します。

注 – GNOMEデスクトップには少なくとも 1つのパネルが必要です。GNOMEデスク
トップにパネルが 1つしかない場合、そのパネルは削除できません。

パネルオブジェクト
この節では、パネルに追加できるオブジェクト、およびパネルから使用できるオブ
ジェクトについて説明します。

パネルオブジェクトを操作する
次のようにマウスボタンを使用して、パネルオブジェクトを操作できます。

左クリック パネルオブジェクトを起動する

中央クリック オブジェクトをグラブし、そのオブジェクトを別の場所にドラッグ
する

右クリック パネルオブジェクトポップアップメニューを開く

アプレットのパネルオブジェクトは、これとは異なる方法で操作します。詳細につい
ては、59ページの「アプレットを選択する」を参照してください。

パネルにオブジェクトを追加する
パネルにオブジェクトを追加するには、次のいくつかの方法があります。

� パネルポップアップメニュー

パネル上の空いているスペースで右クリックし、パネルポップアップメニューを開
きます。パネルポップアップメニューには、「パネルに追加」サブメニューがあり
ます。「パネルに追加」サブメニューを使用して、次のオブジェクトをパネルに追
加できます。
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� 以下のカテゴリのアプレット。アクセサリ、アミューズメント、インター
ネット、マルチメディア、ユーティリティ

� よく行うアクションへクイックアクセスするボタン。「強制終了」ボタン、
「画面のロック」ボタン、「ログアウト」ボタン、「アプリケーションの実
行」ボタン、「スクリーンショット」ボタン、「ファイルの検索」ボタン、
「デスクトップの表示」ボタン

� ランチャー

� メニューからランチャー

� メインメニュー:

� メニューバー

� 引き出し

� 任意のメニュー

任意のメニューでランチャーを右クリックすると、そのランチャーのポップアップ
メニューが開きます。このポップアップメニューを使用して、パネルにランチャー
を追加できます。

メニュー、ランチャー、およびアプレットをメニューからパネルにドラッグするこ
ともできます。

� ファイルマネージャ

各ランチャーは .desktopファイルに対応します。.desktopファイルをパネル
にドラッグすることで、そのランチャーをパネルに追加できます。

オブジェクトの設定を変更する
ランチャーや引き出しなどのパネルオブジェクトには、関連するプロパティのセット
があります。設定は、各オブジェクトのタイプにより異なります。設定は、次のよう
な詳細を指定します。

� ランチャーを起動するコマンド
� メニューのソースファイルの位置
� オブジェクトを表すアイコン

オブジェクトの設定を変更するには、次の手順を実行します。

1. オブジェクトを右クリックして、図 4–1に示すパネルオブジェクトポップアップメ
ニューを開きます。

図 4–1パネルオブジェクトポップアップメニュー
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2. 「設定」を選択します。「設定」ダイアログを使用して、必要に応じて設定を変更
します。「設定」ダイアログ内の設定は、手順 1で選択したオブジェクトにより異
なります。

3. 「OK」をクリックして変更を適用し、「設定」ダイアログを閉じます。

パネルオブジェクトを移動する
パネルオブジェクトはパネル内で移動することも、パネル間で移動することもできま
す。また、パネルと引き出し間でオブジェクトを移動することもできます。

パネルオブジェクトを移動するには、オブジェクトを中央クリックし、ボタンを押し
たままそのオブジェクトを別の位置にドラッグします。マウスの中央ボタンを放す
と、そのオブジェクトが新しい位置に固定されます。

または、パネルオブジェクトポップアップメニューを使用してオブジェクトを移動す
ることもできます。次の手順を実行します。

1. オブジェクトを右クリックし、「移動」を選択します。

2. オブジェクトの新しい位置をポイントし、任意のマウスボタンをクリックしてその
位置にオブジェクトを固定します。移動先は、GNOMEデスクトップ上に現在あ
るパネルであれば、どのパネルでもかまいません。

パネルオブジェクトを動かすと、パネル上のほかのオブジェクトの位置に影響しま
す。パネル上でのオブジェクトの動きを制御するには、動作モードを指定します。動
作モードを指定するには、パネルオブジェクトを移動するときに次のいずれかのキー
を押します。

キー 動作モード 説明

キーを押さな
い

スイッチ動作 オブジェクトは、ほかのパネルオブジェクトと位
置が入れ替わる。スイッチ動作は、デフォルトの
動作モード

Altキー フリー動作 オブジェクトは、パネル上のほかのパネルオブ
ジェクトを飛び越えて、次の空きスペースに移動
する

Shiftキー プッシュ動作 オブジェクトは、パネルに沿ってほかのパネルオ
ブジェクトをプッシュする

パネルオブジェクトをロックする
パネルオブジェクトをロックして、パネル上のオブジェクトの位置を固定できます。
他のパネルオブジェクトを移動するときに一部のパネルオブジェクトの位置を変更し
たくない場合、この機能が役立ちます。
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パネル上のオブジェクトの位置をロックするには、オブジェクトを右クリックしてパ
ネルオブジェクトのポップアップメニューを開き、「ロック」を選択します。オブ
ジェクトのロックを解除するには、そのオブジェクトを右クリックし、「ロック解
除」を選択します。

パネルオブジェクトを削除する
パネルからオブジェクトを削除するには、そのオブジェクトを右クリックし、パネル
オブジェクトポップアップメニューを開いて、「パネルから削除」を選択します。

アプレット
アプレットとは、小さなアプリケーションで、そのユーザーインターフェイスはパネ
ル内にあります。アプレットの操作には、アプレットパネルオブジェクトを使用しま
す。たとえば、以下の図は、左から順に次のアプレットを示しています。

� ウィンドウリスト:システムで現在開いているウィンドウを表示する
� CDプレーヤー :システムの CDを制御する
� ボリュームコントロール :システムのスピーカの音量を制御する

アプレットをパネルに追加する
アプレットをパネルに追加するには、パネルポップアップメニューを使用します。パ
ネル上の空いているスペースで右クリックし、パネルポップアップメニューを開きま
す。「パネルに追加」を選択して、次のいずれかのサブメニューから追加するアプ
レットを選びます。

� 「アクセサリ」
� 「アミューズメント」
� 「インターネット」
� 「マルチメディア」
� 「ユーティリティ」

サブメニューからアプレットをドラッグして、パネルに追加することもできます。
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アプレットを選択する
アプレットの設定を変更するには、最初にアプレットを右クリックして、パネルオブ
ジェクトポップアップメニューを表示します。アプレットを移動するには、そのアプ
レットを中央クリックします。

パネルオブジェクトポップアップメニューを表示したり、アプレットを移動するに
は、以下に示すように、アプレット上のクリックする場所に制約があります。

� 一部のアプレットには、アプレット特有のコマンドのポップアップメニューがあ
り、このメニューはアプレットの特定の部分を右クリックした場合に開く。たとえ
ばウィンドウリストアプレットの場合、左側に垂直ハンドルがあり、右側に
ウィンドウを表すボタンがある。ウィンドウリストアプレットのパネルオブジェク
トポップアップメニューを開くには、ハンドルを右クリックする必要がある。右側
にあるボタンを右クリックすると、ボタンのポップアップメニューが開く

� あるアプレットには、アプレットの選択に使用できない領域がある。たとえばコ
マンドラインアプレットには、コマンドを入力するためのフィールドがある。この
フィールドを中央クリックまたは右クリックしてアプレットを選択することはでき
ない。代わりに、アプレットの別の部分を中央クリックまたは右クリックする

アプレットの設定を変更する
アプレットの設定を変更するには、次の手順を実行します。

1. アプレットを右クリックして、「設定」を選択します。「設定」ダイアログを使用
して、設定を必要に応じて変更します。アプレットの設定は、アプレットによって
異なります。

2. 「閉じる」をクリックして、「設定」ダイアログを閉じます。

ランチャー
ランチャーをクリックすると、次のいずれかの操作を開始します。

� 特定のアプリケーションを起動する

� コマンドを実行する

� ファイルマネージャウィンドウでフォルダを開く

� 特定の Uniform Resource Locator (URL)でブラウザを開く。URLは、Web上の特
定の位置を示すアドレス

� 特別な Uniform Resource Identifiers (URI)を開く。GNOMEデスクトップには、
ファイルマネージャから特定の機能にアクセスするための特別な URIがありま
す。
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ランチャーは、GNOMEデスクトップ上の次の場所にあります。

� パネル:パネルでは、ランチャーはアイコンとして表示される
� メニュー:メニューでは、ランチャーはメニュー項目として表示される。通常、メ
ニュー項目の横にアイコンがある

� デスクトップ:デスクトップでは、ランチャーはアイコンとして表示される

ランチャーの設定は変更できます。たとえば、ランチャーの設定として、ランチャー
名、ランチャーを表すアイコン、ランチャーの実行方法があります。

パネルにランチャーを追加する
パネルにランチャーを追加するには、次の方法を使用します。

� パネルポップアップメニュー

新しくランチャーを作成するには、パネル上の空いているスペースで右クリック
し、「パネルに追加」→「ランチャー」を選択します。「ランチャーの作成」ダ
イアログが表示されます。このダイアログに関する詳細については、60ページ
の「「ランチャーの作成」ダイアログを使用してランチャーを作成する」を参照し
てください。

既存のランチャーをパネルに追加するには、パネルポップアップメニューから「パ
ネルに追加」→「アプリケーション」を選択します。追加するランチャーをメ
ニューから選びます。

� 任意のメニュー

任意のメニューからパネルにランチャーを追加するには、次のいずれかの手順を実
行します。

� ランチャーを含むメニューを開く。ランチャーをパネルにドラッグする

� ランチャーの追加先のパネルで、そのランチャーを含むメニューを開く。ラン
チャーのタイトルを右クリックする。「ランチャーをパネルに追加」を選択す
る

� ファイルマネージャ

ファイルマネージャからパネルにランチャーを追加するには、そのランチャーの
.desktopファイルをファイルシステムから探します。ランチャーを追加するに
は、.desktopファイルをパネルにドラッグします。

「ランチャーの作成」ダイアログを使用してランチャーを
作成する
「ランチャーの作成」ダイアログを使用してランチャーを作成するには、次の手順を
実行します。

1. パネルの任意の部分を右クリックし、パネルポップアップメニューを開きます。
「パネルに追加」→「ランチャー」を選択して、「ランチャーの作成」ダイアロ
グを表示します。ダイアログの「基本」タブセクションが表示されます。
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2. ダイアログにランチャーの設定を入力します。次の表に、「基本」タブセクション
のダイアログ要素を示します。

ダイアログ要素 「説明」

「名前」 ランチャー名を指定する。「拡張」タブを使用して、ランチャー
名の翻訳を追加できる。ここで指定した名前は、メニューまたは
デスクトップにランチャーを追加したときに表示される

「一般名」 ランチャーが属するアプリケーションのクラスを指定する。たと
えば、geditランチャーの場合は、テキストエディタと入力す
る。「拡張」タブを使用して、「一般名」の翻訳を追加できる

「コメント」 ランチャーについての短い説明を入力する。このコメントは、パ
ネル上のランチャーアイコンをポイントしたときに表示される
ツールチップになる。「拡張」タブセクションを使用して、コメ
ントの翻訳を追加できる

「コマンド」 ランチャーをクリックしたときに実行されるコマンドを指定する
サンプルコマンドについては、次の節を参照すること

「タイプ」 このドロップダウンのコンビネーションボックスを使用して、ラ
ンチャーのタイプを指定する。次の項目から選択する
� 「アプリケーション」:アプリケーションを起動するラン
チャーを作成する

� 「リンク」: URIにリンクしたランチャーを作成する

「アイコン」 ランチャーを表すアイコンを選択する。アイコンを選択するに
は、「アイコンなし」ボタンをクリックする。「アイコンを選
択」ダイアログが表示される。ダイアログからアイコンを選択
する。別のディレクトリにあるアイコンを選択するには、「参
照」をクリックする。アイコンを選択したら「OK」をクリック
する

「端末で実行」 アプリケーションまたはコマンドを端末ウィンドウで実行する場
合に選択する。アプリケーションまたはコマンドを実行する
ウィンドウが作成されない場合に、このオプションを選択する

3. ランチャーの追加設定を設定するには、「拡張」タブをクリックします。「ラン
チャー設定」ダイアログの「拡張」タブセクションが表示されます。

4. ダイアログに、ランチャーの追加設定を入力します。次の表に、「拡張」タブセク
ションの上部にあるダイアログ要素を示します。

ダイアログ要素 「説明」

「使用前にこれを試す」 ランチャーを起動する前に、コマンドを入力して確認する。
コマンドが実行可能であり、パスに含まれている場合は、ラ
ンチャーがパネルに表示される
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ダイアログ要素 「説明」

「文書」 ランチャーのヘルプファイルへのパスを入力する。この
フィールドにパスを入力すると、該当するアプリケーション
に関するヘルプが、そのランチャーのポップアップメニュー
に表示される

5. 「基本」タブセクションの「名前」、「汎用名」、および「コメント」フィールド
の翻訳を追加することもできます。翻訳を追加するには、「名前/コメントの翻
訳」表に次のように翻訳説明を入力します。

フィールド 「説明」

最初のフィールド 追加する翻訳の言語を 2文字コードで入力する

2番目のフィール
ド

ランチャーの「名前」の翻訳を入力する

3番目のフィール
ド

ランチャーの「汎用名」の翻訳を入力する

4番目のフィール
ド

ランチャーの「コメント」の翻訳を入力する

入力したあとで、「追加/設定」ボタンをクリックします。

翻訳を変更するには、その翻訳を選択します。ダイアログの下の部分に、翻訳され
たテキストが表示されます。必要に応じてフィールドを変更したあと、「追加/設
定」ボタンをクリックします。

翻訳を削除するには、その翻訳を選択し、「削除」ボタンをクリックします。

6. ランチャーを作成して「ランチャー設定」ダイアログを閉じるには、「OK」をク
リックします。

ランチャーコマンド
「コマンド」フィールドで入力できるコマンドの種類は、「タイプ」ドロップダウン
コンビネーションボックスで選択したオプションによって異なります。「アプリケー
ション」を「種類」ドロップダウンコンビネーションボックスから選択した場合は、
通常のコマンドを入力できます。以下の表に、いくつかのサンプルコマンドと実行さ
れるアクションを示します。

アプリケーションコマンドのサンプル 操作

gedit geditテキストエディタアプリケーションを起動
する
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アプリケーションコマンドのサンプル 操作

gedit /user123/loremipsum.txt geditテキストエディタアプリケーションで
/user123/loremipsum.txtファイルを開く

nautilus /user123/Projects ファイルマネージャウィンドウで
/user123/Projectsを開く

「リンク」を「タイプ」ドロップダウンコンビネーションボックスから選択した場合
は、リンクコマンドを入力できます。以下の表に、いくつかのサンプルリンクコマン
ドと実行されるアクションを示します。

リンクコマンドのサンプル 操作

http://www.gnome.org デフォルトブラウザで GNOME Webサイトを開
く

ftp://ftp.gnome.org デフォルトブラウザで GNOME FTPサイトを開
く

applications:/// ファイルマネージャウィンドウでアプリケー
ションの場所を開く。アプリケーションを起動
するには、そのアプリケーションをダブルク
リックする

preferences:/// ファイルマネージャウィンドウで「デスク
トップ設定」の場所を開く。設定ツールを起動
するには、設定ツールをダブルクリックする

ランチャーの設定を変更する
ランチャーの設定を変更するには、次の手順を実行します。

1. ランチャーを右クリックして、パネルオブジェクトポップアップメニューを開きま
す。

2. 「設定」を選択します。「ランチャーの設定」ダイアログを使用して、必要に応じ
て設定を変更します。「ランチャーの設定」ダイアログの詳細については、60
60ページの「「ランチャーの作成」ダイアログを使用してランチャーを作成す
る」を参照してください。

3. 「閉じる」をクリックして、「ランチャーの設定」ダイアログを閉じます。
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ボタン
ボタンをパネルに追加すると、よく実行するアクションや機能にすばやくアクセスで
きます。

「強制終了」ボタン

「強制終了」ボタンを使用すると、アプリケーションを終了するウィンドウを選択で
きます。コマンドに応答しないアプリケーションを終了する場合、このボタンは役に
立ちます。

アプリケーションを終了するには、「強制終了」ボタンをクリックして、終了するア
プリケーションのウィンドウをクリックします。「強制終了」ボタンをクリックした
後にアプリケーションの終了をキャンセルするには、Escキーを押します。

「画面のロック」ボタン

「画面のロック」ボタンは画面をロックして、スクリーンセーバーを起動します。再
びセッションにアクセスするには、パスワードを入力する必要があります。画面を正
しくロックするには、スクリーンセーバーを有効に設定しておく必要があります。

パネルに「画面のロック」ボタンを追加するには、パネル上の空いているスペースで
右クリックします。「パネルに追加」→「アクション」→「画面のロック」の順に選
択します。

「ロック」ボタンを右クリックして、スクリーンセーバー関連コマンドのメニューを
開きます。表 4–1に、メニューから利用可能なコマンドを示します。
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表 4–1スクリーンロックメニュー項目

メニュー項目 機能

「スクリーンセーバーを実行」 すぐにスクリーンセーバーを起動し、画面はロック
しない

「画面のロック」 すぐに画面をロックする。このコマンドは、
「ロック」ボタンをクリックした場合と同様の機能
を行う

「スクリーンセーバーデーモンを強制終
了」

スクリーンセーバープロセスを終了する。スクリー
ンセーバープロセスを終了したあとは、画面を
ロックできない

「スクリーンセーバーデーモンを再起
動」

スクリーンセーバープロセスを終了し再起動する。
パスワードを変更したあとで、このコマンドを使用
する。スクリーンセーバープロセスを再起動すると
き、スクリーンセーバーの新しいパスワードを使用
する

「設定」 「スクリーンセーバー」設定ツールを表示する

ログアウトボタン

ログアウトボタンは、GNOMEセッションをログアウトするプロセスを開始します。

パネルにログアウトボタンを追加するには、パネル上の空いているスペースで右ク
リックします。「パネルに追加」、「アクション」、「ログアウト」の順に選択しま
す。セッションを終了、またはシステムを停止するには、「ログアウト」ボタンをク
リックします。

「アプリケーションの実行」ボタン

「アプリケーションの実行」ボタンで「アプリケーションの実行」ダイアログを開く
ことができます。
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パネルに「アプリケーションの実行」ボタンを追加するには、パネル上の空いている
スペースで右クリックします。「パネルに追加」、「アクション」、「アプリケー
ションの実行」の順に選択します。「アプリケーションの実行」ダイアログを開くに
は、「アプリケーションの実行」ボタンをクリックします。

「アプリケーションの実行」ダイアログの詳細は、「メニューの操作方法」を参照し
てください。

「スクリーンショット」ボタン

「スクリーンショット」ボタンを使って画面のスクリーンショットを撮ることができ
ます。

パネルに「スクリーンショット」ボタンを追加するには、パネル上の空いているス
ペースで右クリックします。「パネルに追加」、「アクション」、「スクリーン
ショット」の順に選択します。画面のスクリーンショットを撮るには、「スクリーン
ショット」ボタンをクリックします。

スクリーンショットの撮り方については、「メニューの操作方法」を参照してくださ
い。

「ファイルの検索」ボタン

「ファイルの検索」ボタンを使って、「ファイルの検索」を開くことができます。

パネルに「ファイルの検索」ボタンを追加するには、パネル上の空いているスペース
で右クリックします。「パネルに追加」、「アクション」、「ファイルの検索」の順
に選択します。「ファイルの検索」lを開くには、「ファイルの検索」ボタンをク
リックします。

「ファイルの検索」の詳細は、『検索ツールのマニュアル』を参照してください。

「デスクトップの表示」ボタン
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「デスクトップの表示」ボタンを使って、開いているすべてのウィンドウを最小化
し、デスクトップを表示できます。

パネルに「デスクトップの表示」ボタンを追加するには、パネル上の空いているス
ペースで右クリックします。「パネルに追加」、「アクション」、「デスクトップの
表示」の順に選択します。すべてのウィンドウを最小化し、デスクトップを表示する
には、「デスクトップの表示」ボタンをクリックします。

「通知スペース」アプレット

「通知スペース」アプレットは、アプリケーションのアクティビティを示す各種アプ
リケーションのアイコンを表示します。たとえば、CDプレーヤーアプリケーション
で CDを再生しているときは、CDアイコンが「通知スペース」アプレットに表示さ
れます。上の図には、通知スペースアプレット内の CDアイコンが示されています。

「通知スペース」アプレットをパネルに追加するには、パネル上の空いているスペー
スで右クリックします。「パネルに追加」→「ユーティリティ」→「通知スペース」
の順に選択します。

メニュー
次のタイプのメニューをパネルに追加できます。

� メインメニュー:メインメニューを使用して、ほとんどすべての標準アプリケー
ション、コマンド、および構成オプションにアクセスできます。メインメニューを
パネルに追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリックし、「パネル
に追加」→「メインメニュー」を選択します。パネルに追加するメインメニュー
オブジェクトの数に制限はありません。
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� メニューバー:メニューバーのメニューを使用して、ほとんどすべての標準アプリ
ケーション、コマンド、および構成オプションにアクセスできます。メニューバー
には、「アプリケーション」メニューと「アクション」メニューがあります。メ
ニューバーをパネルに追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリック
し、「パネルに追加」→「メニューバー」を選択します。パネルに追加するメ
ニューバーオブジェクトの数に制限はありません。

� システムメニュー:システムメニューには、GNOMEデスクトップ上で使用できる
標準のアプリケーションとツールが含まれています。「アプリケーション」メ
ニューおよび「アクション」メニューは、システムメニューです。システムメ
ニューをパネルに追加するには、そのメニューからランチャーを右クリックし、
「メニュー全体」→「メニューとしてパネルに追加」を選択します。

パネルに追加するメニューは、矢印が付いたアイコンで表されます。矢印は、そのア
イコンがメニューまたは引き出しを表すことを示します。図 4–2は、パネル上に表示
される標準的なメニューを示しています。

図 4–2パネル上の標準的なメニューオブジェクト

引き出し
引き出しは、パネルの拡張機能の 1つです。引き出しは、パネルを表示したり隠した
りするのと同じ方法で、開いたり閉じたりできます。引き出しは、ランチャー、メ
ニュー、アプレット、ほかのパネルオブジェクト、およびほかの引き出しなど、すべ
てのパネルオブジェクトを含むことができます。引き出しを開くと、パネル上のオブ
ジェクトを使用するのと同様の方法でオブジェクトを使用できます。

次の図に、2つのパネルオブジェクトを含む開いた引き出しを示します。
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引き出しアイコン上の矢印は、そのアイコンが引き出しまたはメニューを表すことを
示します。

引き出しに対するオブジェクトの追加、移動、および削除は、パネルに対するオブ
ジェクトの追加、移動、および削除と同じ方法で行えます。

引き出しを開くまたは閉じる
引き出しを開くには、パネル内の引き出しオブジェクトをクリックします。引き出し
は、次の方法で閉じることができます。

� 引き出しをクリックする
� 引き出し非表示ボタンをクリックする

引き出しをパネルに追加する
引き出しは、次の方法でパネルに追加できます。

� パネルポップアップメニュー

パネル上の空いているスペースで右クリックし、「パネルに追加」→「引き出
し」を選択します。

� 任意のメニュー

メニューは、引き出しオブジェクトとしてパネルに追加できます。

メニューを引き出しとしてパネルに追加するには、パネルからメニューを開きま
す。メニュー内の任意のランチャーを右クリックし、「メニュー全体」→「引き
出しとしてパネルに追加」を選択します。
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オブジェクトを引き出しに追加する
パネルに追加するのと同じように、オブジェクトを引き出しに追加します。詳細につ
いては、55ページの「パネルにオブジェクトを追加する」を参照してください。

引き出し設定を変更する
すべてのパネルと引き出しの設定を変更するには、 Panel設定ツールを使用します。
たとえば、パネルおよび引き出しでのオブジェクトの外観および動作に関連するさま
ざまなオプションを選択できます。引き出しにのみ関連するオプションを選択するこ
ともできます。たとえば、引き出し内のランチャーをクリックしたときに引き出しを
閉じるオプションを選択できます。

個々の引き出しに対して、別々の設定を変更することもできます。引き出しの視覚的
な外観、引き出しに非表示ボタンがあるかどうかなど、各引き出しの特長を変更する
ことができます。

引き出しの設定を変更するには、次の手順を実行します。

1. 引き出しを右クリックし、「設定」を選択して「パネルの設定」ダイアログを表示
します。ダイアログの「一般」タブセクションが表示されます。

2. ダイアログで引き出しの設定を選択します。次の表に、「一般」タブセクションの
要素を示します。

ダイアログ要素 「説明」

「名前」 パネルの名前を入力する。パネルとデスクトップの切り替えに
ショートカットキーを使用する場合、このパネル名が表示され
る

「サイズ」 パネルのサイズを選択する

「アイコン」 引き出しを表すアイコンを選択する。「アイコン」ボタンをク
リックすると、「アイコンセレクタ」ダイアログが表示され
る。ダイアログからアイコンを選択する。「参照」をクリック
すると、別のディレクトリにあるアイコンを選択できる。アイ
コンを選択したら、「了解」をクリックする

「非表示ボタンを表示」 パネル上で非表示ボタンを表示する

「非表示ボタンを矢印表
示」

非表示ボタンが有効な場合に、非表示ボタン上に矢印を表示す
る

3. 「背景」タブセクションを使用して、引き出しの背景を設定できます。「背景」タ
ブセクションに関する詳細については、この項目の 53ページの「パネルの設定を
変更する」の手順を参照してください。色または画像を引き出しにドラッグして、
それを引き出しの背景として設定することもできます。詳細については、54ペー
ジの「パネルの背景に色または画像をドラッグする」を参照してください。
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4. 「閉じる」をクリックして、「パネルの設定」ダイアログを閉じます。
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第 5章

メニューの操作方法

この章では、GNOMEデスクトップでのメニューの操作方法について説明します。

� 73ページの「メニューの概要」
� 74ページの「メニューの特長」
� 76ページの「アプリケーションメニュー」
� 76ページの「アクションメニュー」
� 79ページの「メインメニュー」
� 80ページの「メニューバー」
� 80ページの「メニューのカスタマイズ」

メニューの概要
デスクトップのすべての機能には、メニューからアクセスできます。パネルにはメ
ニューが含まれており、メニューとパネルを組み合わせて作業を実行できます。メ
ニュー項目をパネルにコピーするなど、さまざまな操作をメニューを使用して実行で
きます。

GNOMEデスクトップでは次のメニューにアクセスできます。

� メインメニュー:メインメニューから「アプリケーション」メニューにアクセスで
きます。パネル上に多数の「メインメニュー」ボタンを表示させることができま
す。メインメニューからは「アクション」メニューにもアクセスできます。「ア
クション」メニューの項目は、メインメニューのトップレベルにあります。

� メニューバー:メニューバーからは、「アプリケーション」メニューと「アク
ション」メニューにアクセスできます。パネル上に多数のメニューバーアプレット
を表示させることができます。

� 「アプリケーション」メニュー:「アプリケーション」メニューから、多数のアプ
リケーション、コマンド、および構成オプションにアクセスできます。
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� 「アクション」メニュー:「アクション」メニューから、さまざまな作業を実行で
きるコマンドにアクセスできます。たとえば、検索ツールを起動したり、GNOME
デスクトップからログアウトしたりできます。

デスクトップを右クリックすることにより、「デスクトップ」メニューを開くことが
できます。「デスクトップ」メニューでは、デスクトップに関連する作業を実行でき
ます。

これらのすべてのメニューにより、多様な手段で作業を実行できるため、好みの方法
で作業できます。

メニューの特長
メニューには次の項目があります。

� サブメニュー
� ランチャーまたはメニュー項目

メニュー項目の右側にある矢印は、その項目にサブメニューがあることを示します。
サブメニューにマウスのカーソルを置くと、サブメニューが開きます。サブメニュー
から項目を選ぶことができます。

ランチャーを選んだ場合は、そのランチャーはアプリケーションを起動するか、コマ
ンドを実行します。ランチャーを右クリックして、ポップアップメニューを開くこと
もできます。ポップアップメニューでは、パネルに項目を追加したり、ほかの作業を
実行したりできます。ポップアップメニューに関する詳細については、次の節を参照
してください。

セッションのテーマを変更して、メニューの外観を変更することができます。テーマ
を変更するには、「テーマ」設定ツールを使用します。

メニュー項目のポップアップメニュー
メニュー上の項目には、関連するポップアップメニューがあり、この項目に関連する
作業は、このポップアップメニューを使用して実行できます。メニュー上の項目を右
クリックすると、その項目のポップアップメニューが開きます。ポップアップメ
ニューにはサブメニューが含まれており、メニューに関連する作業を実行できます。

メニュー項目のポップアップメニューを使用して、次の作業を実行できます。

� メニュー項目をランチャーとしてパネルに追加する。

� メニューから項目を削除する。

� ダイアログのメニュー項目コマンドで、「アプリケーションの実行」ダイアログを
開く。
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� メニューをパネルに追加する。メニューは、メニューオブジェクトまたは引き出し
オブジェクトとして追加できる。

� 新しい項目をメニューに追加する。

� サブメニューおよびメニュー項目の設定を変更する。

図 5–1にポップアップメニューを示します。

図 5–1メニュー項目のポップアップメニュー

表 5–1は、メニュー項目のポップアップメニューを説明しています。

表 5–1メニュー項目のポップアップメニュー

項目 説明

「ランチャーをパネルに追加」 メニューを開くパネルにランチャーを追加する

「ランチャーをメニューから削除」 メニューからランチャーを削除する

「プログラムを実行」 「アプリケーションの実行」ダイアログを表示す
る。「アプリケーションの実行」ダイアログに
は「コマンド」フィールドにランチャーからのコマ
ンドが表示される

「application_nameのヘルプ」 アプリケーションのオンラインヘルプを開く

「設定」 ランチャーの設定を変更できるダイアログを表示す
る

「メニュー全体」→「引き出しとして
パネルに追加」

メニューを開くパネルに引き出しとしてサブメ
ニューを追加する

「メニュー全体」→「メニューとして
パネルに追加」

メニューを開くパネルにメニューオブジェクトとし
てサブメニューを追加する

「メニュー全体」→「ランチャをメ
ニューに追加」

サブメニューに項目を追加できる

「メニュー全体」→「設定」 サブメニューの設定を変更できるダイアログを表示
する
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アプリケーションメニュー
「アプリケーション」メニューには、階層構造のサブメニューがあり、サブメニュー
から標準の GNOMEアプリケーションおよび設定ツールを起動できます。

「アプリケーション」メニューは次の場所にあります。

� メインメニュー:
� メニューバー

アクションメニュー
「アクション」メニューには、GNOMEデスクトップでさまざまな作業を実行するの
に使用するコマンドが含まれています。表 5–2に、「アクション」メニューのコマン
ドを示します。

表 5–2アクションメニューのコマンド

メニュー項目 機能

「アプリケーションの実行」 「アプリケーションの実行」ダイアログを開く。「アプ
リケーションの実行」ダイアログを使用してコマンドを
実行する。詳細については、77ページの「「アプリケー
ションの実行」ダイアログの使用」を参照

「最近使用したドキュメント」 最近保存した 10個のファイルのサブメニューを表示する

「ファイルの検索」 検索ツールを起動する。詳細については、『ファイルを
検索』のヘルプを参照

「画面のロック」 画面をロックする

「nameをログアウト」 現在のセッションをログアウトする

「アクション」メニューは次の場所にあります。

� メインメニュー。「アクション」メニューの項目は、メインメニューのトップレベ
ルにあります。

� メニューバー
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「アプリケーションの実行」ダイアログの使用
「アプリケーションの実行」ダイアログでは、コマンドラインにアクセスできます。
「アプリケーションの実行」ダイアログでコマンドを実行した場合、コマンドからの
出力は受け取れません。

コマンドラインからコマンドを実行するには、次の手順を実行します。

1. 「アプリケーションの実行」ダイアログを表示します。「アプリケーションの実
行」ダイアログは、次の方法で表示できます。

� 任意のパネルから

「アプリケーションの実行」ボタンをパネルに追加します。パネルを右ク
リックし、「パネルに追加」→「アクション」→「アプリケーションの実行」
の順に選択します。「アプリケーションの実行」ボタンをクリックします。

� メインメニューから

メインメニューを開き、「アプリケーションの実行」を選択します。

� メニューバーから

「アクション」→「アプリケーションの実行」の順に選択します。
� ショートカットキーを使用

「アプリケーションの実行」ダイアログを表示するデフォルトのショート
カットキーは、Super + Rキーです。ショートカットキーは、キーボード
ショートカット設定ツールで変更できます。

� メニュー項目のポップアップメニュー

メニュー上の項目を右クリックし、ポップアップメニューから「プログラムを
実行」を選択します。「アプリケーションの実行」ダイアログが開き、コマン
ドフィールドにメニューからのコマンドが表示されます。「アプリケーション

の実行」ダイアログが表示されます。

2. 実行するコマンドを空白のフィールドに入力します。以前に実行したコマンドを選択
する場合は、コマンドフィールド横の下矢印ボタンをクリックして、実行するコマン
ドを選びます。

または、「既存のアプリケーション一覧」オプションを選択して、使用可能なアプリ
ケーションのリストを表示します。

「ファイルを引数として実行」ボタンを使用して、コマンドラインに追加するファイ
ルを選ぶこともできます。たとえば、コマンドとして emacsを入力し、次に、編集す
るファイルを選びます。

アプリケーションまたはコマンドを端末で実行するには、「端末内で実行」オプ
ションを選択します。アプリケーションまたはコマンドを実行するウィンドウが作成
されない場合に、このオプションを選択する

3. 「アプリケーションの実行」ダイアログの「アプリケーションの実行」ボタンをク
リックします。
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スクリーンショットを撮る
次の方法を使用して、スクリーンショットを撮ることができます。

� 任意のパネルから

「スクリーンショット」ボタンをパネルに追加します。パネルを右クリックし、
「パネルに追加」→「アクション」→「スクリーンショット」の順に選択します。
「スクリーンショット」ボタンをクリックし、画面全体のスクリーンショットを撮
ります。スクリーンショットを保存するには、「スクリーンショットの保存」ダイ
アログを使用すること

� ショートカットキーを使用

次のショートカットキーを使用して、スクリーンショットを撮ることができます。

デフォルトのショートカットキー 機能

Print Screen 画面全体のスクリーンショットを撮り、「スクリーン
ショットの保存」ダイアログを表示する。スクリーン
ショットを保存するには、「スクリーンショットの保
存」ダイアログを使用すること

Alt + Print Screen マウスが指しているウィンドウのスクリーンショットを
取り、「スクリーンショットの保存」ダイアログを表示
する。スクリーンショットを保存するには、「スクリー
ンショットの保存」ダイアログを使用すること

デフォルトのショートカットキーは、キーボードショートカット設定ツールを使用
して変更できます。

� コマンドを使用

gnome-panel-screenshotコマンドを使用してスクリーンショットを撮ること
ができます。gnome-panel-screenshotコマンドは画面全体のスクリーン
ショットを撮り、「スクリーンショットの保存」ダイアログを表示します。スク
リーンショットを保存するには、「スクリーンショットの保存」ダイアログを使用
すること

gnome-panel-screenshotコマンドには、次のオプションを指定できます。

オプション 機能

--window フォーカスしているウィンドウのスクリーンショットを
撮り、「スクリーンショットの保存」ダイアログを表示
する。スクリーンショットを保存するには、「スクリー
ンショットの保存」ダイアログを使用すること
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オプション 機能

--delay= seconds 指定した秒数を経過したあと、スクリーンショットを撮
り、「スクリーンショットの保存」ダイアログを表示す
る。スクリーンショットを保存するには、「スクリーン
ショットの保存」ダイアログを使用すること

--help コマンドのオプションを表示する

メインメニュー
メインメニューからは、「アプリケーション」メニューや「アクション」メニュー
の多くの項目にアクセスできます。メインメニューを使用して、ほとんどすべての標
準アプリケーション、コマンド、および構成オプションにアクセスできます。

「メインメニュー」ボタンはパネルに追加できます。

メインメニューを開く
メインメニューは、次の方法で開くことができます。

� メインメニューを選択できるパネルから開く

「メインメニュー」をクリックします。

� ショートカットキーを使用

ショートカットキーを使用してメインメニューを開きます。ショートカットキーを
使用してメインメニューを開くと、メインメニューはマウスポインタの位置に表示
されます。

メインメニューを開くデフォルトのショートカットキーは、Ctrl + Escキーです。
メインメニューを開くショートカットキーは、キーボードショートカット設定ツー
ルで変更できます。

メインメニューをパネルに追加する
パネルに追加する「メインメニュー」ボタンの数に制限はありません。メインメ
ニューをパネルに追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリックしま
す。「パネルに追加」、「メインメニュー」の順に選択します。
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メニューバー

メニューバーからは、「アプリケーション」メニューと「アクション」メニューにア
クセスできます。メニューバーを使用して、ほとんどすべての標準アプリケー
ション、コマンド、および構成オプションにアクセスできます。

メニューバーをパネルに追加する
パネルに追加するメニューバーアプレットの数に制限はありません。メニューバーを
パネルに追加するには、パネル上の空いているスペースで右クリックします。「パネ
ルに追加」、「メニューバー」の順に選択します。

メニューのカスタマイズ
次のメニューの内容を変更できます。

� 「アプリケーション」メニュー
� 「設定」メニュー

次の GNOMEデスクトップコンポーネントを使用してメニューをカスタマイズしま
す。

� パネル上のメニュー
� Nautilusファイルマネージャ

パネルを使用してメニューをカスタマイズする場合は、メニュー項目のポップアップ
メニューを使用します。詳細については、74ページの「メニュー項目のポップアップ
メニュー」を参照してください。

ファイルマネージャを使用してメニューをカスタマイズするには、ファイルマネー
ジャ内から「アプリケーション」メニューまたは「設定」メニューにアクセスする必
要があります。「アプリケーション」メニューまたは「設定」メニューにアクセスす
るには、ファイルマネージャウィンドウを開きます。

ファイルマネージャ内のメニューにアクセスするには、ロケーションバーのフィール
ドに以下の URIのどれかを入力します。
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メニュー 入力する URI

「アプリケーション」メニュー applications:///

「設定」メニュー preferences:///

ファイルマネージャの詳細は、「Nautilusファイルマネージャ」を参照してくださ
い。

メニューを追加する
メニューを追加するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウで、メニューを追加する場所にアクセスします。た
とえば、メニューを「アプリケーション」メニューに追加するには、ロケーション
バーのフィールドに applications:///を入力します。

2. 「ファイル」→「新規フォルダ」を選択します。未タイトルのフォルダが表示区
画に追加されます。フォルダの名前が選択されています。

3. フォルダの名前を入力して、Returnキーを押します。

次回ログアウト後にログインしたときに、そのメニューは割り当てられた位置にあり
ます。

メニューにランチャーを追加する
メニューにランチャーを追加するには、次の手順を実行します。

1. ランチャーを追加するメニュー内の項目を右クリックします。

2. 「メニュー全体」→「ランチャーをメニューに追加」を選択します。「ランチャー
の作成」ダイアログが表示されます。

3. 「ランチャーの作成」ダイアログで、ランチャーの設定を入力します。「ラン
チャーの作成」ダイアログ内の要素の詳細については、「パネルの操作」を参照し
てください。

4. 「了解」をクリックします。

空のメニューにランチャーを追加する
空のメニューにランチャーを追加するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウで、ランチャーを追加するメニューにアクセスしま
す。

2. 「ファイル」→「新規ランチャー」を選択します。「ランチャーの作成」ダイア
ログが表示されます。
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3. 「ランチャーの作成」ダイアログで、ランチャーの設定を入力します。「ラン
チャーの作成」ダイアログ内の要素の詳細については、「パネルの操作」を参照し
てください。

4. 「了解」をクリックします。

メニューにランチャーをコピーする
メニューに既存のランチャーをコピーするには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウで、ランチャーのコピー元の位置にアクセスしま
す。たとえば、ランチャーを「アプリケーション」メニューからコピーするには、
ロケーションバーのフィールドに applications:///を入力します。

2. コピーするランチャーを選択して、「編集」→「ファイルのコピー」を選択しま
す。

3. ファイルマネージャウィンドウで、ランチャーのコピー先の位置にアクセスしま
す。

4. 「編集」→「ファイルの貼り付け」を選択します。ランチャーが新しい位置に追
加されます

または、ランチャーをコピー元の位置からコピー先の位置にドラッグすることもでき
ます。

次回ログアウト後にログインしたときに、そのランチャーは新しいメニュー位置にあ
ります。

メニューの設定を編集する
メニューの設定を編集するには、次の手順を実行します。

1. 編集するメニューで、任意の項目を右クリックします。

2. 「メニュー全体」→「設定」を選択します。「ランチャーの設定」ダイアログが表
示されます。

3. 「ランチャーの設定」ダイアログでメニューの設定を変更します。「ランチャーの
設定」ダイアログ内の要素の詳細については、「パネルの操作」を参照してくださ
い。

4. 「了解」をクリックします。

メニュー項目を編集する
メニュー項目を編集するには、次の手順を実行します。

1. 編集する項目を右クリックします。

2. 「設定」を選択します。「ランチャーの設定」ダイアログが表示されます。
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3. 「ランチャーの設定」ダイアログでランチャーの設定を変更します。「ランチャー
の設定」ダイアログ内の要素の詳細については、「パネルの操作」を参照してくだ
さい。

4. 「了解」をクリックします。

メニューから項目を削除する
メニューから項目を削除するには、メニュー項目のポップアップメニューを使用しま
す。メニューから項目を削除するには、次の手順を実行します。

1. 削除する項目を右クリックします。
2. 「ランチャーをメニューから削除」を選択します。
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第 6章

ウィンドウの操作方法

この章では、GNOMEデスクトップでのウィンドウの使用方法について説明します。
GNOMEデスクトップでは、Metacityおよび Sawfishなど、いくつかのタイプの
ウィンドウマネージャを使用できます。Metacityの機能の多くは、Sawfishでも使用
できます。この章では、Metacityウィンドウマネージャに関連する機能について説明
します。

� 85ページの「ウィンドウとワークスペース」
� 86ページの「ウィンドウの型」
� 90ページの「ウィンドウとワークスペースを操作するメニューおよびアプ
レット」

� 93ページの「ウィンドウの操作方法」
� 97ページの「ワークスペースの操作」

ウィンドウとワークスペース
GNOMEデスクトップ上では、同時に複数のウィンドウを表示できます。ウィンドウ
は、GNOMEデスクトップに分割して表示され、ワークスペースと呼ばれます。ワー
クスペースとは、作業可能な個別の領域です。すべてのワークスペースのデスク
トップ、パネル、メニューは同じです。ただし、各ワークスペースで異なるアプリ
ケーションを実行したり、異なるウィンドウを開くことができます。1度に表示でき
るワークスペースは 1つだけですが、その他のワークスペースでウィンドウを開いた
ままにしておくことができます。

ワークスペーススイッチアプレットは、ウィンドウとワークスペースの概略を視覚的
に示すものです。図 6–1を参照してください。
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図 6–1ワークスペーススイッチアプレット

ワークスペースはいつでも追加できます。ワークスペースを GNOMEデスクトップに
追加するには、ワークスペーススイッチアプレットを右クリックし、「設定」を選択
します。「ワークスペーススイッチの設定」ダイアログが表示されます。「ワークス
ペースの数」スピンボックスを使用して、必要なワークスペースの数を指定します。

ウィンドウマネージャの動作
ウィンドウマネージャは、ウィンドウがどのように表示され、どのように動作するか
を制御します。また、ウィンドウの位置とフォーカスされるウィンドウも管理しま
す。ウィンドウフレームには、ウィンドウの移動、閉じる、サイズ変更など、標準の
操作を実行できるボタンがあります。

いくつかのウィンドウマネージャ設定は、Windows設定ツールで構成できます。この
マニュアルでは、Metacityウィンドウマネージャのデフォルトの設定に関する機能に
ついて説明します。デフォルト設定は、ウィンドウ設定ツールで指定されています。

ウィンドウの型
GNOMEデスクトップの特長となっているウィンドウを次に説明します。

� アプリケーションウィンドウ

アプリケーションを起動すると、アプリケーションウィンドウが開きます。ウィン
ドウマネージャは、アプリケーションウィンドウにフレームを提供します。デ
フォルトでは、アプリケーションウィンドウのトップエッジにタイトルバーが表示
されます。タイトルバーにはウィンドウでの作業に使用できるボタンがあります。
アプリケーションウィンドウフレームのボタンを使用して、ウィンドウメニューを
開いたり、ウィンドウを閉じたりする操作を実行できます。ウィンドウメニューか
ら、ウィンドウ上で実行できる多数の操作を開始できます。

次の図に、標準的なアプリケーションウィンドウを示します。
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� ダイアログウィンドウ

ダイアログウィンドウは、情報やコマンドを入力するポップアップウィンドウで
す。ダイアログは、ウィンドウフレーム内に表示されます。

ウィンドウを操作するには、フレームのトップエッジを使用します。たとえば、タ
イトルバーを使用してダイアログを移動できます。フレームには、次の操作に使用
できるボタンがあります。

� ウィンドウメニューを開く
� ダイアログウィンドウを閉じる

一般的に、ダイアログウィンドウは、アプリケーションウィンドウから開きます。
ダイアログウィンドウを開くと、通常、ウィンドウが立ち上がり、アクティブにな
ります。ダイアログウィンドウのなかには、ダイアログを閉じなければアプリケー
ションを使用できないものもあります。

次の図に、標準的なダイアログウィンドウを示します。
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ウィンドウフレーム
ウィンドウフレームは、ウィンドウのまわりの境界です。ウィンドウフレームにはタ
イトルバーがあります。タイトルバーには、ウィンドウでの作業に使用できるボタン
があります。

テーマ
ウィンドウフレームには、いくつかのテーマを適用できます。テーマを選択して、フ
レームの外観を決定します。すべてのウィンドウフレームのテーマを選択するには、
「テーマ」設定ツールを使用します。

制御要素
ウィンドウフレームを使用して、さまざまな操作をウィンドウで実行できます。タイ
トルバーには、各種ボタンが含まれています。次の図に、アプリケーションウィンド
ウのタイトルバーを示します。

ダイアログウィンドウには、いくつかのウィンドウフレーム制御要素があります。表
6–1は、左から順にアクティブな制御要素を示します。

表 6–1ウィンドウフレームの制御要素

制御要素 「説明」

ウィンドウメニューボタン ボタンをクリックして、ウィンドウメニューを開く
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表 6–1ウィンドウフレームの制御要素 (続き)
制御要素 「説明」

タイトルバー タイトルバーを使用して、次の操作を実行できる
� ウィンドウをアクティブにするには、タイトル
バーをクリックする

� ウィンドウを移動するには、タイトルバーをグラ
ブし、別の位置までウィンドウをドラッグする

� ウィンドウをシェードするには、タイトルバーを
ダブルクリックする。ウィンドウをシェード解除
するには、タイトルバーをもう一度ダブルク
リックする

最小化ボタン 最小化ボタンをクリックすると、ウィンドウが最小化
する

最大化ボタン 最大化ボタンをクリックすると、ウィンドウが最大化
する

ウィンドウを閉じるボタン ウィンドウを閉じるボタンをクリックすると、ウィン
ドウが閉じる

境界 ウィンドウのまわりの境界。境界を使用して、次の操
作を実行できる
� ウィンドウのサイズを変更するには、境界をグラ
ブし、希望するサイズまで境界をドラッグする

� ウィンドウメニューを開くには、境界を右ク
リックする

ウィンドウコンテンツ ウィンドウフレームの内側の領域。ウィンドウコンテ
ンツを使用して、次の操作を実行できる
� ウィンドウを移動するには、Altキーを押したまま
で、ウィンドウコンテンツをクリックし、その
ウィンドウを別の位置にドラッグする

� ウィンドウのサイズを変更するには、Altキーを押
したままで、サイズを変更するコーナー付近で中
央クリックする。中央クリックしたコーナーか
ら、変更したいサイズまでウィンドウをドラッグ
する

� ウィンドウメニューを開くには、Altキーを押した
ままで、ウィンドウコンテンツで右クリックする
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ウィンドウとワークスペースを操作する
メニューおよびアプレット
この節では、ウィンドウとワークスペースの操作に使用できるメニューおよびアプ
レットについて説明します。

ウィンドウメニュー

ウィンドウメニューは、コマンドのメニューであり、ウィンドウ上での操作に使用で
きます。ウィンドウメニューを開くには、次のいずれかの操作を実行します。

� 操作対象のウィンドウで、ウィンドウメニューボタンをクリックする
� Alt +スペースバーを押す
� Altキーを押したまま、操作対象のウィンドウの任意の部分で右クリックする

表 6–2に、ウィンドウメニューのコマンドおよびサブメニューを示します。

表 6–2ウィンドウメニューのコマンドとサブメニュー

メニュー項目 機能

「最小化」 ウィンドウを最小化する

「最大化」または「元のサイ
ズに戻す」

ウィンドウを最大化する。ウィンドウがすでに最大化されてい
る場合、「元のサイズに戻す」を選択するとウィンドウを元の
サイズに戻す

「巻き上げる」または「展開
する」

タイトルバーだけが見えるように、ウィンドウを縮小する。
ウィンドウがすでに巻き上げられている場合、「展開する」を
選択するとウィンドウを元のサイズに戻す
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表 6–2ウィンドウメニューのコマンドとサブメニュー (続き)
メニュー項目 機能

「移動」 ウィンドウの移動に矢印キーを使用できる

「サイズ変更」 ウィンドウのサイズ変更に矢印キーを使用できる

「閉じる」 ウィンドウを閉じる

「すべてのワークスペースに
含める」または「このワーク
スペースだけに含める」

ウィンドウをすべてのワークスペースに配置する。ウィンドウ
がすでにすべてのワークスペースに置かれている場合、「この
ワークスペースだけに含める」を選択すると、現在のワークス
ペースにのみウィンドウを配置する

「workspace-nameへ移動」ま
たは「ワークスペース名だけ
に配置」

選択したワークスペースにウィンドウを移動する。ウィンドウ
がすべてのワークスペースに配置されている場合、
「workspace-nameだけに配置」を選択して、希望するワークス
ペースにウィンドウを配置する

ウィンドウリストアプレット
ウィンドウリストは、開いている各アプリケーションウィンドウを示すボタンを表示
します。ウィンドウリストを使用して、次の作業を実行できます。

� ウィンドウの最小化

ウィンドウを表すボタンをクリックします。

� 最小化されたウィンドウを復元する

ウィンドウを表すボタンをクリックします。

� ウィンドウにフォーカスを当てる

ウィンドウを表すボタンをクリックします。

アプリケーションウィンドウを開くと、ウィンドウリストには、ウィンドウを表すボ
タンが表示されます。ウィンドウリストボタンは、どのアプリケーションウィンドウ
が開いているかを示します。ウィンドウが最小化されていたり、ほかのウィンドウと
重なっていても、開いているウィンドウは表示されます。ウィンドウリストは、現在
のワークスペース、またはすべてのワークスペース上のウィンドウを示すボタンを表
示できます。このオプションを選択するには、ウィンドウリストの設定を変更する必
要があります。

ウィンドウリストボタンを右クリックして、ボタンが表すウィンドウのウィンドウメ
ニューを開くこともできます。ウィンドウリストからウィンドウメニューを開いた場
合、ウィンドウメニューにはワークスペースコマンドは含まれません。ウィンドウメ
ニューのコマンドの詳細については、90ページの「ウィンドウメニュー」を参照し
てください。

図 6–2に、以下に示すウィンドウを開いたときのウィンドウリストを示します。

� gedit
� Dictionary
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� GHex
� GNOME端末 (GNOME Terminal)

図 6–2ウィンドウリストアプレット

アプレットのボタンは、ウィンドウの状態を示します。表 6–3は、ウィンドウリスト
ボタンが表示するウィンドウについての情報を示します。表 6–3の例は、図 6–2につ
いての説明です。

表 6–3「ウィンドウリストボタン」のウィンドウの状態情報

状態 説明 例

ボタンが押し込まれている。 ウィンドウにフォーカスがあ
る

gedit

角括弧で囲まれたウィンドウ
タイトル

ウィンドウが最小化されてい
る

[辞書]

ボタンは押し込まれておら
ず、ウィンドウタイトルは角
括弧で囲まれていない。

ウィンドウが表示されてお
り、最小化されていない

ghex

括弧内の数字が付いたボタン ボタンのグループを表すボタ
ン

Gnome-terminal (3)

ボタンのグループ化
ウィンドウリストは、1つのウィンドウリストボタンの下に、同じクラスのウィンド
ウを表すボタンをグループ化できます。図 6–2の「Gnome-terminal」ボタンは、ボタ
ンのグループを表します。次の図に、ボタングループを開いたウィンドウリストの例
を示します。

グループ内のウィンドウのリストを開くには、そのグループを表すウィンドウリスト
ボタンをクリックします。リスト内の項目をクリックしてウィンドウにフォーカスを
移動したり、最小化したり、サイズを元に戻したりすることができます。
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ボタングループ内のウィンドウのウィンドウメニューを開くには、そのグループを表
すウィンドウリストボタン上で右クリックします。グループ内のウィンドウのリスト
が表示されます。グループ内のウィンドウのウィンドウメニューを開くには、リスト
内の項目をクリックします。ウィンドウリストからウィンドウメニューを開いた場
合、ウィンドウメニューにはワークスペースコマンドは含まれません。ウィンドウメ
ニューのコマンドの詳細については、90ページの「ウィンドウメニュー」を参照し
てください。

ワークスペーススイッチアプレット
ワークスペーススイッチは、図 6–3に示すように、ワークスペースの概略を視覚的に
表示します。図 6–3は、GNOMEセッションに 4つのワークスペースが含まれている
場合のアプレットを示します。ワークスペースは、アプレット上でボタンとして表示
されます。現在のワークスペースを表すボタンの背景は、強調表示されます。図 6–3
の現在のワークスペースは、アプレットの左端のワークスペースです。別のワークス
ペースに切り替えるには、アプレットのワークスペース上でクリックします。

図 6–3ワークスペーススイッチアプレット

ワークスペーススイッチは、ワークスペース上で開いているアプリケーションウィン
ドウとダイアログも表示します。

アプレットは、左から右へ順番にワークスペースを表示します。図 6–3のアプレット
は、1列でワークスペースを表示するように設定されています。ワークスペースが表
示されるワークスペーススイッチの列数は指定できます。また、アプレットのデ
フォルトの動作を変更して、アプレット上にワークスペースの名前を表示することも
できます。

ウィンドウの操作方法
この節では、ウィンドウの操作方法について説明します。

ウィンドウにフォーカスを移動する
フォーカスされているウィンドウは、マウスとキーボードから入力できます。一度に
フォーカスできるのは 1つのウィンドウだけです。フォーカスされているウィンドウ
の外観は、ほかのウィンドウとは異なります。
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次の方法により、ウィンドウをフォーカスできます。

要素 動作

マウス ウィンドウが可視の場合には、そのウィンドウをクリックす
る

ショートカットキー ショートカットキーは、開いているウィンドウ間の切り替え
に使用する。あるウィンドウにフォーカスを移すには、その
ウィンドウにフォーカスが移動したときにキーを放す。
ウィンドウ間を切り替える初期値のショートカットキーは、
Alt + Tabキー。

ウィンドウリスト ウィンドウリストでフォーカスするウィンドウを表すボタン
をクリックする

ワークスペーススイッチ ワークスペーススイッチディスプレイで、フォーカスを移動
するウィンドウをクリックする。別のワークスペースの
ウィンドウをクリックした場合、ワークスペーススイッチ
は、そのワークスペースに切り替えて、ウィンドウにフォー
カスを移動する

ウィンドウを最小化する
ウィンドウを最小化するには、次のいずれかの操作を実行します。

� ウィンドウフレーム上の最小化ボタンをクリックする

� ウィンドウメニューを開き、「最小化」を選択する

� ウィンドウにフォーカスがある場合は、ウィンドウリストでそのウィンドウを表す
ボタンをクリックする。ウィンドウにフォーカスがない場合は、ウィンドウを表す
ボタンを 2回クリックする

� ウィンドウリストのそのウィンドウを表すボタン上で右クリックし、ポップアップ
メニューから「最小化」を選択する

ウィンドウを最大化する
ウィンドウを最大化する場合、ウィンドウは可能な限り広がります。ウィンドウを最
大化するには、次のいずれかの操作を実行します。

� ウィンドウフレーム上の最大化ボタンをクリックしてウィンドウを最大化する。ま
たは、ウィンドウメニューを開いて、「最大化」を選択する

� ウィンドウリストのそのウィンドウを表すボタン上で右クリックし、ウィンドウ
メニューから「最大化」を選択する
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ウィンドウを元のサイズに戻す
最大化したウィンドウを元のサイズに戻すには、次のいずれかの操作を実行します。

� ウィンドウフレーム上の最大化ボタンをクリックする

� ウィンドウメニューを開く。「元のサイズに戻す」を選択する

� ウィンドウリストでそのウィンドウを表すボタン上で右クリックし、ウィンドウメ
ニューを開く。「元のサイズに戻す」を選択する

最小化したウィンドウを元のサイズに戻すには、ウィンドウリストのそのウィンドウ
を表すボタン上でクリックします。

ウィンドウを閉じる
ウィンドウを閉じるには、次のいずれかの操作を実行します。

� ウィンドウフレーム上のウィンドウを閉じるボタンをクリックする

� ウィンドウメニューを開く。「閉じる」を選択する

� ウィンドウリストでそのウィンドウを表すボタン上で右クリックし、ウィンドウメ
ニューから「閉じる」を選択する

そのウィンドウ上に保存していないデータがある場合、データを保存するかどうかを
問うプロンプトが表示されます。

ウィンドウのサイズを変更する
ウィンドウのサイズを変更するには、次のいずれかの操作を実行します。

� ウィンドウのコーナーにマウスのカーソルを置く。ウィンドウをサイズ変更できる
マウスポインタに変わる。コーナーをグラブし、希望のサイズまでウィンドウをド
ラッグする

� ウィンドウリストのそのウィンドウを表すボタン上で右クリックする。ウィンド
ウメニューから「サイズ変更」を選択する。ウィンドウのサイズ変更には矢印キー
を使用する

� Altキーを押したまま、サイズを変更するコーナー付近で中央クリックする。マウ
スポインタが変わり、コーナーからサイズ変更できる。中央クリックしたコーナー
から、変更したいサイズまでウィンドウをドラッグする

� ウィンドウを横方向にサイズ変更するには、ウィンドウの縦のエッジの 1つをポイ
ントする。ウィンドウをサイズ変更できるマウスポインタに変わる。エッジをグラ
ブし、希望のサイズまでウィンドウをドラッグする。

� ウィンドウを縦方向にサイズ変更するには、ウィンドウのボトムエッジにポインタ
を置く。ウィンドウをサイズ変更できるマウスポインタに変わる。エッジをグラブ
し、希望のサイズまでウィンドウをドラッグする。
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注 –一部のダイアログウィンドウはサイズ変更できません。また、一部のアプリケー
ションウィンドウは、最小サイズが決まっており、それ以下に縮小できません。

ウィンドウを移動する
ウィンドウを移動するには、次のいずれかの操作を実行します。

� ウィンドウのタイトルバーをグラブし、別の位置までウィンドウをドラッグする

� Altキーを押したままで、ウィンドウを別の位置までドラッグする
� ウィンドウメニューを開き、「移動」を選択する。矢印キーを使用して、ウィンド
ウを別の位置に移動する

� ウィンドウリストで移動するウィンドウ上で右クリックし、ウィンドウメニューか
ら「移動」を選択する。矢印キーを使用して、ウィンドウを別の位置に移動する

ウィンドウを巻き上げる
以下のようにウィンドウを巻き上げまたは展開できます。

巻き上げ タイトルバーだけが見えるように、ウィンドウを縮小する

展開 ウィンドウ全体が表示されるように、ウィンドウを巻き上げ状態から切
り替える

ウィンドウを巻き上げるには、次のいずれかの操作を実行します。

� ウィンドウのタイトルバーをダブルクリックする。ウィンドウを展開するには、タ
イトルバーをもう一度ダブルクリックする

� ウィンドウメニューを開く。「巻き上げる」を選択する。ウィンドウを展開する
には、「展開する」を選択する

� ウィンドウリスト中の巻き上げるウィンドウを表すボタンを右クリックし、ウィン
ドウメニューから「巻き上げる」を選択する。ウィンドウを展開するには、「展開
する」を選択する

すべてのワークスペースにウィンドウを配置する
すべてのワークスペースにウィンドウを配置するには、ウィンドウメニューを開き、
「すべてのワークスペースに含める」を選択します。現在のワークスペースでのみ
ウィンドウが表示されるように設定するには、「このワークスペースだけ含める」を
選択します。
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ウィンドウを別のワークスペースに移動する
次のいずれかの方法を使用して、ウィンドウを別のワークスペースに移動できます。

� ワークスペーススイッチを使用

ワークスペーススイッチディスプレイで、希望するワークスペースにウィンドウを
ドラッグします。

� ウィンドウメニューを使用

ウィンドウメニューを開く。ウィンドウを次のワークスペースに移動するには、
「workspace-nameへ移動」を選択します。

ワークスペースの操作
この節では、ワークスペースの操作方法について説明します。

ワークスペースを切り替える
ワークスペース間の切り替えは、次の方法で行えます。

� ワークスペーススイッチを使用

ワークスペーススイッチで、切り替え先のワークスペースをクリックします。

� ショートカットキーを使用

ワークスペース間を切り替えるデフォルトのショートカットキーは、以下のとおり
です。

デフォルトのショートカットキー 機能

Ctrl + Alt +右矢印 右側のワークスペースを選択

Ctrl + Alt +左矢印 左側のワークスペースを選択

ワークスペースを追加する
ワークスペースを GNOMEデスクトップに追加するには、ワークスペーススイッチで
右クリックし、「設定」を選択します。「ワークスペーススイッチの設定」ダイアロ
グが表示されます。「ワークスペースの数」スピンボックスを使用して、追加する
ワークスペースの数を指定します。ワークスペーススイッチは、新しいワークスペー
スをワークスペースリストの末尾に追加します。
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ワークスペースの名前を指定する
ワークスペースのデフォルトの名前は、ワークスペース 1、ワークスペース 2、ワー
クスペース 3 となります。ワークスペースの名前を指定するには、ワークスペースス
イッチで右クリックし、「設定」を選択します。「ワークスペーススイッチの設定」
ダイアログが表示されます。「ワークスペース名」リストボックスを使用して、ワー
クスペース名を指定します。ワークスペースを選択し、次にそのワークスペースの新
しい名前を入力します。

ワークスペースを削除する
ワークスペースを削除する場合、そのワークスペース上のウィンドウは別のワークス
ペースに移動され、空のワークスペースが削除されます。

ワークスペースを GNOMEデスクトップから削除するには、ワークスペーススイッチ
で右クリックし、「設定」を選択します。「ワークスペーススイッチの設定」ダイア
ログが表示されます。「ワークスペースの数」スピンボックスを使用して、追加する
ワークスペースの数を指定します。ワークスペーススイッチは、ワークスペースリス
トの末尾からワークスペースを削除します。
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第 7章

Nautilusファイルマネージャ

この章では、Nautilusファイルマネージャの使用方法について説明します。

� 99ページの「Nautilusファイルマネージャの概要」
� 100ページの「ファイルマネージャウィンドウ」
� 105ページの「コンピュータのナビゲート」
� 113ページの「ファイルとフォルダの管理」
� 122ページの「ファイルおよびフォルダの外観の変更」
� 129ページの「ファイルへのアクションの割り当て」
� 131ページの「ファイルマネージャのカスタマイズ」
� 136ページの「リムーバブルメディアの使用方法」
� 139ページの「CDの書き込み」
� 141ページの「ファイルマネージャからのスクリプトの実行」
� 141ページの「ファイルシステムのマウントとマウント解除」
� 143ページの「NFS共有の使用法」

Nautilusファイルマネージャの概要
Nautilusファイルマネージャは、ファイルおよびアプリケーションへの統合アクセス
ポイントを提供します。ファイルマネージャで次のことができます。

� ファイルおよびフォルダの表示
� ファイルおよびフォルダの管理
� スクリプトの実行
� ファイルおよびフォルダのカスタマイズ
� 特別な URIを開く
� CD-Rへのデータの書き込み

Nautilusでは、デスクトップも管理します。デスクトップは、デスクトップ上に表示
される、ほかのすべてのコンポーネントの背後にあります。デスクトップは、ユーザ
インタフェースのアクティブコンポーネントです。
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ファイルマネージャウィンドウを使用すると、ファイルとフォルダを表示、管理でき
ます。ファイルマネージャのウィンドウを開くには、デスクトップの「ドキュメン
ト」上でダブルクリックします。ファイルマネージャウィンドウは、デフォルトド
キュメントの位置にある内容を表示区画に表示します。

ファイルマネージャウィンドウ
ファイルマネージャウィンドウを使用すると、ファイルとフォルダを表示、管理でき
ます。図 7–1に、フォルダの内容を表示するファイルマネージャウィンドウを示しま
す。

図 7–1ファイルマネージャウィンドウのフォルダの内容

表 7–1に、ファイルマネージャウィンドウの構成要素を示します。
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表 7–1ファイルマネージャウィンドウの構成要素

コンポーネント 「説明」

メニューバー ファイルマネージャで作業を行うために使用するメニューを含む

ツールバー ファイルマネージャで作業を行うために使用するボタンを含む

ロケーションバー 次の要素が含まれる
� 「場所」フィールドまたは「移動」フィールド:表示する
ファイル、フォルダ、または URIを指定できる

� 拡大 /縮小ボタン:表示区画内の項目のサイズを変更できる
� 「表示方法」ドロップダウンリスト:表示区画内の項目の表示
方法を選択できる

サイド区画 次の機能を実行する
� 現在のファイルまたはフォルダに関する情報を表示する
� ファイル内をナビゲートできます。

サイド区画には、サイド区画で表示するものを選択するドロップ
ダウンリストがある。次のオプションの中から、いずれか 1つを
選択する
� 「情報」
� 「エンブレム」
� 「履歴」
� 「ノート」
� 「ツリー」

サイド区画を表示するには、「表示」→「サイド区画」を選択す
る

表示区画 次の内容を表示する
� 特定の型のファイル形式
� フォルダ
� FTPサイト
� 特別な URIに対応する場所

ステータスバー 状態情報を表示する

ファイルマネージャウィンドウからポップアップメニューを開くこともできます。こ
のポップアップメニューを開くには、ファイルマネージャウィンドウ内で右クリック
します。このメニューの項目は、右クリックした場所により異なります。たとえば、
ファイルまたはフォルダで右クリックした場合、ファイルおよびフォルダに関連する
メニュー項目を選択できます。表示区画の背景で右クリックした場合、表示区画内の
項目の表示に関連するメニュー項目を選択できます。

注 – GNOMEデスクトップのバージョンによっては、「ホーム」ツールバーボタンを
クリックすると、「ドキュメント」などの別の場所が表示される場合もあります。
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表示区画
表示区画では、次の内容を表示できます。

� 特定の型のファイル形式
� フォルダ
� FTPサイト
� 特別な URIに対応する場所

ファイルマネージャには、特定の種類のファイルを表示区画に表示できるビューアコ
ンポーネントがあります。たとえば、テキストビューアを使用して、表示区画にテキ
ストファイルを表示できます。図 7–2に、表示区画に表示されたテキストファイルを
示します。

図 7–2ファイルマネージャウィンドウのテキストファイル

表示区画にファイルを表示することにより、次のような利点があります。

� アプリケーションを起動するよりも使用するシステムリソースが少ない
� アプリケーションを起動するよりも表示までの時間が短い

ただし、表示区画ではファイルを変更することはできません。

ファイルマネージャには、フォルダの内容を異なる方法で表示できるビューがありま
す。たとえば、フォルダの内容は次の表示形式で表示できます。

� アイコン表示:フォルダ内の項目をアイコン形式で表示する
� リスト表示:フォルダ内の項目をリスト形式で表示する
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� オーディオ表示:フォルダ内のオーディオ項目のみを表示する

フォルダの表示方法は、「表示」メニューを使用して選択できます。ビューについて
の詳細は、124ページの「ビューを使用したファイルとフォルダの表示」を参照して
ください。

サイド区画
サイド区画を表示するには、「表示」→「サイド区画」を選択します。サイド区画に
表示する情報は、選択できます。以下のいずれかを表示できます。

� 「情報」

現在のファイルまたは現在のフォルダを表すアイコン。現在のファイルまたは現在
のフォルダに関する情報も表示される。ファイルを表示区画に表示した場合、ボタ
ンがサイド区画に表示される。このボタンを使用して、デフォルト操作以外の操作
をファイルで実行できる

� 「エンブレム」

ファイルまたはフォルダに追加できるエンブレムが含まれる。エンブレムについて
は、次の節を参照

� 「履歴」

最近表示したファイル、フォルダ、FTPサイト、URIの履歴リストが含まれる

� 「ノート」

ファイルとフォルダに注釈を追加できる

� 「ツリー」

ファイルシステムの階層表現を表示する。「ツリー」を使って、ファイル間を移動
できる

サイド区画を閉じるには、サイド区画の右上の「X」ボタンをクリックします。

アイコンとエンブレム
アイコン表示では、ファイルとフォルダがアイコンとして表示されます。ファイルア
イコンおよびフォルダアイコンに、エンブレムを追加することができます。エンブレ
ムとは、項目に追加してその項目を視覚的に印をつける小さなアイコンのことです。
たとえば、ファイルを重要として印をつけるには、以下の図のような視覚的効果のあ
る「需要 !」エンブレムをファイルアイコンに追加できます。
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アイコンにエンブレムを追加する方法についての詳細は、122ページの「ファイルま
たはフォルダにエンブレムを追加する」を参照してください。

次の表に、ファイルアイコンの構造を示します。

コンポーネント 「説明」

エンブレム。これは、「重要！」エンブレムを示す

ファイルを表すアイコン。アイコンには、ファイルの内容
のプレビューが含まれる場合もある。

アイコン見出し。どの情報項目をアイコン見出しに表示す
るかは、変更できる

ファイルマネージャには、以下のタイプの項目のデフォルトエンブレムがあります。

� シンボリックリンク

� 次のアクセス権を持つ項目:

� 読み取り専用
� 読み取り権なしと書き込み権なし

以下の表に、デフォルトエンブレムを示します。
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デフォルトのエンブレム 「説明」

シンボリックリンク

読み取り権のみ

読み取り権なしと書き込み権なし

コンピュータのナビゲート
各ファイルマネージャウィンドウは、ファイル、フォルダ、FTPサイト、特別な URI
の内容を表示します。この節では、次の項目について説明します。

� ファイルマネージャウィンドウで項目を表示する方法
� ファイルマネージャウィンドウでファイルを開く方法
� ファイルシステムでファイルおよびフォルダをナビゲートする方法
� FTPサイトをナビゲートする方法
� 特別な URIが示す場所にアクセスする方法

フォルダを表示する
フォルダの内容は、次の方法を使用して表示できます。

� 表示区画上のフォルダをダブルクリックする

� 「場所」フィールドに、表示するフォルダのパスを入力して、Returnキーを押
す。「場所」フィールドには、オートコンプリート機能がある。ユーザがパスを入
力すると、ファイルマネージャはファイルシステムを読み込む。ディレクトリを固
有に識別するのに十分な文字を入力すると、ファイルマネージャは、「場所」
フィールドにディレクトリ名を完成させる

� サイド区画の「ツリー」を使用する。詳細については、106ページの「サイド区画
のツリーの使用」を参照

� 「戻る」および「前」ツールバーボタンを使用して、ナビゲーション履歴を参照す
る
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現在のフォルダの 1つ上のレベルにあるフォルダに変更するには、「移動」→「上」
を選択します。または、「上」ツールバーボタンをクリックします。

ディスプレイを再読み込みするには、「再読み込み」ボタンをクリックします。

表示するフォルダを検索できない場合は、「ファイルの検索」を使用できます。
「ファイルの検索」を起動するには、「ファイルの検索」をメインメニューから選択
します。

サイド区画のツリーの使用
「ツリー」は、ファイルシステムの階層表現を表示します。「ツリー」を使用する
と、ファイルシステムを簡単にナビゲートできます。「ツリー」をサイド区画に表示
するにるには、サイド区画の上部分にあるドロップダウンリストから「ツリー」を選
択します。

「ツリー」ではフォルダは以下のように表示されます。

フォルダの状態 グラフィック表示

閉じたフォルダ 右矢印

開いたフォルダ 下矢印

表 7–2に、「ツリー」で実行できる作業と、その作業の実行方法を示します。

表 7–2ツリーでの作業

作業 動作

「ツリー」を開く サイド区画の上部分にあるドロップダウンリ
ストから「ツリー」を選択する

「ツリー」を閉じる サイド区画の上部分にあるドロップダウンリ
ストから別の項目を選択する

「ツリー」のフォルダを開く 「ツリー」内のフォルダの横にある矢印をク
リックする

「ツリー」のフォルダを閉じる 「ツリー」内のフォルダの横にある矢印をク
リックする

表示区画にフォルダの内容を表示する 「ツリー」内のフォルダを選択する

表示区画にファイルの内容を表示する 「ツリー」内のファイルを選択する

「ツリー」でファイルを表示しないように、設定できます。詳細については、131
999ページの「表示形式を設定する」を参照してください。
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ファイルを開く
ユーザがファイルを開くと、ファイルマネージャはそのファイルタイプのデフォルト
のアクションを実行します。デフォルトのアクションは、次のいずれかになります。

� ビューアコンポーネントを使用してファイルを表示区画に表示する
� ファイルを開くアプリケーションを起動する

ファイルマネージャは、ファイルの内容をチェックしてファイルのタイプを判断しま
す。最初の行でファイルタイプを判別できない場合、ファイルマネージャはファイル
拡張子を確認します。

開くファイルを検索できない場合は、「ファイルの検索」を使用します。「ファイル
の検索」を起動するには、「ファイルの検索」をメインメニューから選択します。

表示区画でのファイルの表示
ファイルマネージャには、ビューアコンポーネントがあり、特定のファイル形式を表
示区画に表示できます。たとえば、次の種類のファイルを表示区画に表示できます。

� プレーンテキストファイル
� PNGファイル
� JPEG (Joint Photographic Experts Group)ファイル

表示区画の内容を再読み込みするには、「表示」→「再読み込み」を選択します。表
示区画で項目の読み込みを停止するには、「表示」→「停止」を選択します。

ファイルを表示区画に表示すると、ビューコンポーネントはファイルマネージャメ
ニューにメニュー項目を追加します。メニュー項目は、表示されているファイルタイ
プと関連します。たとえば、PNGファイルを表示する場合、「編集」メニューには、
「反転」と「回転」というメニュー項目があります。

また一部のファイルタイプを表示区画に表示する場合には、ファイルマネージャズー
ムボタンで項目の大きさを変更できます。

デフォルトのアクションを実行する
ファイルのデフォルトのアクションを実行するには、そのファイルをダブルクリック
します。たとえば、プレーンテキスト文書のデフォルトのアクションが、テキスト
ビューアにファイルを表示するとします。この場合、ファイルをダブルクリックする
ことにより、ファイルをテキストビューアに表示できます。

ファイルマネージャで設定することにより、ファイルを 1度クリックするだけでデ
フォルトの操作を実行できます。詳細については、132ページの「動作環境を設定す
る」を参照してください。
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「他のもので開く」サブメニューを使用してデフォルト以
外のアクションを実行する
ファイルのデフォルト以外のアクションを実行するには、次の手順を実行します。

1. 表示区画で、アクションを実行するファイルを選択します。「ファイル」→「他
のもので開く」を選択します。「他のもので開く」サブメニューが開きます。この
サブメニュー内の項目は、「ファイルの関連付け」設定ツールの次の部分の内容と
一致します。

� 「ファイルタイプを編集」ダイアログの「デフォルトのアクション」ドロップ
ダウンリスト

� 「ファイルタイプを編集」ダイアログの「ビューアコンポーネント」ドロップ
ダウンリスト

2. 「他のもので開く」サブメニューからアクションを選択します。

ファイルを表示したときに別のアクションを実行する
ファイルを表示区画に表示したときに、サイド区画にボタンがあります。図 7–2に、
テキストファイルが表示区画に表示されているときのサイド区画のボタンを示しま
す。

ボタンは、「ファイルの関連付け」の設定リストに定義されているアクションを表し
ています。アクションは、「ファイルの関連付け」設定ツールの「ファイルタイプを
編集」ダイアログ内の「デフォルトのアクション」ドロップダウンリストで定義され
ています。アクションを実行するにはボタンをクリックします。たとえば、プレーン
テキスト文書に対して定義されているアクションが、geditテキストエディタで
ファイルを開くことだとします。このアクションが定義されていると、「geditで開
く」ボタンがサイド区画に表示されます。geditアプリケーションでファイルを開く
には、「Geditで開く」ボタンをクリックします。

注 –アクションが次のいずれかのダイアログで実行される場合、そのアクションを表
すボタンはサイド区画に表示されません。

� 「アプリケーションで開く」
� 「他の表示方法で開く」

FTPサイトにアクセスする
ファイルマネージャを使用して、FTPサイトにアクセスできます。FTPサイトにアク
セスするには、ロケーションバー上のフィールドにサイトの URLを入力して、
Returnキーを押します。そのサイトの内容が表示区画に表示されます。FTPサイト
からファイルをコピーするには、そのファイルを別の場所にドラッグします。
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ユーザー名とパスワードの入力を要求する FTPサイトにアクセスするには、次の形式
で URLを入力します。

ftp://username:password @hostname.domain

表示区画で FTPサイトを再読み込みするには、「表示」→「再読み込み」を選択し
ます。FTPサイトの読み込みを停止するには、「表示」→「停止」を選択します。

ネットワークプレイスにアクセスする
システムがネットワーク上のプレイスにアクセスできる構成の場合は、ファイルマ
ネージャを使ってネットワーク上のプレイスにアクセスできます。

ネットワークプレイスにアクセスする場合は、ファイルマネージャを開き、「移動」
→「ネットワークプレイス」の順に選択します。ファイルマネージャウィンドウが表
示されます。ウィンドウには、アクセス可能なネットワークプレイスが表示されま
す。アクセスするネットワークプレイスをダブルクリックします。

UNIX共有ファイルにアクセスする場合は、「UNIXネットワーク (NFS)」オブ
ジェクトをダブルクリックします。アクセス可能な UNIX共有ファイルのリストが、
ファイルマネージャウィンドウに表示されます。

Windows共有ファイルにアクセスする場合は、「Windowsネットワーク (SMB)」オ
ブジェクトをダブルクリックします。アクセス可能なWindows共有ファイルのリス
トが、ファイルマネージャウィンドウに表示されます。

ネットワークプレイスを追加する
ネットワークプレイスを追加するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャを開き、「移動」→「ネットワークプレイス」の順に選択し
ます。ファイルマネージャウィンドウが表示されます。

2. 「ネットワークプレイスの追加」オブジェクトをダブルクリックします。
「ネットワークプレイスの追加」ダイアログが表示されます。ダイアログにサー
バーの詳細を次のように入力します。
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ダイアログ要素 「説明」

「場所」 このテキストボックスを使用して、追加する場所を指定する。あ
るいは、ドロップダウンリストから次の場所を 1つ選択すること
もできる
� FTPサーバー
� Webフォルダ
� Windowsネットワーク (SMB)
� UNIXネットワーク (NFS)

「ショートカット名」 このテキストボックスを使用して、ネットワークプレイスの
ショートカット名を指定する

「匿名ログイン」 FTPサーバーオプションのみ。FTPサーバーに匿名ユーザーとし
てログインする場合は、このオプションを選択する。

「ログインを要求しな
い」

Webフォルダ、Windowsネットワーク (SMB)、UNIXネット
ワーク (NFS)各オプションのみ。Webフォルダ、Windows共
有、または UNIX共有にログインする必要がない場合は、この
オプションを選択する。

「ユーザー名」 このテキストボックスを使用して、指定するネットワークプレイ
スに接続するときのユーザー名を指定する。

ネットワークプレイスに接続する際には、パスワードを入力する
必要がある

「今すぐそこに移動」 ネットワークプレイスに直ちにアクセスしたい場合は、このオプ
ションを選択する。

3. 「OK」をクリックしてネットワークプレイスを追加する

特別な URIロケーションへのアクセス
GNOMEデスクトップには、ファイルマネージャから特定の機能にアクセスするため
の特別な URIロケーションがあります。たとえば、設定ツールにアクセスするは、
ファイルマネージャウィンドウのpreferences:/// URIにアクセスします。表
7–3次にファイルマネージャで使用できる特別な URIロケーションを示します。

表 7–3特別な URIロケーション

URIロケーション 「説明」

applications:/// GNOMEデスクトップのアプリケーションリストを表示す
る。アプリケーションの種類は、「アプリケーション」メ
ニューのアプリケーションと同じ。アプリケーションを開く
には、そのアプリケーションをダブルクリックする
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表 7–3特別な URIロケーション (続き)
URIロケーション 「説明」

burn:/// CDに書き込むファイルやフォルダをここにコピーする。この
内容を CDに書き込むことができる

fonts:/// システムで使用できるフォントをすべて表示する。フォント
のプレビューを表示するには、フォントをダブルクリックす
る。ここで、フォントを GNOMEデスクトップに追加するこ
とも可能

network:/// 「ネットワークプレイス」のロケーションを表示する。
「ネットワークプレイス」は、システムがネットワーク上の
ロケーションにアクセスできる構成の場合に、接続可能な
ネットワーク上のロケーションを表示する。ネットワーク上
のロケーションにアクセスするには、ネットワーク上のロ
ケーションをダブルクリックする。この URIで、ネットワー
ク上のロケーションをシステムに追加することも可能

nfs:/// システムが UNIX NFSロケーションにアクセスできる構成の
場合、UNIX NFSロケーションを表示する。NFSロケー
ションにアクセスするには、NFSロケーションをダブルク
リックする。

preferences:/// GNOMEデスクトップの設定ツールリストを表示する。設定
ツールの種類は、「設定」メニューの設定ツールと同じ。設
定ツールを開くには、設定ツールをダブルクリックする

printers:/// システムがプリンタにアクセスできる構成の場合、プリンタ
を表示する。プリンタにアクセスするには、プリンタをダブ
ルクリックする。この URIで、プリンタをシステムに追加す
ることも可能

smb:/// Windowsサーバーにアクセスできる構成の場合、Windows
サーバーを表示する。Windowsサーバーを開くには、
Windowsサーバーをダブルクリックする。

system-settings:/// システム設定の変更に使用できるアプリケーションのリスト
を表示する。

ナビゲーション履歴の使用方法
ファイルマネージャは、ファイル、フォルダ、FTPサイトおよび URIの履歴リストを
持っています。この履歴リストを使って、最近表示したファイル、フォルダ、FTPサ
イト、URIに移動できます。履歴リストには、最後に表示した 10項目が含まれてい
ます。以降の節では、履歴リストのナビゲート方法について説明します。

履歴リストを消去するには、「移動」→「履歴を消去」を選択します。
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「移動」メニューを使用して履歴リストをナビゲートする
以前に表示した項目のリストを表示するには、「移動」メニューを選択します。履歴
リストは、「移動」メニューの下部に表示されます。履歴リスト内の項目を開くに
は、「移動」メニューからその項目を選択します。

ツールバーを使用して履歴リストをナビゲートする
ツールバーを使用して履歴リストをナビゲートするには、次のいずれかの操作を実行
します。

� 履歴リスト内の以前のファイル、フォルダ、または URIを開くには、「戻る」
ツールバーボタンをクリックする

� 履歴リスト内の次のファイル、フォルダ、または URIを開くには、「前」ツール
バーボタンをクリックする

� 以前に表示した項目のリストを表示するには、「戻る」ツールバーボタンの右側に
ある下矢印をクリックする。このリストから項目を開くには、その項目をクリック
する

� 現在の項目以降に表示した項目のリストを表示するには、「前」ツールバーボタン
の右側にある下矢印をクリックする。このリストから項目を開くには、その項目を
クリックする

サイド区画の履歴を使用して履歴リストをナビゲートする
「履歴」をサイド区画に表示するにるには、サイド区画の上部分にあるドロップダウ
ンリストから「履歴」を選択します。サイド区画の「履歴」リストに、以前表示した
項目のリストが表示されます。

履歴リストの項目を表示区画に表示するには、「履歴」リストの項目をクリックしま
す。

お気に入りを登録する
ブックマークの項目にアクセスするには、「ブックマーク」メニューからその項目を
選択します。お気に入りを「ブックマーク」メニューに追加できます。ブックマーク
は、ファイルシステムのファイルやフォルダ、FTPサイトまたは URIに追加できま
す。

ブックマークを追加する
ブックマークを追加するには、ブックマークを追加する項目を表示区画に表示しま
す。「ブックマーク」→「追加」を選択します。
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ブックマークを編集する
ブックマークを編集するには、次の手順を実行します。

1. 「ブックマーク」→「編集」を選択します。「ブックマークを編集」ダイアログ
が表示されます。

2. 「ブックマークを編集」ダイアログの左側にあるブックマークを選択します。
「ブックマークを編集」ダイアログの右側に表示されるブックマークの詳細を編集
します。以下を参照してください。

ダイアログ要素 「説明」

「名前」 「ブックマーク」メニューに表示されるブックマークを識別する
名前を指定する

「場所」 ブックマークの場所を指定する

3. ブックマークを削除するには、ダイアログの左側にあるブックマークを選択しま
す。「削除」をクリックします。

ファイルとフォルダの管理
この節では、ファイルおよびフォルダの操作方法について説明します。

ファイルマネージャでのドラッグ＆ドロップ
ファイルマネージャの一部の作業は、ドラッグ＆ドロップで実行できます。ドラッグ
＆ドロップすると、マウスポインタは、実行する作業に関するフィードバックを示し
ます。表 7–4は、ドラッグ＆ドロップで実行できる作業を説明します。また、ド
ラッグ＆ドロップしたときに表示されるマウスポインタも示します。

表 7–4ファイルマネージャでのドラッグ＆ドロップ

作業 操作 マウスポインタ

項目の移動 項目を別の場所にドラッグする
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表 7–4ファイルマネージャでのドラッグ＆ドロップ (続き)
作業 操作 マウスポインタ

項目のコピー 項目をグラブし、Ctrlキーを押したままにする。項目
を別の場所にドラッグする

項目へのシンボ
リックリンクを作成
する

項目をグラブし、Ctrl + Shiftキーを押したままにす
る。シンボリックリンクを配置する場所に項目をド
ラッグする

ドラッグした項目で
行う動作を尋ねる

項目をグラブし、Altキーを押したままにする。配置
する場所に項目をドラッグする。マウスボタンを放
す。ポップアップメニューが表示される。ポップ
アップメニューから次の項目のいずれか 1つを選ぶ
� 「ここへ移動」
項目をその場所まで移動

� 「ここにコピー」
項目をその場所にコピー

� 「リンク先」
その場所に項目のシンボリックリックを作成

� 「背景として設定」
項目が画像の場合、その画像をデスクトップ背景に
設定。このコマンドを使用して、デスクトップおよ
び表示区画の背景を設定できる

� 「取消し」
ドラッグ＆ドロップ操作を取り消す

ファイルおよびフォルダを選択する
ファイルマネージャでファイルやフォルダを選択する方法は、いくつかあります。表
7–5では、ファイルマネージャとデスクトップで項目を選択する方法が説明されてい
ます。

表 7–5ファイルマネージャ内の項目の選択

作業 操作

項目の選択 その項目をクリックする

一連の項目のグループを選択 アイコン表示で、選択する複数のファイルを囲むようにド
ラッグする

リスト表示で、グループの最初の項目をクリックする。
Shiftキーを押したまま、グループの最後の項目をクリック
する
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表 7–5ファイルマネージャ内の項目の選択 (続き)
作業 操作

複数の項目を選択 Ctrlキーを押したままにする。選択する複数の項目をク
リックする

または、Ctrlキーを押したままで、選択する複数の
ファイルを囲むようにドラッグする

フォルダ内のすべての項目を選択 「編集」→「すべてのファイルを選択」を選択する

項目のデフォルトのアクションを実行するには、その項目をダブルクリックします。
ファイルマネージャで設定することにより、ファイルを 1度クリックするだけでデ
フォルトの操作を実行できます。詳細については、132ページの「動作環境を設定す
る」を参照してください。

ファイルまたはフォルダを移動する
以降の節では、ファイルまたはフォルダを移動する方法について説明します。

表示区画でのドラッグ
ファイルまたはフォルダを表示区画内の別の場所にドラッグするには、次の手順を実
行します。

1. ファイルマネージャウィンドウを開きます。「ファイル」→「新規ウィンドウ」
を選択して、別のファイルマネージャウィンドウを開きます。

2. 1つ目のウィンドウで、ファイルまたはフォルダの移動元のフォルダを選択しま
す。別のウィンドウで、ファイルまたはフォルダの移動先のフォルダを選択しま
す。

3. 移動するファイルまたはフォルダを、別のウィンドウの新しい場所にドラッグしま
す。

ファイルまたはフォルダを現在の場所より 1レベル下のフォルダに移動する場合は、
新しいウィンドウを開きません。代わりに、ファイルまたはフォルダをドラッグし
て、同じウィンドウ内の移動先フォルダにドラッグします。

切り取りと貼り付け
ファイルまたはフォルダを切り取って、それを別の場所に貼り付けることができま
す。次の手順を実行します。

1. 移動するファイルまたはフォルダを選択して、「編集」→「ファイルの切り取
り」を選択します。

2. ファイルまたはフォルダの移動先のフォルダを開き、「編集」→「ファイルの貼
り付け」を選択します。
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ファイルまたはフォルダをコピーする
以降の節では、ファイルまたはフォルダをコピーする方法について説明します。

表示区画でのドラッグ
ファイルまたはフォルダをコピーするには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウを開きます。「ファイル」→「新規ウィンドウ」
を選択して、別のファイルマネージャウィンドウを開きます。

2. 1つ目のウィンドウで、ファイルまたはフォルダのコピー元のフォルダを選択しま
す。別のウィンドウで、ファイルまたはフォルダのコピー先のフォルダを選択しま
す。

3. ファイルまたはフォルダをグラブし、Ctrl キーを押したままにします。ファイル
またはフォルダを別のウィンドウの新しい場所にドラッグします。

ファイルまたはフォルダを現在の場所より 1レベル下のフォルダにコピーする場合
は、新しいウィンドウを開きません。代わりに、ファイルまたはフォルダをグラブ
し、Ctrlキーを押したままにします。ファイルまたはフォルダを同じウィンドウの
別の場所にドラッグします。

コピーと貼り付け
ファイルまたはフォルダをコピーして、それを別の場所に貼り付けることができま
す。次の手順を実行します。

1. コピーするファイルまたはフォルダを選択して、「編集」→「ファイルのコ
ピー」を選択します。

2. ファイルまたはフォルダのコピー先のフォルダを開き、「編集」→「ファイルの
貼り付け」を選択します。

ファイルまたはフォルダを複製する
ファイルまたはフォルダの複製を現在のフォルダに作成するには、次の手順を実行し
ます。

1. 表示区画で、複製するファイルまたはフォルダを選択します。

2. 「編集」→「複製」を選択します。または、表示区画でファイルまたはフォルダ
を右クリックして、「複製」を選択します。

ファイルまたはフォルダの複製が現在のフォルダに表示されます。
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フォルダを作成する
フォルダを作成するには、次の手順を実行します。

1. 新たにフォルダを作成するフォルダを選択します。

2. 「ファイル」→「新規フォルダ」を選択します。または、表示区画の背景で右ク
リックして、「新規フォルダ」を選択します。

「未タイトル」のフォルダが表示区画に追加されます。フォルダの名前が選択され
ています。

3. フォルダの名前を入力して、Returnキーを押します。

ファイルまたはフォルダの名前を変更する
ファイルまたはフォルダの名前を変更するには、次の手順を実行します。

1. 表示区画で、名前を変更するファイルまたはフォルダを選択します。

2. 「編集」→「名前の変更」を選択します。または、表示区画でファイルまたは
フォルダを右クリックして、「名前の変更」を選択します。

ファイルまたはフォルダの名前が選択されています。

3. ファイルまたはフォルダの新しい名前を入力して、 Return キーを押します。

ファイルまたはフォルダをごみ箱に移動する
ファイルまたはフォルダをごみ箱に移動するには、次の手順を実行します。

1. 表示区画で、ごみ箱に移動するファイルまたはフォルダを選択します。

2. 「編集」→「ごみ箱へ移動」を選択します。または、表示区画でファイルまたは
フォルダを右クリックして、「ごみ箱へ移動」を選択します。

あるいは、表示区画からデスクトップ上のごみ箱オブジェクトにファイルまたは
フォルダをドラッグすることもできます。

注 –ファイルまたはフォルダをリムーバルメディアからごみ箱に移動すると、その
ファイルまたはフォルダはリムーバブルメディアのごみ箱に保存されます。リムー
バブルメディアからファイルまたはフォルダを完全に削除するには、ごみ箱を空にし
ます。
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ファイルまたはフォルダを削除する
ファイルまたはフォルダを削除する場合、そのファイルまたはフォルダはごみ箱に移
動されず、ただちにファイルシステムから削除されます。「削除」メニュー項目が使
用できるのは、「ごみ箱を経由しない削除コマンドを含める」オプションが「フォル
ダオプション」ダイアログで選択されている場合のみです。

ファイルまたはフォルダを削除するには、次の手順を実行します。

1. 表示区画で、削除するファイルまたはフォルダを選択します。

2. 「編集」→「削除」を選択します。または、表示区画でファイルまたはフォルダ
を右クリックして、「削除」を選択します。

ファイルまたはフォルダのシンボリックリンクを
作成する
シンボリックリンクとは、別のファイルまたはフォルダを指す特殊な種類のファイル
ですシンボリックリンクに対してアクションを実行すると、そのアクションはシンボ
リックリンクが指すファイルまたはフォルダで実行されます。ただし、シンボリック
リンクを削除した場合、リンクファイルが削除されるだけで、そのリンクが指す
ファイルは削除されません。

ファイルまたはフォルダのシンボリックリンクを作成するには、リンクを作成する
ファイルまたはフォルダを選択します。「編集」→「リンクを作成」を選択します。
ファイルまたはフォルダのリンクが、現在のフォルダに追加されます。

あるいは、リンクを作成する項目をグラブし、Ctrl + Shiftキーを押したままにし
ます。リンクを配置する場所に項目をドラッグします。

デフォルトでは、エンブレムがシンボリックリンクに追加されます。

注 –シンボリックリンクのアクセス権は、シンボリックリンクが指すファイルや
フォルダによって異なります。

ファイルやフォルダのプロパティを表示する
ファイルやフォルダのプロパティを表示するには、次の手順を実行します。

1. プロパティを表示するファイルやフォルダを選択します。

2. 「ファイル」→「プロパティ」を選択します。「プロパティ」ダイアログが表示
されます。

3. 「プロパティ」ダイアログで、ファイルやフォルダのプロパティを表示します。

4. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。
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アクセス権を変更する
アクセス権は、ファイルやフォルダそれぞれに割り当てられる設定で、ユーザがその
ファイルやフォルダに対して持つアクセス権を決定します。以下の表に、ファイルや
フォルダに設定できるアクセス権とその効果を示します。

アクセス権 「ファイル」 フォルダ

読み取り ファイルを読み取る権利 フォルダの内容を一覧表示する権利

書き込み ファイルを変更する権利 フォルダ内にファイルを作成したり、
フォルダ内からファイルを削除する権
利

実行 ファイルをプログラムとして実行する
権利この権利は、ファイルがプログラ
ムまたはスクリプトの場合のみに関係
します。

ディレクトリ内のファイルにアクセス
する権利

複数のタイプのユーザにアクセス権を設定できます。以下の表には、アクセス権を設
定できるユーザのタイプが示されています。

ユーザのカテゴリ 「説明」

所有者 ファイルやフォルダを作成したユーザ

グループ 所有者が属するグループ

その他のユーザー 所有者が属するグループ外のユーザ全員

ファイルやフォルダのアクセス権を変更するには、以下の手順を実行します。

1. アクセス権を変更するファイルまたはフォルダを選択します。

2. 「ファイル」→「プロパティ」を選択します。「プロパティ」ダイアログが表示
されます。

3. 「アクセス権」タブをクリックします。「アクセス権」タブセクションで、ド
ロップダウンリストとチェックボックスを使用して、ファイルまたはフォルダのア
クセス権を変更します。次の表に、「アクセス権」タブセクションのダイアログ要
素を示します。

要素 「説明」

「ファイルの所有者」 ファイルやフォルダの所有者を変更するには、その所有
者をドロップダウンリストから選択する

「ファイルのグループ」 ファイルやフォルダが所属するグループを変更するに
は、そのグループをドロップダウンリストから選択する
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要素 「説明」

「所有者」 ファイルやフォルダの所有者に適用するアクセス権を選
択する

「グループ」 ファイルやフォルダの所有者が属するグループに適用す
るアクセス権を選択する

「その他」 所有者が属するグループ外のユーザー全員に適用するア
クセス権を選択する

「テキスト表示」 「読み取り」、「書き込み」、「実行」オプションから
選択したアクセス権をテキスト形式で表示する

「番号表示」 「読み取り」、「書き込み」、「実行」オプションから
選択したアクセス権をテキスト形式で表示する

「最終変更日時」 ファイルまたはフォルダが最後に変更された日時を表示
する

4. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。

ファイルやフォルダへのノートの追加
ファイルやフォルダへノートを追加できます。以下の方法で、ファイルやフォルダへ
ノートを追加します。

� 「プロパティ」ダイアログから
� サイド区画の「ノート」から

「プロパティ」ダイアログでノートを追加する
ファイルやフォルダにノートを追加するには、次の手順を実行します。

1. ノートを追加するファイルやフォルダを選択します。

2. 「ファイル」→「プロパティ」を選択します。「プロパティ」ダイアログが表示
されます。

3. 「ノート」タブをクリックし、「ノート」タブセクションでノートを入力します。

4. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。ノートエンブ
レムがファイルやフォルダに追加されます。

ノートを削除するには、「ノート」タブセクションからノートテキストを削除しま
す。
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サイド区画の「ノート」でノートを追加する
ファイルやフォルダにノートを追加するには、次の手順を実行します。

1. ノートを追加するファイルやフォルダを表示区画で開きます。

2. サイド区画の上部分にあるドロップダウンリストから「ノート」を選択します。サ
イド区画を表示するには、「表示」→「サイド区画」を選択します。

3. サイド区画にノートを入力します。ノートエンブレムが表示区画のファイルまたは
フォルダに追加され、ノートアイコンがサイド区画に追加されます。このアイコン
をクリックすると、ノートを表示できます。

ノートを削除するには、サイド区画の「ノート」からノートテキストを削除します。

「ごみ箱」の使用方法
以下の項目は、ごみ箱に移動できます。

� ファイル
� フォルダ
� デスクトップオブジェクト

ごみ箱内のファイルを元に戻したい場合は、ごみ箱の内容を表示して、ごみ箱から
ファイルを取り出すことができます。ごみ箱を空にすると、ごみ箱の内容は永久に失
われます。

ごみ箱を表示する
ごみ箱の内容は、次の方法で表示できます。

� ファイルマネージャウィンドウから

「移動」→「ごみ箱」を選択します。ごみ箱の内容がウィンドウに表示されま
す。

� デスクトップ

デスクトップのごみ箱オブジェクトをダブルクリックします。

ごみ箱を空にする
ごみ箱の内容は、次の方法で空にできます。

� ファイルマネージャウィンドウから

「ファイル」→「ごみ箱を空にする」を選択します。
� デスクトップ

ごみ箱オブジェクトを右クリックして、「ごみ箱を空にする」を選択する
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ファイルおよびフォルダの外観の変更
ファイルマネージャを使用すると、ファイルおよびフォルダの概観をなんとおりかに
変更できます。説明は、次の節を参照してください。

ファイルまたはフォルダにエンブレムを追加する
項目にエンブレムを追加するには、次の手順を実行します。

1. エンブレムを追加する項目を選択します。

2. 項目を右クリックして、「プロパティ」を選択します。「プロパティ」ダイアロ
グが表示されます。

3. 「エンブレム」タブをクリックして、「エンブレム」タブセクションを表示しま
す。

4. 項目に追加するエンブレムを選択します。

5. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。

新しいエンブレムを追加する
エンブレムを新たに追加するには、次の手順を実行します。

1. 「編集」→「背景とエンブレム」を選択します。
2. 「エンブレム」ボタンをクリックし、「新しいエンブレムを追加」ボタンをク
リックします。「新規エンプレムを作成」ダイアログが表示されます。

3. エンブレムの名前を「キーワード」テキストボックスに入力します。

4. 「画像」ボタンをクリックします。ダイアログが表示されます。「閲覧」をク
リックします。エンブレムを選択したら、「了解」をクリックします。

5. 「新規エンブレムを作成」ダイアログで「了解」をクリックします。

ファイルまたはフォルダのアイコンを変更する
個々のファイルまたはフォルダを表すアイコンを変更するには、次の手順を実行しま
す。

1. 変更するファイルまたはフォルダを選択します。

2. 「ファイル」→「プロパティ」を選択します。「プロパティ」ダイアログが表示
されます。

3. 「基本」タブセクションで、「カスタムアイコンの選択」ボタンをクリックしま
す。「アイコンを選択」ダイアログが表示されます。
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4. 「アイコンを選択」ダイアログを使用して、ファイルまたはフォルダを表すアイコ
ンを選びます。

5. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。

カスタムアイコンから「ファイルの関連付け」設定ツールで指定した初期値のアイコ
ンに戻すには、アイコンを右クリックして、「Remove Custom Icon」を選択しま
す。または、「設定」ダイアログの「カスタムアイコンを削除」ボタンをクリックし
ます。

ファイルタイプを表すアイコンを変更するには、「ファイルの関連付け」設定ツール
を使用します。

ビュー内の項目のサイズを変更する
ビュー内の項目のサイズは変更することができます。ビューでファイルまたはフォル
ダを表示している場合には、そのサイズを変更できます。ビュー内の項目のサイズ
は、次の方法で変更できます。

� ビュー内の項目を拡大するには、「表示」→「拡大」を選択する
� ビュー内の項目を縮小するには、「表示」→「縮小」を選択する
� ビュー内の項目を通常のサイズに戻すには、「表示」→「通常のサイズ」を選択
する

ロケーションバーにある拡大 /縮小ボタンを使用して、ビュー内の項目のサイズを変
更することもできます。表 7–6は、拡大 /縮小ボタンの使用方法を説明します。

表 7–6拡大 /縮小ボタン

ボタン ボタン名 説明

縮小ボタン ビュー内の項目のサイズを縮小する

通常のサイズボタン ビュー内の項目のサイズを通常のサイズ
に戻す

拡大ボタン ビュー内の項目のサイズを拡大する
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ファイルマネージャは、特定のフォルダ内の項目のサイズを記憶しています。次回、
そのフォルダを表示したとき、その項目は変更したサイズで表示されます。つまり、
フォルダの項目のサイズを変更した場合、そのフォルダは、指定したサイズで項目を
表示するようにカスタマイズされます。項目のサイズを、設定で指定したデフォルト
のサイズに戻すには、「表示」→「デフォルトの表示方法」を選択します。

ビューを使用したファイルとフォルダの表示
ファイルマネージャでは、ファイルの内容を表示する方法がいくつかあります。
ファイルマネージャには、ビューアコンポーネントがあり、特定のファイル形式を表
示区画に表示できます。たとえば、Webページビューアを使用して、表示区画に
HTMLファイルを表示できます。また、テキストビューアを使用して、表示区画にプ
レーンテキストファイルを表示できます。

さらに、ファイルマネージャでは、適当なアプリケーションでファイルを開くことも
可能です。詳細については、107ページの「ファイルを開く」を参照してください。

ファイルマネージャには、フォルダの内容を異なる方法で表示できるビューがありま
す。たとえば、フォルダの内容は次の表示形式で表示できます。

� アイコン表示

フォルダ内の項目をアイコン形式で表示する図 7–1に、アイコン表示のフォルダを
示します。

� リスト表示

フォルダ内の項目をリスト形式で表示する図 7–3に、リスト表示のフォルダを示し
ます。
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図 7–3リスト表示のファイルマネージャウィンドウ

� オーディオ表示

フォルダ内のオーディオ項目のみを表示し、オーディオファイルの再生に使う機能
を示します。図 7–3に、オーディオ表示のフォルダを示します。

図 7–4オーディオ表示のファイルマネージャウィンドウ
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「表示」メニューを使用して、ファイルまたはフォルダの表示方法を選択できます。
また、「表示方法」ドロップダウンリストを使用して、ファイルまたはフォルダの表
示方法を選ぶこともできます。フォルダを表示するときに、フォルダ内で項目をどの
ように整理または並べ替えるかを指定できます。表示区画内の項目のサイズは変更で
きます。以降の節では、アイコン表示、リスト表示、およびファイルの表示の操作方
法について説明します。

ファイルまたはフォルダを表示するビューを選ぶ
ファイルまたはフォルダの内容を表示するビューのタイプは、「表示」メニューから
選択します。

または、「表示」→「表示方法」からビューを選択することもできます。使用する
ビューを「他の表示方法で開く」ダイアログから選択して、「選択」ボタンをク
リックします。

ビューのタイプは、「表示方法」ドロップダウンリストから選ぶこともできます。
「表示方法」ドロップダウンリストは、ロケーションバーの右側にあります。

異なるフォルダは、異なるビューに表示できます。ファイルマネージャは、ユーザー
が選択した特定のフォルダの表示方法を記憶しています。次にフォルダを表示すると
きも、フォルダは同じ表示方法で表示されます。フォルダのビューを、設定で指定し
たデフォルトのビューに戻すには、「表示」→「デフォルトの表示方法」を選択しま
す。

アイコン表示でファイルを整理する
フォルダの内容をアイコン表示で表示する場合、フォルダ内の項目をどのように整理
するかを指定できます。アイコン表示で項目をどのように整理するかは、「表示」→
「項目の位置を設定」を選択して指定できます。「項目の位置を設定」サブメニュー
には次のセクションがあります。

� 上のセクションには、ファイルを手動で整理できるオプションが含まれる
� 中央セクションには、ファイルを自動的に並べ替えるオプションが含まれる
� 下のセクションには、ファイルの整理方法を変更できるオプションが含まれる

適切なオプションをサブメニューから選んでください。次の表に、オプションを説明
します。

オプション 「説明」

「手動」 項目を手動で整理する。項目を手動で整理するには、表示区画内
で項目を希望する場所までドラッグする

126 GNOME 2.2ユーザーズガイド (Linux版) • 2004年 4月



オプション 「説明」

「名前」 名前のアルファベット順に項目を並べ替える。項目の順序に、大
文字と小文字の区別はない。ファイルマネージャが隠しファイル
を表示する設定の場合は、隠しファイルは最後に表示される

「サイズ」 サイズの大きな順に項目を並べ替える。項目をサイズで並べ替え
る場合、フォルダはフォルダ内の項目の数によって並べ替えられ
る。フォルダの並べ替えは、フォルダ内の項目の合計サイズでは
ない

「種類別」 オブジェクトの種類によって、アルファベット順に項目を並べ替
える。項目は、「ファイルの関連付け」設定ツールのMIMEタイ
プの記述に従いアルファベット順にソートされる。MIMEタイプ
にはファイルの書式が指定されており、この情報によってアプリ
ケーションがファイルを読み取ることが可能になる。たとえば、
電子メールアプリケーションは、image/png MIMEタイプから、
電子メールに PNG (Portable Networks Graphic)ファイルが添付さ
れていることを認識する

「更新日時」 項目を最後に更新した日付によって並べ替える。最も日付の新し
い項目が先頭になる

「エンブレム」 項目に追加されているエンブレムによって並べ替える。エンブレ
ムの名前のアルファベット順に項目が並べ替えられる。エンブレ
ムが追加されていない項目は最後に表示される

「コンパクトなレイアウ
ト」

項目が互いに接近するように整理する

「逆順」 項目を並べ替えるオプションの、並べ替えの順序を逆にする。た
とえば、項目を名前で並べ替える場合、「逆順」オプションを選
択すると、逆のアルファベット順に項目を並べ替える

ファイルマネージャは、特定のフォルダの項目配置を記憶しています。次回、その
フォルダを表示したとき、その項目は指定した方法で整理されます。つまり、フォル
ダ内の項目の整理方法を指定した場合、そのフォルダは、指定した方法で項目を表示
するようにカスタマイズされます。フォルダの整理方法を、設定で指定されているデ
フォルトの整理方法に戻すには、「表示」→「デフォルトの表示方法」を選択しま
す。

アイコン表示でアイコンのサイズを変更する
アイコン表示では、表示されている項目を表すアイコンのサイズを変更できます。ア
イコン表示で項目のサイズを変更するには、次の手順を実行します。

1. サイズ変更する項目を右クリックして、「アイコンを伸縮」を選択します。項目の
まわりに、各コーナーにハンドルのある長方形が表示されます。

2. ハンドルの 1つをグラブして、希望するサイズまでアイコンをドラッグします。
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アイコンを元のサイズに戻すには、そのアイコンを右クリックして「アイコンの元
のサイズに復元」を選択します。

デスクトップのオブジェクトのサイズも変更できます。

ビューの動作を変更する
ビューの動作は、次の方法で変更できます。

� 特定のファイルまたはフォルダのデフォルトのビューとして指定する

� ファイルタイプまたはすべてのフォルダのデフォルトのビューとして指定する

� 特定のファイルまたはフォルダの「表示方法」サブメニュー内の項目として指定す
る

� 特定のファイルタイプすべて、またはすべてのフォルダの「表示方法」サブメ
ニュー内の項目として指定する

� ビューが特定のファイルまたはフォルダの「表示方法」サブメニュー内の項目に含
まれないように指定する

ビューの動作を変更するには、次の手順を実行します。

1. 「表示」→「表示方法」を選択します。「他の表示方法で開く」ダイアログが表
示されます。

2. 変更するビューをダイアログ内の表から選択します。

3. 「修正」ボタンをクリックします。「修正」ダイアログが表示されます。次の表
で、「修正」ダイアログのオプションを説明します。

オプション 「説明」

「item-nameアイテムのメ
ニューに含まれます」

ビューをこの種の項目の「表示方法」サブメニューに含
める

「item-nameアイテムのデ
フォルトとして使用します」

ビューをこの種の項目のデフォルトとして使用する

「item-nameのメニューにのみ
含まれます」

ビューをこの項目のみの「表示方法」サブメニューに含
める

「item-nameのデフォルトとし
てのみ使用します」

ビューをこの項目のみのデフォルトとして使用する

「item-nameアイテムのメ
ニューに含まれません」

ビューをこの種の項目の「表示方法」サブメニューから
除外する

4. 「了解」をクリックし、「取消し」をクリックして「他の表示方法で開く」ダイア
ログを閉じます。
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注 –「ファイルの関連付け」設定ツールの「ファイルタイプを編集」ダイアログでも
ファイルタイプに関連付けたアクションを修正できます。「ファイルタイプを編集」
ダイアログを開くには、「起動」ボタンをクリックします。

ファイルへのアクションの割り当て
ユーザがファイルを開くと、ファイルマネージャはそのファイルタイプのデフォルト
のアクションを実行します。「ファイルの関連付け」設定ツールには、ファイルタイ
プ、関連ファイル拡張子、デフォルトのアクションの表が含まれています。この表
で、ファイルマネージャのファイルをダブルクリックしたときの動作が決まります。

ファイルマネージャを使用して、特定のファイルおよびファイルタイプに関連付けら
れているアクションを変更することもできます。

「ファイルの関連付け」設定ツールでは、以下の作業を実行できます。

� ファイルタイプのデフォルトのアクションを指定。ファイルタイプのデフォルトア
クションは、ファイルマネージャでも変更できます。

� ファイルタイプを 1つまたは複数のアプリケーションと関連付ける。デフォルトの
アクションでは、そのファイルタイプと関連付けられるアプリケーションでファイ
ルを開くように指定されている

� ファイルタイプを 1つまたは複数のビューアと関連付ける。デフォルトのアク
ションでは、そのファイルタイプと関連付けられるビューアでファイルを開くよう
に指定されている

� ファイルの拡張子をMIMEタイプに関連付ける。MIMEタイプは、ファイル形式
を指定するため、インターネットブラウザおよび電子メールアプリケーションがそ
のファイルを読み取ることができる

アクションを変更する
ファイルまたはファイルタイプと関連付けられるアクションを変更できます。次の変
更が可能です。

� 特定のファイルのデフォルトのアクションであることを指定する

� 特定のファイルタイプのデフォルトのアクションであることを指定する

� 特定のファイルの「他のもので開く」サブメニュー内の項目であることを指定する

� 特定のファイルタイプの「他のもので開く」サブメニュー内の項目であることを指
定する

� 特定のファイルタイプの「他のもので開く」サブメニュー内の項目に含まれないこ
とを指定する
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ファイルまたはファイルタイプと関連付けられるアクションを変更するには、次の手
順を実行します。

1. 表示区画で、アクションを変更するファイルを選択します。ファイルタイプに関連
付けられるアクションを変更する場合は、そのタイプのファイルを選択します。

2. 「ファイル」→「他のもので開く」を選択します。次のいずれかの手順を実行し
ます。

� 「アプリケーション」を選択。「アプリケーションで開く」ダイアログが表示
されます。

� 「ビューア」を選択。「他の表示方法で開く」ダイアログが表示されます。

3. ダイアログ内の表から、動作を変更するアプリケーションまたはビューアを選択し
ます。

4. 「修正」ボタンをクリックします。「修正」ダイアログが表示されます。次の表
で、「修正」ダイアログのオプションを説明します。

オプション 「説明」

「filetypeアイテムのメニュー
に含まれます」

このファイルタイプの「他のもので開く」サブメニュー
にアプリケーションまたはビューアを含める

「filetypeアイテムのデフォルト
としてのみ使用します」

このファイルタイプのデフォルトのアクションとしてア
プリケーションまたはビューアを使用する

「filenameのメニューにのみ含
まれます」

このファイルの「他のもので開く」サブメニューにアプ
リケーションまたはビューアを含め、このタイプの別の
ファイルのサブメニューには含めない

「filenameのデフォルトとして
のみ使用します」

このファイルのデフォルトのアクションとしてアプリ
ケーションまたはビューアを使用し、このタイプの別の
ファイルには使用しない

「filetypeアイテムのメニュー
に含まれません」

このファイルタイプの「他のもので開く」サブメニュー
からアプリケーションまたはビューアを除外する

5. 「OK」をクリックし、「取消し」をクリックしてダイアログを閉じます。

注 –「ファイルの関連付け」設定ツールの「ファイルタイプを編集」ダイアログでも
ファイルタイプに関連付けたアクションを修正できます。「ファイルタイプを編集」
ダイアログを開くには、「起動」ボタンをクリックします。
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ファイルマネージャのカスタマイズ
ファイルマネージャは、要件や設定に合わせてカスタマイズできます。この節では、
ファイルマネージャのカスタマイズ方法について説明します。

設定
ファイルマネージャの設定には、「フォルダオプション」ダイアログを表示します。
「フォルダオプション」ダイアログを表示するには、「編集」→「設定」の順に選択
します。

設定は、次のカテゴリで設定できます。

� ビューのデフォルト設定
� ファイル、フォルダ、実行テキストファイル、ごみ箱の動作
� アイコン見出しに表示される情報
� ファイルマネージャのパフォーマンスを向上させるプレビューオプション

表示形式を設定する
デフォルト表示形式を指定して、ソートオプションと表示オプションを選択できま
す。アイコン表示とリスト表示のデフォルト設定も指定できます。デフォルトの表示
形式を指定するには、「編集」→「設定」の順に選択します。「表示」タブをク
リックして、「表示」タブセクションを表示します。

表 7–7に、変更可能な表示設定を示します。

表 7–7表示の設定

ダイアログ要素 「説明」

「新しいフォルダの表示方法」 フォルダのデフォルトの表示を選択。フォルダを開いたと
きに、指定した表示にそのフォルダが表示される

「アイテムを整列」 この表示に表示されるフォルダ内の項目を並べ替える特性
を選択

「フォルダをファイルより前に
並べる」

フォルダをソートすると、フォルダがファイルの前にリス
ト表示される
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表 7–7表示の設定 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「逆に並べ替え」 この表示での項目の並べ替えを逆順にする。このオプ
ションを選択すると、「アイテムを整列」ドロップダウン
リストで指定した特性の順序が逆になる。たとえば、「名
前順」を選択している場合、項目はアルファベットの Zか
らソートされる

「隠しファイルとバックアップ
ファイルを表示する」

隠しファイルとバックアップファイルを表示区画に表示す
る。隠しファイル名はピリオド (.)で始まる。バックアップ
ファイル名はチルド (˜)で終わる

「拡大レベルをデフォルトに戻
す」

アイコン表示とリスト表示。この表示に表示されるフォル
ダのデフォルトの拡大レベルを選択。拡大レベルは、
ビュー内の項目のサイズを指定する

「コンパクトレイアウトを使
用」

フォルダ内の項目が互いに接近するようにアイコン表示の
項目が整理される

「アイコンに表示する優先テキ
スト」:

アイコン見出しをアイコンの下ではなく、横に表示する

「手動レイアウトを使用する」 アイコン表示の項目を手動で整理する

「フォルダのみ表示する」 サイド区画の「ツリー」にフォルダのみを表示する

動作環境を設定する
ファイルとフォルダの環境を設定するには、「編集」→「設定」を選択します。「動
作」タブをクリックして、「動作」タブセクションを表示します。

表 7–8に、変更可能なファイルとフォルダの設定を示します。

表 7–8ファイルとフォルダの動作設定

オプション 「説明」

「シングルクリックでアイテム
を起動する」

ユーザが項目をクリックすると、デフォルトのアクション
が実行される。このオプションを選択した場合、項目を指
すと項目下のタイトルに下線が引かれる

「ダブルクリックでアイテムを
起動する」

ユーザが項目をダブルクリックすると、デフォルトのアク
ションが実行される。

「起動したアイテムを新しい
ウィンドウの中に開く」

ファイルまたはフォルダを開いたときに新しいウィンドウ
を開く

「実行可能なテキストファイル
のクリック時に、そのファイル
を実行する」

実行ファイルを選択すると、その実行ファイルが実行され
る。実行ファイルとは、実行できるテキストファイル、つ
まりシェルスクリプトを指す
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表 7–8ファイルとフォルダの動作設定 (続き)
オプション 「説明」

「実行可能なテキストファイル
のクリック時に、そのファイル
の中身を表示する」

実行ファイルを選択すると、その内容が表示される

「毎回確認する」 実行ファイルを選択すると、ダイアログが表示される。ダ
イアログによって、ファイルを実行するか表示するかを選
択できる

「ごみ箱を空にする、または、
ファイルを削除する前に確認を
求める」

ゴミ箱を空にする (ファイルを削除する)前に確認メッセー
ジを表示する

「ごみ箱を経由しない削除コマ
ンドを含める」

「削除」メニュー項目を以下のメニューに追加する。
� 「編集」メニュー
� ファイル、フォルダ、デスクトップオブジェクトを右ク
リックしたときに表示されるポップアップメニュー

項目を選択して「削除」メニュー項目を選ぶと、その項目
は直ちにファイルシステムから削除される

アイコン見出しを設定する
アイコン見出しは、アイコン表示でファイルやフォルダの名前を表示します。アイコ
ン見出しには、ファイルやフォルダの情報が他にも 3つ含まれています。追加情報
は、ファイル名の後に表示されます。通常は 1項目しか表示されていませんが、アイ
コンを拡大表示すると他の情報も表示されます。どの追加情報をアイコン見出しに表
示するかは、変更できます。

アイコン見出しの環境を設定するには、「編集」→「設定」を選択します。「アイコ
ンの見出し」タブをクリックして、「アイコンの見出し」タブセクションを表示しま
す。

3つのドロップダウンリストからアイコン見出しに表示する項目を選択します。まず
最初の項目を最初のドロップダウンリストから選択し、次の項目を次のドロップダウ
ンリストから選択するというように実行します。以下の表には、選択可能な項目が示
されています。

インフォメーション 「説明」

「サイズ」 項目のサイズを表示

「タイプ」 「ファイルの関連付け」設定ツールから項目のMIMEタイ
プの説明を表示

「変更日時」 項目の最終変更日を表示

「アクセス日時」 項目の最終アクセス日を表示
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インフォメーション 「説明」

「所有者」 項目の所有者を表示

「グループ」 項目が属しているグループを表示

「アクセス権」 項目のアクセス権を -rwxrw-r--のように3文字の 3
セットで表示

「8進数表記のアクセス権」 項目のアクセス権を 764のように 8進数表記で表示

「MIMEタイプ」 項目のMIMEタイプを表示

「なし」 項目の情報を表示しない

プレビュー環境を設定する
ファイルマネージャには、ファイルのプレビュー機能がいくつかあります。プレ
ビュー機能は、ファイルマネージャの要求速度に影響する場合があります。ファイル
マネージの速度を改善するために、この機能の動作を変更できます。各プレビューの
設定に対して、以下の表に示すオプションのいずれか 1つを選択できます。

オプション 「説明」

「常に表示する」 ローカルファイルと、別のファイルシステム上のファイル
の両方に対して、動作を実行する

「ローカルファイルのみ」 ローカルファイルに対してのみ動作を実行する

「表示しない」 動作を実行しない

プレビュー環境を設定するには、「編集」→「設定」を選択します。「プレビュー」
タブダイアログをクリックして、「プレビュー」タブセクションを表示します。

表 7–9に、変更可能なプレビュー設定を示します。

表 7–9プレビューの設定

ダイアログ要素 「説明」

「アイコンにテキストを表示」 ファイルを表すアイコンのテキストファイルの内容をいつ
プレビューするかを指定する

「サムネイルの表示」 画像ファイルのサムネイルをいつ表示するかを指定する。
ファイルマネージャは、各フォルダのサムネイルファイル
を、そのフォルダの 1レベル下にある.thumbnailsディレ
クトリに格納する

「ファイルの最大サイズ」 ファイルマネージャがサムネイルを作成するファイルの最
大サイズを指定する
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表 7–9プレビューの設定 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「サウンドファイルをプレ
ビュー」

サウンドファイルをいつプレビューするかを指定する

「アイテム数のカウント」 フォルダ内の項目の数をいつ示すかを指定する表示にアイ
コン表示をすでに設定している場合は、「表示」タブセク
ションでデフォルトのズームレベルを上げないと、各
フォルダのアイテム数を表示できないことがあります。

背景の変更
ファイルマネージャには、以下の画面コンポーネントの概観と雰囲気を変更するため
に使用できる背景が含まれています。

� デスクトップ
� サイド区画
� 表示区画
� パネル

画面コンポーネントの背景を変更するには、次の手順を実行します。

1. 「編集」→「背景とエンブレム」を選択します。「背景とエンブレム」ダイアロ
グが表示されます。

2. 背景に使用できるパターンのリストを表示するには、「パターン」ボタンをク
リックします。背景に使用できる色のリストを表示するには、「色」ボタンをク
リックします。

3. 背景をパターンに変更するには、そのパターンを画面コンポーネントにドラッグし
ます。背景を色に変更するには、その色を画面コンポーネントにドラッグします。

4. 「閉じる」をクリックして、ダイアログを閉じます。

表示区画やサイド区画の背景をデフォルトの背景に戻すには、区画の背景を右ク
リックし、「デフォルトの背景を使用」を選択します。

特定のフォルダのサイド区画または表示区画の背景を変更した場合、ファイルマネー
ジャは指定した背景を記憶します。次回、そのフォルダを表示したとき、指定した背
景が表示されます。つまり、フォルダの背景を変更した場合、そのフォルダが指定の
背景を表示するようにカスタマイズされます。

パターンを追加する
画面コンポーネントで使用できるパターンに、パターンを追加するには、「編集」→
「背景とエンブレム」を選択します。「パターン」ボタンをクリックし、「新しいパ
ターンを追加」ボタンをクリックします。ダイアログが表示されます。ダイアログを
使用して、新しいパターンを見つけます。「OK」をクリックして、新しいパターン
を「背景とエンブレム」ダイアログに追加します。
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色を追加する
画面コンポーネントで使用できる色に、色を追加するには、「編集」→「背景とエン
ブレム」を選択します。「色」ボタンをクリックし、「新しい色を追加」ボタンをク
リックします。「色の選択」ダイアログが表示されます。色ガイドまたはスライダを
使用して色を選びます。「OK」をクリックして、新しい色を「背景とエンブレム」ダ
イアログに追加します。

ウィンドウコンポーネントを表示および非表示
ファイルマネージャウィンドウのコンポーネントを以下のように表示したり、非表示
にしたりできます。

� サイド区画を非表示にするには、「表示」→「サイド区画」を選択する。サイド
区画を再び表示するには、「表示」→「サイド区画」をもう一度選択する

� ツールバーを非表示にするには、「表示」→「ツールバー」を選択する。ツール
バーを再び表示するには、「表示」→「ツールバー」をもう一度選択する

� ロケーションバーを非表示にするには、「表示」→「ロケーションバー」を選択
する。ロケーションバーを再び表示するには、「表示」→「ロケーションバー」
をもう一度選択する

� ステータスバーを非表示にするには、「表示」→「ステータスバー」を選択す
る。ステータスバーを再び表示するには、「表示」→「ステータスバー」をもう
一度選択する

� サイド区画からタブを取り除くには、サイド区画を右クリックする。取り除くタブ
をポップアップメニューから選択する。タブをサイド区画に再び追加するには、そ
のタブをポップアップメニューから選択する

リムーバブルメディアの使用方法
ファイルマネージャは、以下の特徴を持つリムーバブルメディアをすべてサポートし
ています。

� /etc/fstabファイルにエントリがあるリムーバブルメディア/etc/fstab
ファイルは、コンピュータが使用するファイルシステムを記述します。

� userオプションは、/etc/fstabファイルのリムーバブルメディア用エントリで
指定されます。
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メディアをマウントする
メディアをマウントすることにより、そのメディアのファイルシステムにアクセス可
能になる。メディアをマウントすると、そのメディアのファイルシステムは、ファイ
ルシステムのサブディレクトリとして接続されます。

メディアをマウントするには、適切なデバイスにメディアを挿入します。メディアを
表すオブジェクトがデスクトップに追加されます。なお、オブジェクトは、お使いの
システムが、メディアの検出時に自動的にデバイスをマウントするように設定されて
いる場合にのみ追加されます。

デバイスを自動的にマウントする設定になっていない場合、手動でデバイスをマウン
トする必要があります。デスクトップを右クリックし、「ディスク」→「device-
name」を選択します。たとえば、フロッピーディスクをマウントする場合は、
「ディスク」→「フロッピー」を選択します。メディアを表すオブジェクトがデスク
トップに追加されます。

注 –リムーバブルメディアオブジェクトの名前は変更できません。

メディアの内容を表示する
メディアの内容は、次の方法を使用して表示できます。

� デスクトップ上のメディアを表すオブジェクトをダブルクリックする
� デスクトップ上のメディアを表すオブジェクトを右クリックして、「開く」を選択
する

ファイルマネージャウィンドウは、メディアの内容を表示します。ディスプレイを再
読み込みするには、「再読み込み」ボタンをクリックします。

メディアプロパティを表示する
リムーバブルメディアのプロパティを表示するには、デスクトップ上のメディアを表
すオブジェクトを右クリックして、「プロパティ」を選択します。メディアのプロパ
ティを表示するダイアログが開きます。

プロパティのダイアログを閉じるには、「閉じる」をクリックします。

フロッピーディスクをフォーマットする
メディアをフォーマットすることにより、特定のファイルシステムで使用できるよう
になります。ファイルマネージャでフロッピーディスクをフォーマットできます。
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注意 –メディアをフォーマットすると、そのメディア上の既存の情報は上書きされま
す。

フロッピーディスクのフォーマットを作成するには、次の手順を実行します。

1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクを挿入します。フロッピー
ディスクをマウントします。メディアのマウント方法については、137ページ
の「メディアをマウントする」を参照してください。

2. デスクトップ上のディスクを表すオブジェクトを右クリックして、「フォー
マット」を選択します。「フロッピーフォーマッタ」ダイアログが表示されます。

3. 「フロッピーフォーマッタ」ダイアログでフォーマットオプションを選択します。
次の表では、ダイアログの要素について説明します。

ダイアログ要素 「説明」

「フロッピーデバイス」 フロッピーデバイスの名前を表示する

「フロッピー密度」 ディスク密度を選択する。密度は、ディスクが保存できる
データの量を指す

「ファイルシステムタイプ」 ディスクをフォーマットするファイルシステムの型を選択
する次のオプションのいずれかを選択します。
� 「Linuxネイティブ (ext 2)」:ディスクを Linuxシステ
ム用にフォーマットする。Linux以外のほとんどのシ
ステムでは、このファイルシステムタイプのディスク
を読み取ることはできない

� 「DOS (FAT)」:ディスクをWindowsシステム用に
フォーマットする。ほとんどのUNIXベースのシステ
ムでは、このファイルシステムタイプのディスクを読
み取ることができる

「ボリューム名」 テキストボックスにディスクの名前を入力する

「高速」 ディスクにファイルシステムのみを作成する。クイック
フォーマットでは、壊れたブロックはチェックされない

そのディスクが以前フォーマット済みの場合は、このオプ
ションを選択すること

「標準」 ディスクにファイルシステムを作成し、ディスクをフォー
マットする。標準フォーマットでは、壊れたブロックは
チェックされない

そのディスクが以前フォーマットされていない場合は、こ
のオプションを選択すること
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ダイアログ要素 「説明」

「詳細」 ファイルシステムをディスクに作成し、壊れたブロックを
チェックし、ディスクをフォーマットする

ディスクが破損したかどうかを確認する場合は、このオプ
ションを選択すること

4. 「フォーマット」をクリックして、ディスクをフォーマットします。

メディアを取り出す
メディアを取り出すには、デスクトップ上のメディアオブジェクトを右クリックし
て、「取り出し」を選択します。メディアのドライブが電動ドライブの場合は、メ
ディアはドライブから取り出されます。メディアのドライブが電動でない場合は、メ
ディアのデスクトップオブジェクトが消えてから、手動でメディアを取り出します。

メディアがマウントされている場合、メディアを電動ドライブから取り出すことはで
きません。メディアを取り出す前に、マウント解除する必要があります。ドライブか
らフロッピーディスクを取り出すには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウ、端末ウィンドウ、このフロッピーディスクにアク
セスするその他のウィンドウをすべて閉じます。

2. デスクトップ上のディスクを表すオブジェクトを右クリックして、「編集」を選択
します。ディスクのデスクトップオブジェクトが非表示になります。

3. フロッピーディスクをドライブから取り出します。

注意 –マウント解除する前にフロッピーディスクをドライブから取り出すと、フ
ロッピーディスク上のデータが失われる可能性があります。

CDの書き込み
ファイルマネージャは、CDに書き込むファイルやフォルダをコピーできる特別な場
所を提供します。その場所の内容を簡単に CDに書き込むことができます。

CDの書き込みを行うには、次の手順を実行します。

1. 「移動」→「CD作成」の順に選択します。ファイルマネージャが burn:///という
特別なロケーションを開きます。ここからデータを CDに書き込むことができま
す。
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2. CDに書き込むファイルやフォルダを burn:///にコピーします。

3. 書き込み可能な CDをお使いのシステムの CD書き込みデバイスに挿入します。

4. 「ファイル」→「CDに書き込む」の順に選択します。「CDレコーダにファイル
を書き込む」ダイアログが表示されます。

5. 「CDレコーダにファイルを書き込む」ダイアログで、以下のように CDへの書き
込み方法を指定します。

ダイアログ要素 「説明」

「書き込むターゲット」 ドロップダウンリストから CDを書き込む
デバイスを選択する。ファイルやフォルダ
の CDイメージファイルを作成するには、
「ファイルイメージ」オプションを選択す
る

「書き込み速度」 ドロップダウンリストから CDを書き込む
速度を選択する

「CD名」 テキストボックスに CDの名前を入力する

「CDを消去する」 CDの内容を削除する

「完了したときに CDを排出する」 CDの書き込みが終わると、CDをドライブ
から取り出す

「別の CDを焼くのにこれらのファイルを
再利用する」

ファイルやフォルダを他の CDに書き込ま
ない。このオプションを選択すると、CD
の書き込み後、ファイルやフォルダは
burn:///から削除されなくなる。

6. 「CDにファイルを書き込む」ボタンをクリックします。

「ファイルイメージ」オプションを「書き込むターゲット」ドロップダウンリスト
から選択すると、「CD-ROMイメージのファイル名を選択」ダイアログが表示さ
れます。このダイアログで、CDイメージファイルを保存する場所を指定します。
CDイメージファイルのデフォルト拡張子は、.isoです。

「CDに書き込み中」ダイアログが表示されます。CDへの書き込みまたは CDイ
メージファイルの作成が行われると、プロセスが完了したことを示すメッセージが
ダイアログに表示されます。

CDイメージファイルを作成した場合は、このファイルを CDに書き込むことがで
きます。 CDイメージファイルを CDに書き込むには、CDイメージファイルを右
クリックし、ポップアップメニューから「CDに書き込む」を選択します。

「別の CDを焼くのにこれらのファイルを再利用する」オプションを選択してい
ない場合は、ファイルやフォルダは burn:///から削除されます。
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ファイルマネージャからのスクリプトの
実行
ファイルマネージャには、スクリプトを保存できる特別なフォルダがあります。この
フォルダに実行可能ファイルを追加すると、そのファイルは「スクリプト」サブメ
ニューに追加されます。スクリプトを実行するには、「ファイル」→「スクリプト」
を選択して、サブメニューから実行するスクリプトを選びます。

特定のファイルに対してスクリプトを実行するには、表示区画でそのファイルを選択
します。「ファイル」→「スクリプト」を選択し、ファイルに対して実行するスクリ
プトをサブメニューから選びます。スクリプトは、複数のファイルに対して実行する
こともできます。

スクリプトフォルダの内容を表示するには、「ファイル」→「スクリプト」→「スク
リプトフォルダを開く」を選択します。

ファイルシステムのマウントとマウント
解除
ファイルシステムをマウントすることは、そのファイルシステムをアクセス可能にす
ることを意味します。ファイルシステムにマウントすると、そのファイルシステム
は、ファイルシステムのサブディレクトリとして接続されます。

遠隔システムのディレクトリをマウントすることもできますし、アクセス可能なシス
テムに接続されているデバイス上のファイルシステムをマウントすることもできま
す。ファイルシステムのマウントやマウント解除には、rootアクセス権が必要で
す。

ファイルシステムにアクセスする必要がなくなったら、ファイルシステムのマウント
を解除できます。

ファイルシステムをマウントする
ファイルシステムをマウントするには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャの中でフォルダを右クリックし、「共有」→「新しいマウン
トポイントを設定します」の順に選択します。「マウント/マウント解除」ダイア
ログが表示されます。
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注 –ポップアップメニューに「マウント解除」というメニュー項目がすでに含まれ
ている場合は、選択したディレクトリのファイルシステムがすでにマウントされて
いることを意味します。

2. 「マウント/マウント解除」ダイアログに、マウントするファイルシステムの情報
を入力します。次の表では、ダイアログの要素について説明します。

ダイアログ要素 「説明」

「ローカルディレクトリをマ
ウント」

すでに選択されているフォルダの名前を表示する

「ディレクトリとして」 フォルダ上の、マウントしたいファイルシステムのパスを
入力する

「リモートマシーンに」 「リモートマシーンに」が選択されている場合は、マウン
トするファイルシステムが別のシステムにあることを意味
する。システムの IPアドレスか DNS名を指定する必要が
ある。

3. マウントしたいファイルシステムに対して拡張オプションを選択する場合は、「拡
張設定」ボタンをクリックします。「マウントオプション」ダイアログが表示され
ます。次の表では、ダイアログの要素について説明します。

ダイアログ要素 「説明」

「読み書き」 マウントされたファイルシステムに読み取りと書き込みの
アクセス権を割り当てる場合は、このオプションを選択す
る

「読み取り専用」 マウントされたファイルシステムに読み取り専用のアクセ
ス権を割り当てる場合は、このオプションを選択する

「マウントのタイプを指定」 マウントするファイルシステムの種類を指定する場合は、
このオプションを指定する。ファイルシステムの種類を
フィールドに入力する

「追加のオプションを指定:
(コンマで区切る)」

マウントしたいファイルシステムの追加オプションを指定
する場合は、このオプションを選択する。オプションを
フィールドに入力する。各オプションはコンマで区切る必
要がある

4. 「マウント」ボタンをクリックします。成功または失敗を示すメッセージがダイア
ログに表示されます。
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ファイルシステムをマウント解除する
ファイルシステムをマウント解除するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャの中でフォルダを右クリックし、「共有」→「マウント解
除」の順に選択します。「マウント/マウント解除」ダイアログが表示され、そこ
に、マウントしたファイルの詳細が表示されます。

注 –ポップアップメニューに「マウント」というメニュー項目がすでに含まれてい
る場合は、選択したディレクトリのファイルシステムがまだマウントされていない
ことを意味します。

2. 「マウント解除」ボタンをクリックします。成功または失敗を示すメッセージがダ
イアログに表示されます。

NFS共有の使用法
Network File System (NFS)共有を使用すれば、フォルダを他のシステムから使用でき
るようにすることができます。NFS 共有の追加や削除には、root アクセス権が必要
です。

NFS共有を追加する
NFS共有をフォルダに追加するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャの中でフォルダを右クリックし、「共有」→「追加のクライ
アントと共有します」の順に選択します。「共有」ダイアログが表示されます。

2. 共有したいフォルダの情報を「共有」ダイアログに入力します。次の表では、ダイ
アログの要素について説明します。

ダイアログ要素 「説明」

「クライアントと共有」 フォルダを共有するシステムまたはシステムグループの名
前を入力する

「読み取り専用」 フォルダに読み取り専用のアクセス権を割り当てる場合
は、このオプションを選択する
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ダイアログ要素 「説明」

「読み取り/書き込み」 フォルダに読み取りと書き込みのアクセス権を割り当てる
場合は、このオプションを選択する

3. 共有の拡張オプションを設定する場合は、「拡張設定」をクリックします。
「Advanced Sharing Properties」ダイアログが表示されます。次の表では、ダイ
アログの要素について説明します。

ダイアログ要素 「説明」

「1024番以降のポートからの
接続を許可」

1024より低いポート番号で動作する NFS共有を起動する
場合は、 root アクセス権が必要。root 以外のユーザー
が NFS共有を起動できるようにする場合は、このオプ
ションを選択する

「非同期サーバー応答を許
可」

要求によって行われた変更を保存する前に、その要求に
NFSサーバーが応答できるようにする場合は、このオプ
ションを選択する

このオプションを選択すると、システムクラッシュの後に
NFSサーバーを起動したときに、データが失われたり壊さ
れたりすることがある

「同期的な書き込みを許可」 データの保存が完了するまで待ちたくない場合は、このオ
プションを選択する。「非同期サーバー応答を許可」オプ
ションが選択されていると、このオプションは無効になる

NFSサーバーが、互いに関係のない小さい要求を受信する
場合は、このオプションの選択を解除すると、性能が向上
する

「透過的で再起的なマッピン
グを許可」

サーバーが 2つのファイルシステムをエクスポートし、そ
の一方が他方にマウントされている場合、クライアントは
両方のファイルシステムをマウントする必要がある

クライアントが親のファイルシステムだけをマウントする
と、他のファイルシステムは表示されない。このファイル
システムには空のディレクトリが含まれている

このファイルシステムを表示したい場合は、このオプ
ションを選択する。これによって、許可されたクライアン
トであれば、親のファイルシステムから別のファイルシス
テムに透過的に移動できるようになる
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ダイアログ要素 「説明」

「サブツリーの整合性検査を
有効にする」

サブツリーの検査を有効にする場合は、このオプションを
選択する。ファイルシステムのサブディレクトリは別のシ
ステムにエクスポートされるが、ファイルシステム全体が
エクスポートされるというわけではない場合、サーバーは
要求されたファイルがエクスポートされるサブディレクト
リに含まれているかどうかを検査する。この検査をサブツ
リー検査と呼ぶ

ファイルシステム全体をエクスポートする場合は、このオ
プションの選択を解除すると、転送速度が向上する

「クライアントのルートを
サーバーのルートとして扱
う」

どうしても必要な場合以外は、このオプションを選択しな
い

デフォルトでは、rootユーザーのユーザー IDとグルー
プ IDは共に 0である。クライアントでの rootアクセス権
は、NFSサーバーでの rootアクセス権に対応付けられな
い

このオプションを選択しても、rootアクセス権が匿名ユー
ザーに割り当てられるわけではない。クライアントでの
rootには、ディレクトリをエクスポートする rootアクセ
ス権がある

注 –このオプションを選択すると、システムのセキュリ
ティが低下します。

「すべてのクライアントの
ユーザを匿名ユーザとして扱
う」

匿名ユーザーにすべてのユーザー IDとグループ IDを割
り当てる場合は、このオプションを選択する

匿名ユーザのローカル IDを
指定:

「すべてのクライアントのユーザを匿名ユーザとして扱
う」オプションを選択すると、匿名ユーザーのユーザー
IDを指定できるようになる

匿名ユーザのグループ IDを
指定:

「すべてのクライアントのユーザを匿名ユーザとして扱
う」オプションを選択すると、匿名ユーザーのグループ
IDを指定できるようになる

4. 「追加」ボタンをクリックします。成功または失敗を示すメッセージがダイアログ
に表示されます。

NFS共有を削除する
NFS共有をフォルダから削除するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャの中でフォルダを右クリックし、「共有」→「追加のクライ
アントと共有します」の順に選択します。「共有」ダイアログが表示されます。

2. 「削除」ボタンをクリックします。成功または失敗を示すメッセージがダイアログ
に表示されます。
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第 8章

デスクトップの使用方法

Nautilusファイルマネージャは、デスクトップを管理します。この章は、Nautilusデ
スクトップの使用方法について説明します。

� 147ページの「デスクトップの概要」
� 148ページの「デスクトップオブジェクト」
� 154ページの「デスクトップでのごみ箱の使用方法」
� 155ページの「「デスクトップ」メニューの使用方法」
� 156ページの「デスクトップのパターンまたは色の変更」

デスクトップの概要
デスクトップは、デスクトップ上に表示される、ほかのすべてのコンポーネントの背
後にあります。デスクトップは、ユーザインタフェースのアクティブコンポーネント
です。デスクトップから、次の作業を実行できます。

� アプリケーションを起動し、ファイルおよびフォルダを開く

デスクトップオブジェクトを追加すると、頻繁に使用するファイル、フォルダ、ま
たはアプリケーションにアクセスしやすくなります。たとえば、デスクトップにア
プリケーションランチャーを追加できます。頻繁に使用するファイルにシンボ
リックリンクを作成し、このリンクをデスクトップに追加できます。ファイルおよ
びフォルダをデスクトップに格納することもできます。

� 「デスクトップ」メニューを開く

デスクトップで右クリックし、「デスクトップ」メニューを開きます。「デスク
トップ」メニューを使用して、デスクトップ上で操作を実行できます。

� ごみ箱の使用

オブジェクトをごみ箱に移動したり、ごみ箱を空にしたりできます。

� デスクトップのカスタマイズ

デスクトップのパターンまたは色をカスタマイズできます。
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デスクトップオブジェクト
デスクトップオブジェクトは、デスクトップ上のアイコンで、ファイル、フォルダ、
およびアプリケーションを開くときに使用します。デフォルトでは、デスクトップに
3つのオブジェクトがあります。デスクトップにオブジェクトを追加すると、頻繁に
使用するファイル、フォルダ、アプリケーション、および URIにアクセスしやすくな
ります。たとえば、デスクトップにランチャーを追加して、頻繁に使用する特定のア
プリケーションを開くことができます。

表 8–1で、デスクトップに追加できるオブジェクトのタイプを説明します。

表 8–1デスクトップオブジェクトのタイプ

オブジェクトタイプ 説明

シンボリックリンク シンボリックリンクとは、別のファイルまたはフォルダを指すオ
ブジェクトのこと。デスクトップでシンボリックリンクを選択す
ると、そのシンボリックリンクが指すファイルまたはフォルダが
開く。シンボリックリンクは、デスクトップに移動またはコピー
できる

シンボリックリンクは、デフォルトの矢印エンブレム (すべての
シンボリックリンクに表示)によって識別できる

ランチャー 以下のタイプのランチャーをデスクトップに追加できる
� アプリケーション:特定のアプリケーションを起動する
� リンク:特定のファイル、フォルダ、または URIにリンクす
る

ファイル デスクトップにファイルを追加できる。デスクトップ上のファイ
ルはデスクトップディレクトリに存在する

フォルダ デスクトップにフォルダを移動したり、フォルダを作成したりす
ることができる。デスクトップ上のフォルダは、デスクトップ
ディレクトリに存在する

以降の節では、デスクトップでのオブジェクトの操作方法について説明します。

デスクトップ上のオブジェクトを選択する
デスクトップ上のオブジェクトを選択するには、そのオブジェクトをクリックしま
す。複数のオブジェクトを選択する場合は、Ctrlキーを押したままで、選択するオ
ブジェクトをクリックします。
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デスクトップで範囲を選択することで、その範囲内のすべてのオブジェクトを選択す
ることもできます。デスクトップ上でクリックしたまま、選択するオブジェクトが含
まれる領域をドラッグします。クリックしたままでドラッグすると、選択する領域に
長方形が表示されます。

複数の範囲を選択するには、Ctrlキーを押したままで、選択する範囲でドラッグしま
す。

デスクトップからオブジェクトを開く
デスクトップオブジェクトを開くには、そのオブジェクトをダブルクリックします。
または、オブジェクトを右クリックして、「開く」を選択します。オブジェクトを開
くと、そのオブジェクトのデフォルトのアクションが実行されます。たとえば、オブ
ジェクトがテキストファイルの場合、そのテキストファイルはファイルマネー
ジャウィンドウで開かれます。ファイルタイプ別のデフォルトのアクションは、
ファイルの関連付け設定ツールで指定されます。

オブジェクトのデフォルトのアクション以外のアクションを実行するには、オブ
ジェクトを右クリックして、「他のもので開く」を選択します。「他のもので開く」
サブメニューからアクションを選択します。

「他のもので開く」サブメニュー内の項目は、ファイルの関連付け設定ツールの次の
部分の内容と一致します。

� 「ファイルタイプを編集」ダイアログの「デフォルトのアクション」ドロップダウ
ンリスト

� 「ファイルタイプを編集」ダイアログの「ビューアコンポーネント」ドロップダウ
ンリスト

ファイルマネージャウィンドウで設定することにより、ファイルを 1度クリックする
だけでデフォルトの操作を実行できます。

デスクトップにランチャーを追加する
デスクトップランチャーは、アプリケーションを起動したり、特定のファイル、
フォルダ、FTPサイト、または URIにリンクすることができます。

デスクトップにランチャーを追加するには、次の手順を実行します。

1. デスクトップで右クリックして、「新規ランチャー」を選択します。「ランチャー
の作成」ダイアログが表示されます。

2. ランチャーのプロパティを「ランチャーの作成」ダイアログに入力する方法につい
ては、「パネルの操作」を参照してください。ランチャー用に入力したコマンド
は、デスクトップオブジェクトを使用したときに実行されるコマンドになります。
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デスクトップにシンボリックリンクを追加する
デスクトップにシンボリックリンクを作成して、次の操作を実行できます。

� 特定のアプリケーションで特定のファイルを開く
� ファイルマネージャウィンドウで特定のフォルダを開く
� バイナリファイルまたはスクリプトを実行する

デスクトップでシンボリックリンクを作成するには、次の手順を実行します。

1. シンボリックリンクを作成するファイルまたはフォルダをファイルマネー
ジャウィンドウに表示します。

2. そのファイルまたはフォルダのシンボリックリンクを作成します。ファイルまたは
フォルダのシンボリックリンクを作成するには、リンクを作成するファイルまたは
フォルダを選択します。「編集」→「リンクを作成」を選択します。ファイルま
たはフォルダのリンクが、現在のフォルダに追加されます。シンボリックリンク
は、デフォルトの矢印エンブレム (すべてのシンボリックリンクに表示)によって
識別できます。次の図に、ファイルのシンボリックリンクを示します。

3. デスクトップにシンボリックリンクをドラッグします。オブジェクトのアイコンが
デスクトップに移動します。

デスクトップへのファイルまたはフォルダの追加
以降の節では、デスクトップにファイルオブジェクトおよびフォルダオブジェクトを
追加する方法について説明します。

ファイルまたはフォルダをデスクトップに移動する
ファイルまたはフォルダをファイルマネージャからデスクトップへ移動できます。
ファイルまたはフォルダをデスクトップに移動するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウを開きます。

2. 表示区画で、移動するファイルまたはフォルダを表示します。

3. ファイルまたはフォルダをデスクトップへドラッグします。ファイルまたはフォル
ダのアイコンがデスクトップに移動します。ファイルまたはフォルダは、デスク
トップディレクトリに移動します。
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別の方法として、ファイルまたはフォルダを選択し、「編集」→「ファイルの切
り取り」を選択します。任意のデスクトップオブジェクトを右クリックして、
「ファイルの貼り付け」を選択します。

ファイルまたはフォルダをデスクトップにコピーする
ファイルまたはフォルダをファイルマネージャからデスクトップへコピーできます。
ファイルまたはフォルダをデスクトップに複写するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウを開きます。

2. 表示区画で、移動するファイルまたはフォルダを表示します。

3. Ctrlキーを押したままで、ファイルまたはフォルダをデスクトップにドラッグしま
す。ファイルまたはフォルダのアイコンが、デスクトップに追加されます。ファイ
ルまたはフォルダは、デスクトップディレクトリにコピーされます。

別の方法として、ファイルまたはフォルダを選択し、「編集」→「ファイルのコ
ピー」を選択します。任意のデスクトップオブジェクトを右クリックして、
「ファイルの貼り付け」を選択します。

フォルダオブジェクトをデスクトップに作成する
フォルダオブジェクトを作成するには、デスクトップで右クリックして、「デスク
トップ」メニューを開きます。「新規フォルダ」を選択します。「未タイトル」の
フォルダがデスクトップに追加されます。新しいフォルダの名前を入力して、Return
キーを押します。フォルダが、新しい名前で表示されます。新しいフォルダは、デス
クトップディレクトリに作成されます。

デスクトップオブジェクトの名前を変更する
デスクトップオブジェクトの名前を変更するには、オブジェクトを右クリックし、
「名前の変更」を選択します。デスクトップオブジェクトの名前が強調表示されま
す。オブジェクトの新しい名前を入力し、Returnキーを押します。

デスクトップからオブジェクトを取り除く
オブジェクトをデスクトップから取り除くには、そのオブジェクトを右クリックし
て、「ごみ箱へ移動」を選択します。または、オブジェクトをごみ箱にドラッグしま
す。

第 8章 •デスクトップの使用方法 151



注 –ファイルまたはフォルダをリムーバルメディアからごみ箱に移動すると、その
ファイルまたはフォルダはリムーバブルメディアのごみ箱に保存されます。リムー
バブルメディアからファイルまたはフォルダを完全に削除するには、ごみ箱を空にし
ます。

デスクトップからオブジェクトを削除する
デスクトップからオブジェクトを削除すると、そのオブジェクトはごみ箱に移動せ
ず、ただちにデスクトップから削除されます。「削除」メニュー項目は、
Nautilus「フォルダオプション」ダイアログで「ごみ箱を経由しない削除コマンドを
含める」オプションを選択した場合にのみ利用可能です。

オブジェクトをデスクトップから削除するには、そのオブジェクトを右クリックし
て、「削除」を選択します。

注 –ホームとごみ箱デスクトップオブジェクトは、削除できません。

デスクトップオブジェクトのプロパティを表示す
る
デスクトップオブジェクトのプロパティを表示するには、次の手順を実行します。

1. プロパティを表示するオブジェクトを右クリックし、「プロパティ」を選択しま
す。「プロパティ」ダイアログが表示されます。

2. 「プロパティ」ダイアログで、デスクトップオブジェクトのプロパティを表示しま
す。

3. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。

デスクトップオブジェクトのパーミッションを変
更する
デスクトップオブジェクトのパーミッションを変更するには、次の手順を実行しま
す。

1. パーミッションを変更するオブジェクトを右クリックし、「プロパティ」を選択し
ます。「プロパティ」ダイアログが表示されます。

2. 「アクセス権」タブをクリックして、「アクセス権」タブセクションを表示しま
す。
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3. 「アクセス権」タブセクションのドロップダウンリストとチェックボックスで、
ファイルまたはフォルダのパーミッションを変更します。「アクセス権」タブセク
ションのダイアログ要素の詳細は、「Nautilusファイルマネージャ」を参照してく
ださい。

4. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。

エンブレムをデスクトップオブジェクトに追加す
る
デスクトップオブジェクトにエンブレムを追加するには、次の手順を実行します。

1. エンブレムを追加するオブジェクトを右クリックし、「プロパティ」を選択しま
す。「プロパティ」ダイアログが表示されます。

2. 「エンブレム」タブをクリックして、「エンブレム」タブセクションを表示しま
す。

3. 項目に追加するエンブレムを選択します。

4. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。

ノートをデスクトップオブジェクトに追加する
デスクトップオブジェクトにノートを追加するには、次の手順を実行します。

1. ノートを追加するオブジェクトを選択します。

2. 「ファイル」→「プロパティ」を選択します。「プロパティ」ダイアログが表示
されます。

3. 「ノート」タブをクリックし、「ノート」タブセクションでノートを入力します。

4. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。ノートエンブ
レムがデスクトップオブジェクトに追加されます。

ノートを削除するには、「ノート」タブセクションからノートテキストを削除しま
す。

デスクトップオブジェクトのアイコンを変更する
デスクトップオブジェクトのアイコンを変更するには、次の手順を実行します。

1. パーミッションを変更するオブジェクトを右クリックし、「プロパティ」を選択し
ます。「プロパティ」ダイアログが表示されます。

2. 「基本」タブセクションで、「カスタムアイコンの選択」ボタンをクリックしま
す。「アイコンを選択」ダイアログが表示されます。

3. 「アイコンを選択」ダイアログを使用して、ファイルまたはフォルダを表すアイコ
ンを選びます。
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4. 「閉じる」をクリックして、「プロパティ」ダイアログを閉じます。

カスタムアイコンからファイルタイプとプログラム設定ツールで指定したデフォルト
のアイコンに戻すには、アイコンを右クリックして、「カスタムアイコンを削除」を
選択します。または、「設定」ダイアログの「カスタムアイコンを削除」ボタンをク
リックします。

デスクトップオブジェクトアイコンのサイズ変更
デスクトップオブジェクトを表すアイコンのサイズを変更できます。デスクトップ上
のアイコンのサイズを変更するには、次の手順を実行します。

1. サイズを変更するアイコンのデスクトップオブジェクトを右クリックし、「アイコ
ンを伸縮」を選択します。アイコンのまわりに、各コーナーにハンドルのある長方
形が表示されます。

2. ハンドルの 1つをグラブして、希望するサイズまでアイコンをドラッグします。

アイコンを元のサイズに戻すには、そのアイコンを右クリックして「アイコンの元
のサイズに復元」を選択します。

デスクトップでのごみ箱の使用方法
以下の項目は、ごみ箱に移動できます。

� ファイル
� フォルダ
� デスクトップオブジェクト

ごみ箱からファイルを取り出す場合は、ごみ箱の内容を表示して、ファイルをごみ箱
から移動できます。ごみ箱を空にした場合は、ごみ箱内の項目は永久に削除されま
す。

ごみ箱を表示する
ごみ箱の内容は、次の方法で表示できます。

� デスクトップ

デスクトップのごみ箱オブジェクトをダブルクリックします。ごみ箱の内容が
Nautilusウィンドウに表示されます。

� ファイルマネージャウィンドウから

「移動」→「ごみ箱」を選択します。ごみ箱の内容がウィンドウに表示されま
す。
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ごみ箱を空にする
ごみ箱の内容は、次の方法で空にできます。

� デスクトップ

ごみ箱オブジェクトを右クリックして、「ごみ箱を空にする」を選択する

� ファイルマネージャウィンドウから

「ファイル」→「ごみ箱を空にする」を選択します。

「デスクトップ」メニューの使用方法

「デスクトップ」メニューを開くには、デスクトップ上の空いているスペースで右ク
リックします。「デスクトップ」メニューを使用して、デスクトップ上で操作を実行
できます。

表 8–2に、「デスクトップ」メニューの項目を示します。

表 8–2「デスクトップ」メニューの項目

メニュー項目 機能

「新規ウィンドウ」 ホームの位置を表示する新しいファイルマネージャウィン
ドウを開く

「新規フォルダ」 デスクトップの上に新しいフォルダオブジェクトを作成す
る。フォルダは、デスクトップディレクトリに作成される

「新規端末」 GNOME端末を起動する
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表 8–2「デスクトップ」メニューの項目 (続き)
メニュー項目 機能

「新規ランチャー」 デスクトップにランチャーを作成する。詳細については、
149ページの「デスクトップにランチャーを追加する」を参
照

「スクリプト」 実行できるスクリプトのサブメニューを開く

「名前順に整理」 デスクトップ上のオブジェクトを、名前のアルファベット
順に整理する

「ファイルの切り取り」 フォルダまたはデスクトップから、選択した 1つまたは複
数のファイルを削除し、そのファイルをバッファに入れる

「ファイルのコピー」 フォルダまたはデスクトップから、選択した 1つまたは複
数のファイルをコピーし、そのファイルをバッファに入れ
る

「ファイルの貼り付け」 バッファ内の 1つまたは複数のファイルを、選択した
フォルダまたはデスクトップに置く

「ディスク」 フロッピーディスクおよびほかのリムーバブルメディアを
マウントできる

「デフォルトの背景を使用」 「背景とエンブレム」ダイアログで最後に選んだパターン
にデスクトップの背景を戻す。「背景とエンブレム」ダイ
アログには、Nautilusウィンドウからアクセスできる

「デスクトップの背景の変更」 デスクトップの背景設定ツールを起動して、デスクトップ
の背景を変更できる

デスクトップのパターンまたは色の変更
ユーザー環境に応じて、デスクトップ背景のパターンまたは色を変更できます。
ファイルマネージャには、デスクトップ背景の概観と雰囲気を変更するために使用で
きる背景パターンと色が含まれています。

デスクトップ背景のパターンまたは色は、次の方法を使用して変更できます。

� 別のウィンドウまたはダイアログのパターンまたは色を、デスクトップにドラッグ
する

デスクトップ背景が色の場合、デスクトップ背景色にグラデーション効果を用いる
ことができます。グラデーション効果とは、ある色が別の色に徐々にブレンドされ
る視覚的効果のことです。デスクトップ背景にグラデーション効果を作成するに
は、画面の縁の 1つに色をドラッグします。その色は、ドラッグを開始した縁から
画面反対側の縁まで調和されます。
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画面の縁にエッジパネルがないかどうかを確認してから、色を画面の縁にドラッグ
してください。画面の縁にエッジパネルがある場合、そのパネルを隠してから色を
ドラッグする必要があります。

� デスクトップ背景設定ツールを使用する

� 「背景とエンブレム」ダイアログから、背景のパターンまたは色を選択する。デス
クトップ背景のパターンまたは色を変更するには、次の手順を実行する。

1. ファイルマネージャウィンドウを開きます。

2. 「編集」→「背景とエンブレム」を選択します。「背景とエンブレム」ダイア
ログが表示されます。

3. 背景に使用できるパターンのリストを表示するには、「パターン」ボタンをク
リックします。背景に使用できる色のリストを表示するには、「色」ボタンを
クリックします。

4. デスクトップ背景をパターンに変更するには、そのパターンをデスクトップ背
景にドラッグします。デスクトップ背景を色に変更するには、その色をデスク
トップ背景にドラッグします。

5. 「閉じる」をクリックして、ダイアログを閉じます。
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パート II

GNOMEデスクトップのカスタマイズ

GNOMEデスクトップの特性のほとんどは、カスタマイズすることができます。
GNOMEデスクトップの各要素のカスタマイズは、デスクトップ設定ツールと呼ばれ
る専用のソフトウェアツールによって制御されます。この節では、GNOMEデスク
トップの設定方法に関する以下の章について説明します。

� 設定ツールの起動

GNOMEデスクトップ内の設定ツールを起動する方法については、この章をお読
みください。

� 設定ツールの使用

設定ツールを使って GNOMEデスクトップをカスタマイズする方法については、
この章をお読みください。この章は、各設定ツールのオプションすべてを説明しま
す。
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第 9章

設定ツールの起動

この章では、設定ツールの起動方法および GNOMEデスクトップメニュー構造の中の
設定ツールの位置について説明します。

� 161ページの「設定ツールの起動」
� 161ページの「設定ツールの場所」

設定ツールの起動
設定ツールは、次のいずれかの方法で起動できます。

� 「設定」をメインメニューから選択します。サブメニューから必要なツールを選
びます。

� デスクトップの「このコンピュータ」オブジェクトをダブルクリックする。ファイ
ルマネージャウィンドウが「このコンピュータ」で開きます。ファイルマネー
ジャウィンドウ内の「設定」オブジェクトをダブルクリックし、設定ツールを表示
します。必要なツールをダブルクリックします。

設定ツールの場所
表 9–1に、GNOMEデスクトップの設定ツールとメニュー構造の中の設定ツールの位
置を示します。
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表 9–1 GNOMEデスクトップメニュー構造内の設定ツールの位置

設定ツール メニューパス

背景の設定 「設定」→「表示」→「背景」

CDデータベース 「設定」→「拡張設定」→「CDデータベースサー
バー」

CD装置のオプション 「設定」→「拡張設定」→「CDデバイスオプ
ション」

ファイルの関連づけ 「設定」→「拡張設定」→「ファイルの関連付
け」

フォルダオプション 「設定」→「フォルダ」

フォント 「設定」→「表示」→「フォント」

インターネット 「設定」→「インターネット」

Java 「設定」→「Java」

キーボードのアクセシビリティ 「設定」→「キーボード」→「キーボード」

キーボードの動作 「設定」→「キーボード」→「動作」

キーボードのレイアウト 「設定」→「キーボード」→「レイアウト」

メニューとツールバー 「設定」→「表示」→「メニューとツールバー」

マウス 「設定」→「マウス」

マルチメディアキー 「設定」→「キーボード」→「マルチメディア
キー」

パネルの設定 「設定」→「拡張設定」→「パネル」

パスワード 「設定」→「パスワード」

PDAデバイス 「設定」→「PDAデバイス」

優先するアプリケーション 「設定」→「拡張設定」→「優先するアプリケー
ション」

プリンタ 「設定」→「プリンタ」

リモートデスクトップの設定 「設定」→「リモートデスクトップ」

画面解像度の設定 「設定」→「表示」→「画面の解像度」

スクリーンセーバーの設定 「設定」→「表示」→「スクリーンセーバー」

セッション 「設定」→「拡張設定」→「セッション」

ショートカット 「設定」→「キーボード」→「ショートカット」
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表 9–1 GNOMEデスクトップメニュー構造内の設定ツールの位置 (続き)
設定ツール メニューパス

サウンドの設定 「設定」→「サウンド」

システム 「設定」→「システム」

テーマ 「設定」→「表示」→「テーマ」

ウィンドウ 「設定」→「表示」→「ウィンドウの動作」
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第 10章

設定ツールの使用

この章では、設定ツールを使用した、GNOMEデスクトップのカスタマイズ方法につ
いて説明します。

� 166ページの「デスクトップ背景のカスタマイズ」
� 167ページの「CDデータベースの構成」
� 168ページの「CDデバイスオプションのカスタマイズ」
� 169ページの「ファイルの関連付け」
� 172ページの「ファイル管理の設定」
� 172ページの「デフォルトのフォントの選択」
� 174ページの「インターネット接続の設定」
� 175ページの「キーボードアクセシビリティオプションの構成」
� 178ページの「キーボード設定の設定」
� 179ページの「「キーボードレイアウト」の構成」
� 180ページの「アプリケーションのメニューおよびツールバーのカスタマイズ」
� 180ページの「マウス設定の設定」
� 182ページの「マルチメディアキーの設定」
� 182ページの「パネルのカスタマイズ」
� 183ページの「パスワードの変更方法」
� 183ページの「優先するアプリケーションの選択」
� 186ページの「画面解像度の設定」
� 186ページの「スクリーンセーバーの設定」
� 189ページの「セッションの構成」
� 192ページの「キーボードショートカットのカスタマイズ」
� 193ページの「プリンタの設定」
� 193ページの「セッション共有の設定」
� 194ページの「サウンドの設定」
� 196ページの「テーマのカスタマイズ」
� 199ページの「ウィンドウのカスタマイズ」
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デスクトップ背景のカスタマイズ
デスクトップ背景とは、デスクトップに適用する画像や色のことです。デスクトップ
背景は、次の方法でカスタマイズできます。

� デスクトップ背景の画像を選択する。画像は、デスクトップ背景色上に重ねられ
る。デスクトップ背景色は、透明な画像を選ぶか、その画像がデスクトップ全体を
覆わなければ見ることができる

� デスクトップ背景の色を選択する。塗りつぶしの色を選択することも、2色でグラ
デーション効果を作成することもできる。グラデーション効果とは、ある色が別の
色に徐々にブレンドされる視覚的効果のことです。

デスクトップ背景の外観は、Nautilusファイルマネージャ内から変更することもでき
ます。

表 10–1に、変更可能な背景設定を示します。

表 10–1デスクトップ背景の設定

ダイアログ要素 説明

「画像の選択」 デスクトップに表示する画像を選択する。画像を選択するには、
「画像の選択」ボタンをクリックする。「画像の選択」ダイアログ
が表示される。ダイアログを使用して、画像を選択する。画像を選
択して、「了解」をクリックする

「画像オプション」 画像を表示する方法を指定するには、次のいずれかのオプションを
選択する
� 「壁紙」:デスクトップを覆うように、画像を繰り返し表示する
� 「中央」:デスクトップの中央に画像を表示する
� 「拡大縮小」:画面のエッジまで画像を拡大し、その画像の相対
寸法を維持する

� 「引き延ばし」:デスクトップを覆うように画像を拡大し、その
画像の相対寸法は維持しない

� 「画像なし」:画像を表示しない
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表 10–1デスクトップ背景の設定 (続き)
ダイアログ要素 説明

「背景スタイル」 カラースキームを指定するには、「背景スタイル」ドロップダウン
リストのオプションと、「色の選択」ボタンを使用する

カラースキームは、次のいずれかの方法で指定できる
� 「背景スタイル」ドロップダウンリストから、「単色」を選択
して、デスクトップ背景に単一色を指定する
希望する色を選ぶには、「色」ボタンをクリックする。「色の
選定」ダイアログが表示される。色を選んで、「了解」をク
リックする

� 「背景スタイル」ドロップダウンリストから、「水平方向のグ
ラデーション」を選択する。このオプションは、画面のレフト
エッジから画面のライトエッジへ、グラデーション効果を作成
する
「左側の色」ボタンをクリックして、「色の選択」ダイアログ
を表示する。レフトエッジに表示する色を選ぶ
「右側の色」ボタンをクリックする。ライトエッジに表示する
色を選ぶ

� 「背景スタイル」ドロップダウンリストから、「垂直方向のグ
ラデーション」を選択する。このオプションは、画面のトップ
エッジから画面のボトムエッジへ、グラデーション効果を作成
する
「上側の色」ボタンをクリックして、「色の選択」ダイアログ
を表示する。トップエッジに表示する色を選ぶ
「下側の色」ボタンをクリックする。ボトムエッジに表示する
色を選ぶ

CDデータベースの構成
CDデータベース設定ツールでは、システムが照会可能な CDデータベースを構成で
きます。CDデータベースには、アーティスト名、曲名、および収録曲など、CDに関
する情報が含まれています。アプリケーションが CDを再生すると、アプリケー
ションは CDデータベースを照会して、情報を表示します。

表 10–2で、CDデータベース環境設定ツールのそれぞれの設定を説明します。

表 10–2 CDデータベースの設定

ダイアログ要素 説明

「何も情報を送信しな
い」

CDデータベースサーバーに情報を送信しない
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表 10–2 CDデータベースの設定 (続き)
ダイアログ要素 説明

「実際の情報を送信」 ユーザー名とホスト名の情報を CDデータベースサーバーに送信す
る

「他の情報を送信」 ほかの名前およびホスト名の情報を CDデータベースサーバーに送
信する。「名前」フィールドに名前を入力し、「ホスト名」フィー
ルドにホスト名を入力する

「FreeDBラウンドロビ
ンサーバー」

FreeDBは CDデータベース。FreeDBラウンドロビンサーバーは、
FreeDBサーバーの負荷分散構成になる。このサーバーから FreeDB
CDデータベースにアクセスする

「他の FreeDBサー
バー」

別のサーバーから FreeDB CDデータベースにアクセスする場合は
このオプションを選択する。必要なサーバーをサーバー表から選択
する

「サーバーリストを更
新」

サーバー表内の利用可能な FreeDBサーバーのリストを更新する

「他のサーバー」 ほかの CDデータベースを使用する。データベースが存在するサー
バの名前を「ホスト名」フィールドに入力する。データベースにア
クセスできるポート番号を「ポート」フィールドに入力する

CDデバイスオプションのカスタマイズ
CDデバイスオプション環境設定ツールを使用することによって、システム上の CD
デバイスのオプションを構成できます。「CDデバイスオプション」ダイアログで
は、次のデバイスのオプションを構成できます。

� データ CD
� オーディオ CD
� 空の CD
� DVD (ビデオ)

表 10–3で、 CDデバイスオプション環境設定ツールのそれぞれの設定を説明しま
す。

表 10–3 CDデバイスの設定

ダイアログ要素 「説明」

「挿入された CDをマウントする」 CDのファイルシステムをマウントする場合
は、このオプションを選択する

168 GNOME 2.2ユーザーズガイド (Linux版) • 2004年 4月



表 10–3 CDデバイスの設定 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「新しくマウントされた CDに対して自動実
行プログラムを開始する」

新しくマウントしたデータ CDに対して自動
実行プログラムを自動的に起動する場合は、
このオプションを選択する

「新しくマウントされた CDのファイルマ
ネージャウィンドウを開く」

新しくマウントしたデータ CDに対して
ファイルマネージャを開く場合は、このオプ
ションを選択する

「CDが挿入されたときにコマンドを実行す
る」

CDを挿入した後にコマンドを実行する場合
は、このオプションを選択する。CDを挿入し
たら、実行するコマンドを「コマンド」
フィールドに入力する。あるいは、以前に入
力したコマンドを選ぶには、下矢印ボタンを
クリックして、実行するコマンドを選ぶ

「参照」ボタンを使用して、実行するコマン
ドを選択することもできる

「空の CDが挿入されたときにコマンドを実
行する」

空の CDを挿入した後にコマンドを実行する
場合は、このオプションを選択する。空の CD
を挿入したら、実行するコマンドを「コマン
ド」フィールドに入力する

「DVD (ビデオ)が挿入されたときにコマンド
を実行する」

DVDを挿入した後にコマンドを実行する場合
は、このオプションを選択する。DVDを挿入
したら、実行するコマンドを「コマンド」
フィールドに入力する

ファイルの関連付け
以下の設定を行うには、ファイルの関連付け設定ツールを使用します。

ファイルタイプ 各種ファイルタイプの表示方法と編集方法を指定できます。たと
えば、特定のファイルタイプを表すアイコンを指定できます。ま
た、ファイルがプレーンテキストファイルの場合、そのファイル
をテキストエディタで起動するようにも指定できます。

ファイルマネージャなどの GNOMEアプリケーションは、ファイ
ルの内容を確認して、ファイルタイプを判断します。最初の行で
ファイルタイプを判別できない場合、アプリケーションはファイ
ル名を確認します。

サービス URI (Uniform Resource Identifier)は、ファイルシステム内または
Web上の特定の場所を識別する文字列です。たとえば、Webペー
ジのアドレスが URIです。サービスは、URIが要求するプロトコ
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ルまたはタスクです。たとえば、http://www.gnome.orgとい
う URIは、httpサービスを要求しています。

アプリケーションをサービスと関連付けて、そのアプリケー
ションでサービスが要求するタスクを実行するように設定できま
す。たとえば、お気に入りのブラウザを httpサービスに関連付
けることが可能です。

表 10–4では、ファイルの関連付け設定ツールの要素について説明します。

表 10–4ファイルの関連付け設定ツールの要素

要素 説明

表 ファイルタイプのカテゴリの内容を表示するには、カテゴリ名の横
にある右矢印をクリックする。カテゴリが開き、各ファイルタイプ
の説明と、そのファイルタイプに関連付けられるファイル拡張子が
表示される

操作するファイルタイプを選択するには、そのファイルをクリック
する

「ファイルタイプを追
加」

ファイルタイプを追加する。詳細については、170ページ
の「ファイルタイプを追加する」を参照

「サービスを追加」 サービスを追加する。詳細については、171ページの「サービスを
追加する」を参照

「編集」 ファイルタイプ、サービス、またはファイルタイプのカテゴリを編
集するには、編集対象の項目を選択して、「編集」をクリックする

「削除」 ファイルタイプまたはサービスを削除するには、削除対象の項目を
選択して、「削除」をクリックする

ファイルタイプを追加する
ファイルタイプを追加するには、次の手順を実行します。

1. 「ファイルの関連付け」設定ファイルを起動します。

2. 「ファイルタイプを追加」ボタンをクリックします。「ファイルタイプを追加」ダ
イアログが表示されます。

3. ダイアログにファイルタイプのプロパティを入力します。以下の表に、「ファイル
タイプを追加」ダイアログのダイアログ要素を示します。
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ダイアログ要素 「説明」

「アイコンなし」 ファイルタイプを表すアイコンを選択する。アイコンを
選択するには、「アイコンなし」ボタンをクリックす
る。「アイコンを選択」ダイアログが表示される。ダ
イアログからアイコンを選択する。別のディレクトリに
あるアイコンを選択するには、「参照」をクリックす
る。アイコンを選択したら「OK」をクリックする

「説明」 ファイルタイプの説明を入力する

「MIMEタイプ」 このタイプのファイルのMIMEタイプを入力する

「カテゴリ」 この設定ツール内でファイルタイプが属するカテゴリを
入力する。「選択」をクリックして、「ファイルカテゴ
リを選択」ダイアログからカテゴリを選択する

「ファイル名の拡張子」 ファイルタイプに関連付けるファイルの拡張子を入力す
る。左側のフィールドにファイル拡張子を入力し、
Returnキーを押す。ファイル拡張子を削除するには、
右側のフィールドからファイル拡張子を選択して、「削
除」ボタンをクリックする

「ビューアコンポーネント」 このタイプのファイルをファイルマネージャで表示する
ときに使用するビューアコンポーネントを選択する

「デフォルトのアクション」 このタイプのファイルを開くときに使用するデフォルト
のアプリケーションを選択する

「実行するプログラム」 ファイルタイプに関連付けるプログラムを指定する。こ
のフィールドに、プログラムを起動するコマンドを入力
する。あるいは、以前に入力したコマンドを選ぶには、
下矢印ボタンをクリックして、実行するコマンドを選ぶ

「参照」ボタンを使用して、実行するコマンドを選択す
ることもできる

「端末で実行」 プログラムを端末で実行する。実行するウィンドウを作
成しないプログラムには、このオプションを選択する

4. 「了解」をクリックします。

サービスを追加する
サービスを追加するには、次の手順を実行します。

1. 「ファイルの関連付け」設定ファイルを起動します。

2. 「サービスを追加」ボタンをクリックします。「サービスを追加」ダイアログが表
示されます。

3. ダイアログにサービスのプロパティを入力します。以下の表に、「サービスを追
加」ダイアログのダイアログ要素を示します。
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ダイアログ要素 「説明」

「説明」 サービスの説明を入力する

「プロトコル」 サービスのプロトコルを入力する

「実行するプログラム」 将来のリリースで情報が追加

「プログラム」 サービスに関連付けるプログラムを指定する。この
フィールドに、プログラムを起動するコマンドを入
力する。あるいは、以前に入力したコマンドを選ぶ
には、下矢印ボタンをクリックして、実行するコマ
ンドを選ぶ

「参照」ボタンを使用して、実行するコマンドを選
択することもできる

「端末で実行」 プログラムを端末で実行する。実行するウィンドウ
を作成しないプログラムには、このオプションを選
択する

4. 「了解」をクリックします。

ファイル管理の設定
Nautilusファイルマネージャを設定するには、フォルダオプション設定ツールを使用
します。「フォルダオプション」設定ダイアログでファイルマネージャを設定するこ
ともできます。このダイアログは、ファイルマネージャアプリケーションから開きま
す。「フォルダオプション」設定ダイアログとフォルダオプション設定ツールの設定
については、「Nautilusファイルマネージャ」を参照してください。

デフォルトのフォントの選択
フォント設定ツールを使用して、アプリケーション、ウィンドウ、端末またはデスク
トップで使用するフォントを選択できます。

表 10–5に、変更可能なフォント設定を示します。
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表 10–5フォントの設定

ダイアログ要素 説明

「アプリケーションの
フォント」

フォント選択ボタンをクリックして、アプリケーションで使用す
るフォントを選択する

「デスクトップのフォン
ト」

フォント選択ボタンをクリックして、デスクトップのみで使用す
るフォントを選択する

「ウィンドウタイトルの
フォント」

フォント選択ボタンをクリックして、ウィンドウのタイトルバー
で使用するフォントを選択する

「端末のフォント」 フォント選択ボタンをクリックして、端末アプリケーションで使
用するフォントを選択する

「フォントの描画形式」 画面上のフォントの描画形式を指定するには、次のオプションの
どれかを選択する
� 「モノクロ」:フォントを白黒だけに加工する。文字がアンチ
エイリアシングされないので、文字の端がぎざぎざに見える
ことがある。アンチエイリアシングは、文字を滑らかに見せ
るために文字の端に使われる効果である

� 「最適な形状」:可能なかぎりフォントをアンチエイリアシン
グする。CRTモニタにはこのオプションを使用すること

� 「最適なコントラスト」:できるだけはっきりしたコントラス
トを実現するためにフォントを調節し、文字の端がなめらか
になるようにフォントをアンチエイリアシングする。このオ
プションにより、視力の弱いユーザに対する GNOMEデスク
トップのアクセシビリティが拡大する

� 「サブピクセルのスムージング (LCDs)」:LCDのピクセルの
それぞれの形を利用して、フォントを滑らかにする技術を使
用。LCDまたはフラットスクリーンディスプレイには、この
オプションを使用すること

「詳細」 画面上のフォントの処理方法をさらに詳細に指定するには、この
ボタンをクリックする
� 「解像度 (ドット/インチ)」:このスピンボックスでは、画面の
フォント処理時に使われる解像度を指定する

� 「スムージング (Smoothing)」:フォントのアンチエイリアシ
ング方法を指定するオプションの 1つを選択する

� 「画面ピクセルの設定 (Hinting)」:ヒントは、小さいフォン
トや解像度の低い画面のフォントの質を改善するフォント処
理技術。フォントをヒント処理する方法を指定するオプ
ションの 1つを選択する

� 「サブピクセルの順番」:フォントのサブピクセルの色の順番
を指定するオプションの 1つを選択する。LCDまたはフ
ラットスクリーンディスプレイには、このオプションを使用
すること
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フォントのプレビュー
ファイルマネージャを使用して、フォントのプレビューを表示できます。フォントの
プレビューを表示するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウを開きます。

2. URI fonts:///をロケーションバーに入力します。フォントは表示区画にアイコ
ンとして表示されます。

3. アイコンをダブルクリックして、フォントのプレビューを表示します。

インターネット接続の設定
「インターネット」設定ツールを使用すると、システムのインターネットへの接続方
法を構成することができます。GNOMEデスクトップをプロキシサーバーに接続する
ように構成して、プロキシサーバーの詳細を指定することができます。プロキシサー
バーとは、別のサーバーへの要求を傍受して、可能な場合に、その要求をこのプロキ
シサーバー自体が実行するサーバーのことです。プロキシサーバーのドメインネーム
サービス (DNS)の名前か、インターネットプロトコル (IP)アドレスを入力できます。
DNS名は、ネットワーク上のコンピュータに固有のアルファベットで表される識別子
です。IPアドレスは、ネットワーク上のコンピュータに固有の数字で表される識別子
です。

表 10–6に、変更可能なインターネット接続設定を示します。

表 10–6インターネット接続の設定

ダイアログ要素 「説明」

「直接インターネットに接続す
る」

プロキシサーバーを使わずに直接インターネットに接続す
る

「マニュアルでプロキシの設定
を行う」

プロキシサーバーを通してインターネットに接続し、プロ
キシサーバーを手動で構成する

「HTTPプロキシ」 HTTPサービスを要求するときに使用するプロキシサー
バーの DNS名または IPアドレスを入力する。プロキシ
サーバー上の HTTPサービスのポート番号を「ポート」ス
ピンボックスに入力する

「SSLプロキシ」 Secure HTTPサービスを要求するときに使用するプロキシ
サーバーの DNS名または IPアドレスを入力する。プロキ
シサーバー上の Secure HTTPサービスのポート番号
を「ポート」スピンボックスに入力する
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表 10–6インターネット接続の設定 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「FTPプロキシ」 FTPサービスを要求するときに使用するプロキシサーバー
の DNS名または IPアドレスを入力する。プロキシサー
バー上の FTPサービスのポート番号を「ポート」スピン
ボックスに入力する

「SOCKSホスト」 使用する Socksホストの DNS名または IPアドレスを入力
する。プロキシサーバー上の Socksプロトコルのポート番
号を「ポート」スピンボックスに入力する

「自動的にプロキシの設定を行
う」

プロキシサーバーを通してインターネットに接続し、プロ
キシサーバーを自動で構成する

「自動構成する URL」 プロキシサーバーを自動構成するために必要な情報が保存
されている URLを入力する

キーボードアクセシビリティオプション
の構成
キーボードアクセシビリティ設定ツールを使用して、キーボードのアクセシビリ
ティ設定を設定します。キーボードアクセシビリティ設定ツールは、AccessXとして
知られています。

キーボードのアクセシビリティ設定を次の機能分野ごとにカスタマイズできます。

� 基本
� フィルタ
� マウス

基本設定
表 10–7に、変更可能なキーボードの基本アクセシビリティ設定を示します。

表 10–7キーボードアクセシビリティの設定

ダイアログ要素 「説明」

「キーボードアクセシ
ビリティ機能を有効に
する」

キーボードのアクセシビリティ機能を有効にする。このオプションを
選択すると、設定ツールのほかのオプションも利用可能になる
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表 10–7キーボードアクセシビリティの設定 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「未使用の場合は無効
にする時間」

一定時間キーボードが使用されないと、キーボードアクセシビリ
ティ設定を無効にする。スライダを使用して、キーボードアクセシビ
リティ設定が無効になるまでのキーボードのアイドル時間を秒数で指
定する。指定した秒数が経過すると、以下のキーボードアクセシビリ
ティ設定が無効になる
� バウンスキー
� マウスキー
� スローキー
� スティッキキー
� トグルキー

「キーボードで機能を
変更したときにビープ
音を鳴らす」

スティッキキーまたはスローキーなどの機能が有効または無効になる
と、音で示す

「設定の取り込み」 このボタンをクリックすると、AccessX構成ファイルをインポートす
る

「スティッキキーを有
効」

順にキーを押したとき、複数のキーを同時に押す操作を実行する。あ
るいは、Shiftキーを 5回押すことによって、スティッキキー機能を
有効にできる

次のスティッキーキー設定を設定できる
� 「修飾キーが押されたときにビープ音を鳴らす」:修飾キーを押
したときに、音によって示す

� 「同時に 2つのキー入力を無効にする」:2つのキーを同時に押し
た場合に、それ以上続けてキーを押しても無効にする

「キーの繰り返し」 キーボードの自動繰り返し設定を有効にする次の自動繰り返し設定を
設定できる
� 「リピート間隔」:スライダまたはスピンボックスを使用して、最
初にキーを押してからそのキーの自動繰り返しが行われるまでの
間隔を指定する

� 「速度」:スライダまたはスピンボックスを使用して、1秒間に何
文字入力するかを指定する

「設定内容の確認」 テスト入力領域は、入力したときに、キーボード設定がディスプレイ
にどのように影響するかがわかる対話型のインターフェイス。テスト
入力領域にテキストを入力して、設定の影響を確認する

キーボードアクセシビリティ設定の詳細については、『GNOME 2.2 Desktop
Accessibility Guide』を参照してください。

フィルタの設定
表 10–8に、変更可能なフィルタ設定を示します。
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表 10–8フィルタの設定

ダイアログ要素 「説明」

「キーボードアクセシ
ビリティ機能を有効に
する」

キーボードのアクセシビリティ機能を有効にする。このオプションを
選択すると、設定ツールのほかのオプションも利用可能になる

「スローキーを有効」 認識されるまでキーを押し続ける必要のある時間を制御する。あるい
は、Shiftキーを 8秒間押し続けることによって、スローキー機能を
有効にできる

次のスローキー設定を設定できる
� 「キー入力と認識するまでの時間」:スライダまたはスピンボック
スを使用して、認識されるまでキーを押し続ける必要のある時間
を指定する

� 「キーが次の状態のときにビープ音を鳴らす」:キーの押下、受
付、拒否を音によって示す

「バウンスキーを有
効」

キー入力を受け付けて、キーボードのキーの繰り返し特性を制御す
る。次のバウンスキー設定を設定できる
� 「重複したキー入力を無効にする時間」:スライダまたはスピン
ボックスを使用して、最初にキーを押してからそのキーの自動繰
り返しが行われるまでの間隔を指定する

� 「キー入力が拒否された場合にビープ音を鳴らす」:キー拒否を音
によって示す

「トグルキーを有効」
を選択します。

トグルキーが押されたことを音によって示す。トグルキーが有効にな
るとビープ音が 1回聞こえる。トグルキーが無効になるとビープ音
が 2回聞こえる

「設定内容の確認」 テスト入力領域は、入力したときに、キーボード設定がディスプレイ
にどのように影響するかがわかる対話型のインターフェイス。テスト
入力領域にテキストを入力して、設定の影響を確認する

キーボードアクセシビリティ設定の詳細については、『GNOME 2.2 Desktop
Accessibility Guide』を参照してください。

マウスの設定の変更
表 10–9に、変更可能なマウス設定を示します。

表 10–9マウスの設定の変更

ダイアログ要素 「説明」

「キーボードアクセシ
ビリティ機能を有効に
する」

キーボードのアクセシビリティ機能を有効にする。このオプションを
選択すると、設定ツールのほかのオプションも利用可能になる
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表 10–9マウスの設定の変更 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「マウスキーを有効」 数字キーパッドがマウス操作をエミュレートする。次のマウスキー設
定を設定できる
� 「マウスポインタの最大速度」:スライダまたはスピンボックス
を使用して、ポインタが画面上を移動する最大速度を指定

� 「最大速度まで加速するまでの時間」:スライダまたはスピン
ボックスを使用して、ポインタの加速時間の間隔を指定

� 「キー入力してからポインタが移動するまでの遅延」:スライダま
たはスピンボックスを使用して、キーを押してからポインタが移
動するまでの時間を指定する

「マウスの設定」 マウス設定ツールを開く

キーボードアクセシビリティ設定の詳細については、『GNOME 2.2 Desktop
Accessibility Guide』を参照してください。

キーボード設定の設定
キーボード動作設定ツールを使用してキーボードの自動繰り返し設定を変更したり、
キーボードのサウンド設定を変更したりします。

次の機能領域内では、キーボード設定ツールの設定を設定できます。

� 「キーボード」
� 「サウンド」

キーボードの設定の変更
「キーボード」タブセクションを使用して、一般的なキーボードの環境を設定しま
す。キーボードのアクセシビリティ設定ツールであるAccessXを起動するには、「ア
クセシビリティ」ボタンをクリックします。

表 10–10に、変更可能なキーボード設定を示します。

178 GNOME 2.2ユーザーズガイド (Linux版) • 2004年 4月



表 10–10キーボードの設定の変更

ダイアログ要素 説明

「キーが押されているとき
のキーボードリピートを有
効」

キーボードの繰り返しを有効にする。キーボードの繰り返しが有
効な場合、キーを押したままにすると、そのキーと関連付けられ
る操作が繰り返し実行される。たとえば、文字キーを押したまま
にすると、その文字が繰り返し入力される

「遅延」 キーを押したときから、操作が繰り返されるまでの遅延を指定す
る

「速度」 操作が繰り返される速度を指定する

「テキストボックスや
フィールド内で点滅」

フィールドおよびテキストボックスでカーソルを点滅させる

「速度」 スライダを使用して、フィールドおよびテキストボックスでの
カーソルの点滅速度を指定する

サウンドの設定
「サウンド」タブセクションを使用して、キーボードサウンドの環境を設定します。

一部のアプリケーションは、キーボードの入力エラーを知らせるベルの音を鳴らしま
す。「サウンド」タブセクションのオプションを使用して、ベル音を構成できます。
表 10–11に、キーボードの変更可能なサウンド設定を示します。

表 10–11システムのベル設定

ダイアログ要素 説明

「オフ」 キーボードのベル音を無効にする

「ビープ音」 キーボードのベル音を有効にする

「キーボードレイアウト」の構成
「キーボードレイアウト」設定ツールは、キーボードのレイアウトを選択するために
使用します。異なるロケールには、それぞれに合った複数のレイアウトを選択できま
す。「キーボードレイアウト」設定ツールの詳細は、『キーボード配列切り替え』を
参照してください。
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アプリケーションのメニューおよびツー
ルバーのカスタマイズ
メニューとツールバー設定ツールを使用して、GNOME対応アプリケーションのメ
ニュー、メニューバー、およびツールバーをカスタマイズできます。

表 10–12は、GNOME対応アプリケーション用に変更できるメニューおよびツール
バー設定を示しています。

表 10–12メニューとツールバーの設定

ダイアログ要素 説明

「ボタンラベル」 以下に示すオプションのいずれか 1つを選択して、GNOME対応ア
プリケーションのツールバーで表示する項目を指定する
� 「アイコンの下にテキストを表示」:ツールバーの各ボタン上に
テキストとアイコンを表示する

� 「アイコンに表示する優先テキスト」:ツールバーの各ボタン上
にアイコンだけを表示し、重要なボタンにのみテキストも表示
する

� 「アイコンのみ」:ツールバーの各ボタン上にアイコンのみを表
示する

� 「テキストのみ」:ツールバーの各ボタン上にテキストのみを表
示する

「ツールバーを引き離
す」

ツールバーをアプリケーションウィンドウから、画面上の任意の場
所に移動する。このオプションを選択した場合、アプリケーション
のツールバーの左側に、ハンドルが表示される。ツールバーを移動
するには、ハンドルをクリック &ホールドして、別の位置にツー
ルバーをドラッグする

「メニューにアイコンを
表示」

メニュー内の各項目の横にアイコンを表示する。メニュー項目のな
かには、アイコンを持たないものもある

マウス設定の設定
マウス設定ツールを使用して、マウスを右利き用または左利き用に構成できます。ま
た、マウス動作の速度および感度を指定することもできます。

次の機能領域内では、マウス設定ツールの設定をカスタマイズできます。

� 「ボタン」
� 「カーソル」
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� 「動作」

ボタンの設定
マウスボタンを左利き用に構成するかどうかを指定するには、「ボタン」タブセク
ションを使用します。また、ダブルクリック時のクリックの間隔を指定することもで
きます。

表 10–13に、マウスの変更可能なボタン設定を示します。

表 10–13マウスボタンの設定

ダイアログ要素 説明

「左利き用マウス」 マウスを左利き用に構成する。マウスを左利き用に構成した場
合、左マウスボタンの機能と右マウスボタンの機能が入れ替わる

「タイムアウト」 ダブルクリック時のクリックの間隔をスライダを使用して指定す
る。最初のクリックと 2回目のクリックの間隔がここで指定した
時間を越える場合、その操作はダブルクリックとして解釈されな
い

ポインタの設定
「カーソル」タブセクションを使用して、マウスポインタの環境を設定できます。

表 10–14に、マウスの変更可能なポインタ設定を示します。

表 10–14マウスポインタの設定

ダイアログ要素 「説明」

「小」 小さいマウスポインタを表示する

「中」 中くらいのマウスポインタを表示する

「大」 大きいマウスポインタを表示する

「Ctrlキーを押したときにポインタをハイラ
イトする」

Ctrlキーを押して放したときのマウスポイン
タのアニメーションを有効にします。この機
能は、マウスポインタの検出を補助する

動作の設定
「動作」タブセクションを使用して、マウス動作の環境を設定します。

表 10–15に、マウスの変更可能な動作設定を示します。
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表 10–15マウス動作の設定

ダイアログ要素 「説明」

「加速」 マウス移動時の、画面上でのマウスポインタの移動速度を指定す
る

「感度」 マウスの動きに対する、マウスポインタの感度を指定する

「しきい値」 移動操作がドラッグ &ドロップ操作として解釈されるまでの、
項目の移動距離を指定する

マルチメディアキーの設定
マルチメディアキー設定ツールを使って、アクションにショートカットキーを割り当
てます。

表 10–16に、マルチメディア機能に割り当てることができるショートカットキーの設
定を示します。

表 10–16マルチメディアキーの設定

ダイアログ要素 「説明」

マルチメディアキーテーブル アクションにショートカットキーを割り当て
る場合は、そのアクションをクリックしてか
ら、アクションに割り当てるキーを押す

アクションのショートカットキーを無効にす
る場合は、そのアクションをクリックしてか
らBack Spaceキーを押す

「主音量の代わりに PCM音量を使用する」 主音量の代わりにパルスコードモジュレー
ション (PCM)音量を使用する場合は、このオ
プションを選択する

パネルのカスタマイズ
「パネルの設定」設定ツールでは、パネルの動作を構成できます。「パネルの設定」
設定ツールで行なった変更は、すべてのパネルに影響します。

表 10–17に、変更可能なパネル設定を示します。
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表 10–17パネルの設定

ダイアログ要素 「説明」

「ランチャーをクリックし引き出しを閉じ
る」

引き出し内のランチャーを選択したときに、
パネル上のその引き出しを閉じる

「引き出しとパネルのアニメーション」 アニメーションスタイルでパネルや引き出し
を表示、または非表示にする

「アニメーションの速度」 ドロップダウンリストから、パネルのアニ
メーション速度を選択する

パスワードの変更方法
ログインパスワードを変更する場合は、パスワード設定ツールを使用します。ログイ
ンパスワードの変更手順は次のとおりです。

1. パスワード設定ツールを起動します。「質問」ダイアログが表示されます。

2. 古いパスワードを入力します。

3. 新しいパスワードを入力してから、確認のためにそのパスワードをもう 1度入力し
ます。

新しいパスワードは次のログインから有効になります。

優先するアプリケーションの選択
「優先するアプリケーション」設定ツールでは、GNOMEデスクトップがアプリケー
ションを起動するときに、GNOMEデスクトップが使用するアプリケーションを指定
します。たとえば、優先端末アプリケーションとして、Xtermを指定できます。「デ
スクトップ」メニューを開いて、「新規端末」を選択すると、Xtermが起動します。

次の領域内では、「優先するアプリケーション」設定ツールの設定をカスタマイズで
きます。

� 「Webブラウザ」
� 「テキストエディタ」
� 「端末」
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Webブラウザの設定
優先Webブラウザを設定するには、「Webブラウザ」タブセクションを使用しま
す。優先Webブラウザは、URLをクリックしたときに開きます。たとえば、アプリ
ケーションで URLを選択するか、デスクトップで URLランチャーを選択したとき
に、優先Webブラウザが開きます。

表 10–18に、優先Webブラウザの変更可能な設定を示します。

表 10–18優先Webブラウザの設定

ダイアログ要素 説明

「Webブラウザを選択」 標準のWebブラウザを使用する。ドロップダウンコンビネー
ションボックスを使用して、優先Webブラウザを選択する

「カスタムWebブラウ
ザ」

カスタムのWebブラウザを使用する

「コマンド」 カスタムWebブラウザを起動するコマンドを入力する。クリック
した URLをブラウザが表示できるようにするには、コマンドのあ
とに、“%s” を指定する

「端末内で実行」 端末でコマンドを実行する。実行するウィンドウを作成しないブラ
ウザには、このオプションを選択する

テキストエディタの設定
「テキストエディタ」タブセクションを使用して、優先テキストエディタを構成しま
す。

表 10–19に、優先テキストエディタの変更可能な設定を示します。

表 10–19優先テキストエディタの設定

ダイアログ要素 説明

「エディタを選択」 標準のテキストエディタを使用する。ドロップダウンコンビネー
ションボックスを使用して、優先テキストエディタを指定する
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表 10–19優先テキストエディタの設定 (続き)
ダイアログ要素 説明

「カスタムエディタ」 カスタムのテキストエディタを使用する。「カスタムエディタプロ
パティ」ダイアログが表示されます。
� 「名前」:カスタムテキストエディタの名前を入力する
� 「コマンド」:カスタムテキストエディタを起動するコマンドを
入力する

� 「このアプリケーションは複数のファイルを開くことができま
す」:デフォルトのテキストエディタが複数のファイルを開く場
合に選択

� 「このアプリケーションはシェル上で実行する必要がありま
す」:端末でコマンドを実行する。実行するウィンドウを作成し
ないエディタには、このオプションを選択

カスタムテキストエディタを指定したあと、「プロパティ」ボタン
をクリックして、「カスタムエディタプロパティ」ダイアログを表
示できる。ダイアログを使用して、カスタムテキストエディタの設
定を変更できる

「このエディタを使用し
て、ファイルマネー
ジャのテキストファイル
を開く」

ファイルマネージャが、テキストファイルの表示にカスタムテキス
トエディタを起動する

端末の設定
「端末」タブセクションを使用して、優先端末を構成します。

表 10–20に、優先端末の変更可能な設定を示します。

表 10–20優先端末の設定

ダイアログ要素 説明

「端末を選択」 標準の端末を使用する。ドロップダウンコンビネーションボックス
を使用して、優先端末を指定する

「カスタム端末」 カスタムの端末を使用する

「コマンド」 カスタム端末を起動するコマンドを入力する

「実行フラグ」 コマンドに指定する実行オプションを入力する
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画面解像度の設定
画面の解像度を設定するには、画面の解像度設定ツールを使用します。表 10–21に、
画面解像度の変更可能な設定を示します。

表 10–21画面解像度の設定

ダイアログ要素 「説明」

「解像度」 ドロップダウンリストから画面の解像度を選
択する

「リフレッシュレート」 ドロップダウンリストから画面の再表示速度
を選択する

「このコンピュータだけにデフォルトを設
定」

画面解像度の設定をユーザがログインするシ
ステムだけのデフォルト設定とする

スクリーンセーバーの設定
スクリーンセーバーは、画面が使用されていないときに、画面の画像の代わりに使用
されるアプリケーションです。スクリーンセーバーは、次の方法で使用できます。

� 指定した待機時間のあとに起動
� スクリーンロックしたときに起動
� システムが待機中にモニタが使用する電力を管理

次の機能領域内では、マウス設定ツールの設定をカスタマイズできます。

� 表示モード
� 拡張

表示モードの設定
「表示モード」タブセクションを使用して、表示モードを設定します。

表 10–22に、表示モードの変更可能な設定を示します。
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表 10–22スクリーンセーバー表示モードの設定

ダイアログ要素 「説明」

「モード」 ドロップダウンリストを使用して、スクリーンセーバーの
動作を指定する。次のオプションがあります。
� 「スクリーンセーバーを無効化にする」:スクリーン
セーバーを使用しない場合に選択する

� 「ブランク・スクリーンのみ」:画面をロックしたとき
に、画面を空白にする場合に選択する

� 「1つのスクリーンセーバーのみ」:画面をロックした
ときに、ディスプレイリストから、単一のスクリーン
セーバーディスプレイを表示する場合に選択する

� 「ランダムなスクリーンセーバー」:画面をロックした
ときに、ディスプレイリストから無作為に選択したスク
リーンセーバーディスプレイを表示する場合に選択する

ディスプレイリスト リストから希望のスクリーンセーバーディスプレイを選択
する

「ブランクの間隔」 最後にマウスまたはキーボードを使用してから、スクリー
ンセーバーを起動するまでの待ち時間を指定する

「繰り返しの間隔」 あるスクリーンセーバーの表示から次のスクリーンセー
バーの表示までの時間を指定する

「スクリーンロックの間隔」 スクリーンセーバーが起動したあと、スクリーンロックす
る場合に選択する。スピンボックスを使用して、スクリー
ンセーバーの起動とスクリーンロックまでの遅延時間を指
定する

「プレビュー」 このボタンをクリックすると、スクリーンセーバーディス
プレイリストで選択したスクリーンセーバーディスプレイ
をプレビューできる。プレビューを停止するには、任意の
キーを押すか、マウスボタンをクリックする

「設定」 このボタンをクリックすると、スクリーンセーバーディス
プレイリストで選択したスクリーンセーバーディスプレイ
のオプションを表示できる

拡張設定
「拡張設定」タブセクションを使って、スクリーンセーバーの拡張設定を行います。

表 10–23に、スクリーンセーバーの変更可能な拡張設定を示します。
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表 10–23スクリーンセーバーの拡張設定

ダイアログ要素 「説明」

「デスクトップ画像を操作対象にす
る」

一部のスクリーンセーバーでは、画面のスクリーン
ショットを撮ることができるため、そのスクリーン
ショットを使用してスクリーンセーバーディスプレイ
を作成できる。スクリーンセーバーで画面のスクリー
ンショットを撮る場合は、このオプションを選択する

「ビデオ入力を操作対象にする」 一部のスクリーンセーバーでは、ビデオのフレームを
取り込めるため、取り込んだ画像を使用してスクリー
ンセーバーディスプレイを作成できる。システムにビ
デオキャプチャカードがある場合、このオプションを
選択すると、スクリーンセーバーでビデオのフレーム
を取り込むことができる

「画像をランダムに選択」 指定したディレクトリ内の画像をスクリーンセーバー
に使用する場合に選択する。ディレクトリのパスを
フィールドに入力する。または、「参照」をクリック
してダイアログを表示し、ディレクトリを選択する

「診断情報を詳細にする」 スクリーンセーバーの診断情報を表示する場合に選択
する

「サブプロセスのエラーを表示す
る」

画面上のスクリーンセーバーのサブプロセスに関連す
るエラーを表示する場合に選択する

「起動時にスプラッシュスクリーン
を表示する」

Xscreensaverを開始したときに、Xscreensaverが「ス
プラッシュ」ダイアログを表示するようにする場合に
選択する

「電源管理を有効にする」 モニタの電源管理機能を有効にする場合に選択する。
電源管理機能は、モニタを使用していないときの電力
消費を削減する

「スタンバイの間隔」 モニタが予備モードになるまでの時間を指定する。モ
ニタが待機モードになると、画面は空白になる

「サスペンドの間隔」 モニタが省電力モードになるまでの時間を指定する

「電源 OFFの間隔」 モニタの電源を切るまでの時間を指定する

「カラーマップをインストールす
る」

スクリーンセーバーがアクティブのとき、専用のカ
ラーマップをインストールする場合に選択する。専用
のカラーマップを使用することで、特定のスクリーン
セーバーディスプレイの画像品質を改善できる

「ブランクするときフェードアウト
する」

スクリーンセーバーを起動するときに、徐々に黒の画
面を表示したい場合に選択する

「ブランクを解除するときにフェー
ドインする」

スクリーンセーバーを停止するときに、表示を徐々に
黒から画面の内容へ表示したい場合に選択する
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表 10–23スクリーンセーバーの拡張設定 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「フェードする間隔」 スクリーンセーバーを起動するときに、黒にフェード
する時間を指定する

セッションの構成
セッション設定ツールでは、セッションを管理することができます。セッションの環
境を設定して、セッションの開始時に起動するアプリケーションを指定できます。ま
た、GNOMEデスクトップ上のアプリケーションの状態を保存したり、別の
セッションの開始時にその状態を復元したりするように、セッションを構成すること
ができます。この設定ツールを使用して、複数の GNOMEセッションを管理すること
もできます。

次の機能領域内では、セッションおよび起動アプリケーションの設定をカスタマイズ
できます。

� 「セッションのオプション」
� 「現在のセッション」
� 「自動起動プログラム」

現在のセッションの設定
「セッションのオプション」タブセクションを使用して、複数のセッションを管理し
たり、現在のセッションの環境を設定することができます。

表 10–24に、セッションの変更可能なオプションを示します。

表 10–24セッションのオプション

ダイアログ要素 説明

「ログイン時にスプ
ラッシュ画面を表示す
る」

セッションを開始したときにスプラッシュ画面を表示する

「ログアウト時にプロン
プトを表示する」

セッションを終了するときに確認ダイアログを表示する
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表 10–24セッションのオプション (続き)
ダイアログ要素 説明

「変更を自動的に
セッションに保存する」

セッションマネージャによって、セッションの現在の状態が保存さ
れる。セッションマネージャは、セッション管理下にある開いてい
るアプリケーション、およびセッション管理下のアプリケーション
と関連付けられている設定を保存する。次回セッションを起動した
ときに、アプリケーションは保存された設定で自動的に起動する

このオプションを選択しない場合は、セッションを終了するときに
「ログアウトの確認」ダイアログが「現在の設定を保存」オプ
ションを表示する

「セッション」 ダイアログのこの領域を使用して、以下のように、複数の
セッションを GNOMEデスクトップ上で管理する
� 新しいセッションを作成するには、「追加」ボタンをクリック
する。「新規セッションの追加」ダイアログが表示される。こ
のダイアログを使用して、セッションの名前を指定する

� セッションの名前を変更するには、「現在のセッションを選
択」表から変更するセッションを選択する。「編集」ボタンを
クリックする。「セッション名の編集」ダイアログが表示され
る。セッションの新しい名前を入力する

� セッションを削除するには、「現在のセッションを選択」表か
ら削除するセッションを選択する。「削除」ボタンをクリック
する

現在のセッションの設定
「現在のセッション」タブセクションを使用して、起動順序の値の指定や、現在の
セッションでのセッション管理下のアプリケーションの再起動方式を選択できます。

表 10–25に、構成可能な現在のセッションの設定を示します。

表 10–25現在のセッションの設定

ダイアログ要素 説明

「順番」 「順番」設定は、セッションマネージャが起動するセッション管理
下の起動アプリケーションの順序を指定する。セッションマネー
ジャは、低い値を持つアプリケーションから先に起動する。デ
フォルトは 50

アプリケーションの起動順序を指定するには、表からアプリケー
ションを選択する。「順番」スピンボックスを使用して、起動順序
の値を指定する
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表 10–25現在のセッションの設定 (続き)
ダイアログ要素 説明

「スタイル」 「スタイル」設定は、アプリケーションの再起動スタイルを決定す
る。アプリケーションの再起動スタイルを選択するには、表からア
プリケーションを選択して、次のいずれかの方式を選ぶ
� 「普通」

GNOMEセッションを開始したときに自動的に起動する。この
再起動方式のアプリケーションをセッション中に終了するに
は、killコマンドを使用する

� 「再起動」
アプリケーションを閉じるまたは終了すると自動的に再起動す
る。セッション中に継続してアプリケーションを実行する必要
がある場合は、アプリケーションにこの方式を指定する。この
再起動方式のアプリケーションを終了するには、表からアプリ
ケーションを選択して、「削除」ボタンをクリックする

� ごみ箱
GNOMEセッションの開始時にアプリケーションを起動しない

� 「設定」
セッションを開始すると自動的にアプリケーションが起動す
る。この方式のアプリケーションは、通常、低い起動順序値を
持ち、GNOMEおよびセッション管理下のアプリケーションの
構成設定を格納する

「削除」 「削除」ボタンをクリックすると、リストから選択したアプリケー
ションを削除する。アプリケーションは、セッションマネージャか
ら削除されて、閉じる。削除したアプリケーションは、次回
セッションを開始したときに起動されない

「適用」 「適用」ボタンをクリックすると、起動順序および再起動方式に変
更を適用する

自動起動アプリケーションの構成
セッション設定ツールの「自動起動プログラム」タブセクションを使用して、非
セッション管理下の起動アプリケーションを指定できます。自動起動アプリケー
ションとは、セッションを開始したときに自動的に起動するアプリケーションのこと
です。非セッション管理下のアプリケーションを実行するコマンドは、「自動起動プ
ログラム」タブセクションで指定します。コマンドは、ログイン時に自動的に実行さ
れます。

セッション管理下のアプリケーションを自動的に起動することもできます。詳細につ
いては、189ページの「現在のセッションの設定」を参照してください。

表 10–26に、自動起動アプリケーションの変更可能な設定を示します。
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表 10–26起動プログラムの設定

ダイアログ要素 説明

「追加された自動起動プ
ログラム」

この表を使用して、以下のように、非セッション管理下の自動起動
アプリケーションを管理する
� 自動起動アプリケーションを追加するには、「追加」ボタンを
クリックする。「自動起動プログラムの追加」ダイアログが表
示される。アプリケーションを起動するコマンドを「自動起動
コマンド」フィールドに入力する。
複数の自動起動アプリケーションを指定する場合は、「優先順
位」スピンボックスを使用して、各アプリケーションの起動順
序を指定する。起動順序とは、自動起動アプリケーションを起
動する順序を指す

� 自動起動アプリケーションを編集するには、自動起動アプリ
ケーションを選択して、「編集」ボタンをクリックする。「自
動起動プログラムの編集」ダイアログが表示される。ダイアロ
グを使用して、自動起動アプリケーションのコマンドおよび起
動順序を変更する

� 自動起動アプリケーションを削除するには、削除対象の自動起
動アプリケーションを選択して、「削除」ボタンをクリックす
る

キーボードショートカットのカスタマイ
ズ
キーボードショートカットは、単独のキーまたは複数のキーの組み合わせで、通常の
操作の代替方法を提供する

Shortcuts設定ツールを使用して、デフォルトのキーボードショートカットを表示でき
ます。必要に応じて、デフォルトのキーボードショートカットをカスタマイズできま
す。

表 10–27に、カスタマイズ可能なキーボードショートカットを示します。

表 10–27キーボードショートカットの設定

ダイアログ要素 「説明」

「テキスト編集ショートカット」 次のいずれかの設定を選択する
� 「GNOME Default」:標準のショートカットの設定
� 「Emacs」: Emacsショートカットの設定
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表 10–27キーボードショートカットの設定 (続き)
ダイアログ要素 「説明」

「デスクトップショートカット」 この表は、操作と、各操作に関連付けられているショート
カットキーを示す

操作に関連付けられているショートカットキーを変更する
には、該当する操作をクリックして選択し、その操作の
ショートカットを選択する。操作に関連付けるキーを押す

操作に関連付けられているショートカットキーを無効にす
るには、該当する操作をクリックして選択し、その操作の
ショートカットを選択する。Back Spaceを押す

プリンタの設定
プリンタ設定ツールを使用すると、GNOMEデスクトップ用のプリンタを構成できま
す。さらに、rootアクセス権限があれば、新しいプリンタを追加することもできま
す。「プリンタの追加」アシスタントのオンラインの説明を参照してください。

セッション共有の設定
リモートデスクトップ設定ツールを使用すると、複数のユーザー間で GNOMEデスク
トップセッションを共有したり、セッション共有設定を設定したりすることができま
す。

表 10–28に、設定可能なセッション共有設定を示します。これらの設定は、システム
のセキュリティに直接の影響があります。

表 10–28セッション共有の設定

ダイアログ要素 説明

「ほかのユーザーがあなた
のデスクトップを表示する
ことを許可する」

セッションを他のユーザーからも見られるようにする。リモート
ユーザーのキーボード、ポインタ、クリップボードに関するすべ
てのイベントは無視される

「ほかのユーザーがあなた
のデスクトップを制御する
ことを許可する」

セッションのアクセスや制御をリモートからもできるようにす
る。
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表 10–28セッション共有の設定 (続き)
ダイアログ要素 説明

ほかのユーザーはこのデス
クトップを次のアドレスで
見ることができる。webア
ドレス

この webアドレスリンクをクリックし、電子メールを使ってシス
テムの webアドレスをリモートユーザーに送信する

「ほかのユーザーがあなた
のデスクトップを表示しよ
うとするとき」

セッションの表示や制御を他のユーザーが行おうとする場合に備
え、セキュリティに関する次の項目を選択する。
� あなたに確認を求める。リモートユーザーがセッションを共
有したいときに、本来のユーザーに承認を求める必要がある
ようにする場合は、このオプションを選択する。これに
よって、セッションに接続している他のユーザーを認識でき
る。さらに、リモートユーザーにとって何時にセッションに
接続するのが適切かを知ることができる

� ユーザーが暗号化を使用していることを確認する。
セッションに接続するすべてのクライアントに暗号化の使用
を求める場合は、このオプションを選択する。これに
よって、非暗号化接続を許すかどうかに関してポリシー上の
判断を下すことができる。

� ユーザーに次のパスワードを入力するように求める。リモー
トユーザーの認証を行う場合は、このオプションを選択する
(認証が使用されている場合)。これによって、一段上のセ
キュリティを実現できる

「パスワード」 セッションの表示や制御を行おうとするクライアントが必ず入力
しなければならないパスワードを入力する

サウンドの設定
サウンド設定ツールを使用することによって、GNOMEサウンドサーバーをいつ起動
するかを制御できます。また、特定のイベントが発生したときに再生されるサウンド
も指定できます。

次の機能領域内では、サウンド設定ツールの設定をカスタマイズできます。

� 「一般」
� 「サウンドイベント」

一般的なサウンド設定
GNOMEサウンドサーバーをいつ起動するかを指定するには、サウンド設定ツール
の「一般」タブセクションを使用します。このタブセクションでは、サウンドイベン
ト機能も有効に設定できます。
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表 10–29に、変更可能な一般的なサウンド設定を示します。

表 10–29一般的なサウンド設定

ダイアログ要素 説明

「起動時にサウンドサー
バーを使う」

GNOMEセッションを開始したときに、GNOMEサウンドサー
バーを起動する。サウンドサーバーがアクティブな場合、
GNOMEデスクトップはサウンドを再生できる

「イベントの効果音を鳴ら
す」

GNOMEデスクトップ上で特定のイベントが発生したときにサウ
ンドを再生する。このオプションは、「起動時にサウンドサー
バーを使う」オプションが選択されている場合にのみ指定できる

サウンドイベントの設定
サウンド設定ツールの「サウンドイベント」タブセクションを使用して、特定のサウ
ンドを特定のイベントに関連付けることができます。

注 –「サウンドイベント」タブセクションにアクセスするには、先に「起動時にサウ
ンドサーバーを使う」オプションと、「イベントの効果音を鳴らす」オプションを選
択する必要があります。

表 10–30に、サウンドイベントの変更可能な設定を示します。

表 10–30サウンドイベントの設定

ダイアログ要素 説明

「サウンド」表 「サウンド」表を使用して、特定のサウンドを特定のイベントに
関連付ける

「イベント」列は、発生するイベントの階層リストを表示する。
イベントのカテゴリを開くには、イベントのカテゴリの横にある
右矢印をクリックする

「再生ファイル」列は、イベントが発生したときに再生するサウ
ンドファイルをリストする

「再生」 このボタンをクリックすると、選択したイベントに関連付けられ
るサウンドファイルを再生する
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表 10–30サウンドイベントの設定 (続き)
ダイアログ要素 説明

サウンドファイルのド
ロップダウンコンビネー
ションボックスの「参照」

サウンドをイベントに関連付けるには、「サウンド」表内のイベ
ントを選択する。ドロップダウンコンビネーションボックスから
選択したイベントに関連付けるサウンドファイルの名前を入力す
る。または、「参照」をクリックして、「ファイルの選択」ダイ
アログを表示する。ダイアログを使用して、選択したイベントに
関連付けるサウンドファイルを指定する

注 –イベントに関連付けることができるサウンドファイルの形式
は、.wav形式のみ

テーマのカスタマイズ
「テーマ」は、GNOMEデスクトップの外観を指定する統合的な設定グループです。
テーマを選ぶことにより、GNOMEデスクトップの外観を変更できます。テーマを選
択するには、テーマ設定ツールを使用します。利用可能なテーマのリストからテーマ
を選択できます。利用可能なデスクトップテーマのリストには、ユーザーがアクセス
可能な要件を満たすいくつかのテーマが含まれています。

テーマには、以下のように GNOMEデスクトップの別の部分に影響する設定が含まれ
ています。

コントロール テーマのコントロール設定は、ウィンドウ、パネル、アプ
レットの外観を指定します。また、ウィンドウ、パネル、お
よびアプレット上に現れる GNOME対応インターフェイス
(メニュー、アイコン、ボタンなど)の外観も決定します。利
用可能なコントロール設定オプションの中には、特別なアク
セシビリティ要件を満たすように設計されているものもあり
ます。コントロール設定のオプションは、テーマ設定ツール
の「コントロール」タブセクションで選択できます。

ウィンドウの境界線 テーマのウィンドウの境界線設定は、ウィンドウの枠の外観
だけを指定します。ウィンドウの境界線設定のオプション
は、テーマ設定ツールの「ウィンドウの境界線」タブセク
ションで選択できます。

アイコン テーマのアイコン設定は、パネルとデスクトップ背景にある
アイコンの外観を指定します。アイコン設定のオプション
は、テーマ設定ツールの「アイコン」タブセクションで選択
できます。
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カスタムテーマを作成する
テーマ設定ツールに一覧があるテーマは、コントロールオプション、ウィンドウの境
界線オプションおよびアイコンオプションの複数の組み合わせです。コントロールオ
プション、ウィンドウの境界線オプションおよびアイコンオプションの複数の組み合
わせを使ったカスタムテーマを作成できます。

カスタムテーマを作成するには、次の手順を実行します。

1. テーマ設定ツールを起動します。

2. テーマリストからテーマを 1つ選択します。

3. 「詳細」ボタンをクリックします。「テーマの詳細」ダイアログが表示されます。

4. カスタムテーマで使用するコントロールオプションを「コントロール」タブセク
ションのリストから選択します。利用可能なコントロールオプションのリストに
は、ユーザーがアクセス可能な要件を満たすいくつかのオプションが含まれていま
す。

5. 「ウィンドウの境界線」タブを選択して、「ウィンドウの境界線」タブセクション
を表示します。カスタムテーマで使用するウィンドウの境界線オプションを利用可
能なオプションのリストから選択します。利用可能なウィンドウの境界線オプ
ションのリストには、ユーザーがアクセス可能な要件を満たすいくつかのオプ
ションが含まれています。

6. 「アイコン」タブをクリックして、「アイコン」タブセクションを表示します。カ
スタムテーマで使用するアイコンオプションを利用可能なオプションのリストから
選択します。利用可能なアイコンオプションのリストには、ユーザーがアクセス可
能な要件を満たすいくつかのオプションが含まれています。

7. 「閉じる」をクリックして、「テーマの詳細」ダイアログを閉じます。

8. テーマ設定ツールで、「テーマを保存」ボタンをクリックします。「テーマの保
存」ダイアログが表示されます。

9. ダイアログでカスタムテーマの名前と簡単な説明を入力し、「保存」をクリックし
ます。カスタムテーマが、利用可能なテーマリストの中に表示されます。

新しいテーマをインストールする
利用可能なテーマのリストにテーマを追加できます。新しいテーマは、tarおよび zip
でアーカイブされたファイルでなければなりません。つまり、新しいテーマは、
.tar.gzファイルになります。

新しいテーマをインストールするには、次の手順を実行します。

1. テーマ設定ツールを起動します。

2. 「テーマのインストール」ボタンをクリックします。「新規テーマのインストー
ル」ダイアログが表示されます。
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3. テーマのアーカイブファイルの位置をドロップダウンコンビネーションボックスに
入力します。または、「参照」ボタンをクリックしてファイルをブラウズします。
ファイルを選択したら、「了解」をクリックします。

4. 「インストール」ボタンをクリックして、新しいテーマをインストールします。

新しいテーマオプションをインストールする
新しいコントロールオプション、ウィンドウの境界線オプションまたはアイコンオプ
ションをインストールできます。インターネット上で多くのコントロールオプション
を入手できます。

新しいコントロールオプション、ウィンドウの境界線オプションまたはアイコンオプ
ションをインストールするには、以下の手順を実行します。

1. テーマ設定ツールを起動します。

2. 「詳細」ボタンをクリックします。「テーマの詳細」ダイアログが表示されます。

3. インストールするテーマのタイプのタブをクリックします。たとえば、アイコンオ
プションをインストールする場合は、「アイコン」タブをクリックします。

4. 「テーマのインストール」ボタンをクリックします。「新規テーマのインストー
ル」ダイアログが表示されます。

5. オプションのアーカイブファイルの位置をドロップダウンコンビネーションボック
スに入力します。または、「参照」ボタンをクリックしてファイルをブラウズしま
す。ファイルを選択したら、「了解」をクリックします。

6. 「インストール」ボタンをクリックして、新しいオプションをインストールしま
す。

テーマオプションを削除する
コントロールオプション、ウィンドウの境界線オプションまたはアイコンオプション
を削除できます。

コントロールオプション、ウィンドウの境界線オプションまたはアイコンオプション
を削除するには、以下の手順を実行します。

1. テーマ設定ツールを起動します。

2. 「詳細」ボタンをクリックします。「テーマの詳細」ダイアログが表示されます。

3. 削除するオプションのタイプのタブをクリックします。

4. 「テーマフォルダへ移動」ボタンをクリックします。デフォルトオプションフォル
ダで、ファイルマネージャウィンドウが開きます。

5. ファイルマネージャウィンドウを使って、オプションを削除します。
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ウィンドウのカスタマイズ
GNOMEデスクトップのウィンドウの動作をカスタマイズするには、ウィンドウ設定
ツールを使用します。

表 10–31に、ウィンドウの変更可能な設定を示します。

表 10–31ウィンドウの設定

ダイアログ要素 説明

「マウスがウィンドウの
上を移動したら、それを
選択する」

ウィンドウをポイントすると、そのウィンドウがフォーカスされ
る。別のウィンドウをポイントするまで、そのウィンドウはフォー
カスされている

「この時間後に指定した
ウィンドウを前面に出
す」

ウィンドウにフォーカスが移って少し時間が経過してから、その
ウィンドウを立ち上げる

「前面に出るまでの間
隔」

フォーカスされてからウィンドウを立ち上げるまでの時間を指定す
る

「タイトルバーをダブル
クリックして実行するア
クション」

ウィンドウのタイトルバーをダブルクリックしたときに行われる動
作を選択する。次のオプションのいずれかを選択します。
� 「巻き上げ」:ウィンドウを巻き上げる。
� 「最大化」:ウィンドウを最大化する。

「ウィンドウを移動する
には、このキーを押した
ままウインドウをつかん
でください」

ウィンドウをドラッグして移動するときに、押したままにしておく
キーを選択する
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パート III
GNOMEデスクトップのアプリケー
ション

この節では、GNOMEデスクトップのアプリケーションの起動方法に関する以降の章
について説明します。

� アプリケーションの起動

GNOMEデスクトップ内のアプリケーションを起動する方法については、この章
をお読みください。
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第 11章

アプリケーションの起動

この章では、アプリケーションの起動方法および GNOMEデスクトップメニュー構造
の中のアプリケーションの位置について説明します。

� 203ページの「アプリケーションの起動」
� 203ページの「アプリケーションの場所」

アプリケーションの起動
アプリケーションを起動するには、メインメニューから「アプリケーション」を選択
します。サブメニューから必要なアプリケーションを選びます。

「アプリケーション」メニューには、メニューバーからもアクセスできます。

アプリケーションの場所
表 11–1に、GNOMEデスクトップのアプリケーションとアプリケーションのメ
ニュー構造内の位置を示します。

表 11–1 GNOMEデスクトップメニュー構造内のアプリケーションの位置

アプリケーション メニューパス

アーカイブ管理 「アプリケーション」→「アクセサリ」→「アーカイブ管
理」
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表 11–1 GNOMEデスクトップメニュー構造内のアプリケーションの位置 (続き)
アプリケーション メニューパス

バックアップ 「アプリケーション」→「システムツール」→「バック
アップ」

起動フロッピー作成プログラム 「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「起動フロッピー作成プログラム」

電卓 「アプリケーション」→「アクセサリ」→「電卓」

CDプレイヤー 「アプリケーション」→「マルチメディア」→「CDプレ
イヤー」

文字マップ 「アプリケーション」→「アクセサリ」→「文字マップ」

設定エディタ 「アプリケーション」→「システムツール」→「設定エ
ディタ」

辞書 「アプリケーション」→「アクセサリ」→「辞書」

図のエディタ 「アプリケーション」→「グラフィックス」→「図のエ
ディタ」

デジタルカメラブラウザ 「アプリケーション」→「マルチメディア」→「デジタル
カメラブラウザ」

ディスクアナライザ 「アプリケーション」→「システムツール」→「ディスク
アナライザ」

ディスクパーティション設定プ
ログラム

「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「ディスクパーティション設定プログラム」

Driver Installer 「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「Driver Installer」

電子メールとカレンダ 「アプリケーション」→「インターネット」→「電子メー
ルとカレンダー」

または、「電子メールとカレンダー」をメインメニューから
選択

ファイルのバックアップ 「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「ファイルのバックアップ」

ファイルの復元 「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「ファイルの復元」

フロッピーのフォーマット 「アプリケーション」→「システムツール」→「フ
ロッピーのフォーマット」

画像エディタ 「アプリケーション」→「グラフィックス」→「画像エ
ディタ」

画像のサイズ 「アプリケーション」→「グラフィックス」→「画像管
理」
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表 11–1 GNOMEデスクトップメニュー構造内のアプリケーションの位置 (続き)
アプリケーション メニューパス

画像ビューア 「アプリケーション」→「グラフィックス」→「画像
ビューア」

Instant Messenger 「アプリケーション」→「インターネット」→「Instant
Messenger」

Javaメディアプレイヤー 「アプリケーション」→「Multimedia」→「Javaメ
ディアプレイヤー」

Java Web Start 「アプリケーション」→「インターネット」→「Java Web
Start」

ログイン画面の設定 「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「ログイン画面の設定」

ムービープレイヤー 「アプリケーション」→「マルチメディア」→「ムービー
プレイヤー」

ネットワークプレイス 「アプリケーション」→「インターネット」→「ネット
ワークプレイス」

新規ログイン 「アプリケーション」→「システムツール」→「新規ログ
イン」

入れ子ウィンドウでの新規ログ
イン

「アプリケーション」→「システムツール」→「入れ子
ウィンドウでの新規ログイン」

オンライン更新 「アプリケーション」→「システムツール」→「オンライ
ン更新」

PDF Document Viewer 「アプリケーション」→「グラフィックス」→「PDF
Document Viewer」

PostScriptビューア 「アプリケーション」→「グラフィックス」→
「PostScriptビューア」

プロジェクトマネージャ 「アプリケーション」→「オフィス」→「プロジェクトマ
ネージャ」

Real Player 「アプリケーション」→「マルチメディア」→「Real
Player」

ソフトウェアインストールプロ
グラム

「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「ソフトウェアインストールプログラム」

サウンドレコーダ 「アプリケーション」→「Multimedia」→「サウンドレ
コーダ」

ソースエディタ 「アプリケーション」→「アクセサリ」→「Source
Editor」

StarSuite 7 「StarSuite 7」をメインメニューから選択
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表 11–1 GNOMEデスクトップメニュー構造内のアプリケーションの位置 (続き)
アプリケーション メニューパス

StarSuite 7プレゼンテーション 「アプリケーション」→「オフィス」→「StarSuite 7プレ
ゼンテーション」

StarSuite 7表計算 「アプリケーション」→「オフィス」→「StarSuite 7表計
算」

StarSuite 7文書ドキュメント 「アプリケーション」→「オフィス」→「StarSuite 7文書
ドキュメント」

Sun Java System Instant
Messaging

「アプリケーション」→「インターネット」→「Sun Java
System Instant Messaging」

システムモニター 「アプリケーション」→「システムツール」→「システム
モニター」

端末 「アプリケーション」→「システムツール」→「端末」

テキストエディタ 「アプリケーション」→「アクセサリ」→「テキストエ
ディタ」

ビデオ会議 「アプリケーション」→「インターネット」→「ビデオ会
議」

ボリュームコントロール 「アプリケーション」→「Multimedia」→「ボリュームコ
ントロール」

ボリュームマネージャ 「アプリケーション」→「システムツール」→「管理」→
「ボリュームマネージャ」

Webブラウザ 「アプリケーション」→「インターネット」→「Webブラ
ウザ」

または、「Webブラウザ」をメインメニューから選択
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用語集

DNS名 ネットワーク上のコンピュータを固有に識別する一意のアル
ファベット

GNOME対応アプリ
ケーション

標準の GNOMEプログラミングライブラリを使用するアプリケー
ションを GNOME対応アプリケーションと呼ぶ。たとえば、Nautilus
ファイルマネージャおよび geditテキストエディタは、GNOME対応
アプリケーションです。

IPアドレス ネットワーク上のコンピュータを識別する一意の番号

MIMEタイプ MIME (Multipurpose Internet Mail Extension)タイプは、ファイルの
書式を特定する。アプリケーションは、MIMEタイプによってファイ
ルを読み取ることができる。たとえば、電子メールアプリケーション
は、image/png MIMEタイプから、電子メールに PNG (Portable
Networks Graphic)ファイルが添付されていることを認識する

URI (Uniform Resource
Identifier)

URI (Uniform Resource Identifier)は、ファイルシステム内または
Web上の特定の場所を識別する文字列。たとえば、Webページのアド
レスは URIである

Uniform Resource
Locator

Uniform Resource Locator (URL)は、Web上の特定の位置を表すアド
レス

アプレット アプレットとは、パネル内に存在する小さな対話型のアプリケー
ション。アプレットの例として、CDプレーヤーがある。各アプ
レットには、マウスまたはキーボードから操作できる単純なユーザー
インターフェイスがあります。

キーボードショート
カット

キーボードショートカットは、単独のキーまたは複数のキーの組み合
わせで、通常の操作の代替方法を提供する

区画 区画とは、ウィンドウを分割したもの。たとえば、Nautilusウィンド
ウには、サイド区画と表示区画がある

ショートカットキー 操作をすばやく実行するためのキーストローク
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シンボリックリンク 別のファイルまたはフォルダを指す特殊な種類のファイル。シンボ
リックリンクに対してアクションを実行すると、そのアクションはシ
ンボリックリンクが指すファイルまたはフォルダで実行されます。

設定ツール GNOMEデスクトップの動作の特定の部分を制御する専用ソフト
ウェアツール

スタッキング順 画面上でウィンドウが互いの上に積み重ねられる順序のこと

ステータスバー ウィンドウ下部にあるバーであり、ウィンドウ内に表示している項目
の現在の状態に関する情報を提供する

ツールバー アプリケーションで最も一般的に使用されるコマンド用のボタンが含
まれたバー。通常、ツールバーはメニューバーの下に表示される

デスクトップ パネルやウィンドウなど、グラフィカルなインターフェイス項目が何
も存在しない状態の GNOMEデスクトップ

デスクトップオブジェク
ト

ファイル、フォルダ、およびアプリケーションを開くときに使用でき
るデスクトップ上のアイコン。デスクトップオブジェクトを使用する
ことで、頻繁に使用するファイル、フォルダ、およびアプリケー
ションへアクセスがしやすくなる

デスクトップ背景 デスクトップに適用される画像や色

引き出し 引き出しとは、パネル機能の拡張であり、引き出しアイコンから開い
たり、閉じたりすることができる

ビュー 特定の方法でフォルダを表示できる Nautilusコンポーネント。たとえ
ば、Nautilusには、フォルダのコンテンツをアイコンとして表示でき
るアイコンビューがある。Nautilusには、フォルダのコンテンツをリ
ストで表示できるリストビューもある。

ビューアコンポーネント 特定の型のファイルを表示区画に表示できる Nautilusコンポーネン
ト。ビューアコンポーネントは、そのファイルの型に関連するメ
ニュー項目をファイルマネージャメニューに追加する。ビューアコン
ポーネントにより、Nautilusの Zoomボタンを使用して表示区画内の
項目のサイズを変更できる

フォーマット メディアをフォーマットすることにより、特定のファイルシステムで
使用できるようになる。フォーマットすると、そのメディア上の既存
の情報は上書きされる。

マウント マウントすることにより、ファイルシステムにアクセスできる。
ファイルシステムにマウントすると、そのファイルシステムは、
ファイルシステムのサブディレクトリとして接続される

メニューバー アプリケーションウィンドウ上部にあるバーのことで、アプリケー
ション用のメニューが含まれる

ランチャー 特定のアプリケーションの起動、コマンドの実行、あるいはファイル
を開く。ランチャーは、パネル内またはメニュー内にある

ワークスペース 作業可能な GNOMEデスクトップ上の個別の領域
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索引

A
AccessX,「設定ツール,キーボードアクセシビ
リティ」を参照

C
CD、書き込み, 139
CDの書き込み, 139
CDの作成,「CDの書き込み」を参照

F
FTPサイト,アクセス, 108

G
GNOMEデスクトップコンポーネントの概
要, 29

GNOMEデスクトップ設定ツール,「設定ツー
ル」を参照

GTK+テーマ,「テーマ、コントロールオプ
ション」を参照

N
Nautilusデスクトップ,「デスクトップ」を参
照

Nautilusファイルマネージャ,「ファイルマ
ネージャ」を参照

NFSサーバー,「Unixネットワーク」を参照

S
Sambaサーバー,「Windowsネットワーク」を
参照

U
URI、特別,「特別な URIロケーション」を参
照

W
Webブラウザ,優先するアプリケーション, 184

X
XScreenSaver,「スクリーンセーバー」を参照

あ
アイコンテーマ,「テーマ、アイコンオプ
ション」を参照

アクションボタン,「ボタン」を参照
アクセシビリティ
キーボードの構成, 175
スティッキキー, 176
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アクセシビリティ (続き)
トグルキー, 177
バウンスキー, 177

アクセスキー, 25
アクセス権

8進数表記で表示, 134
エンブレム, 104
概要, 119
ファイルやフォルダの変更, 119
文字表示, 134

アクセスビリティ
スローキー, 177
マウスキー, 178
リピートキー, 176

アプリケーション
概要, 42
終了, 64
ヘルプ, 44

「アプリケーションの実行」ダイアログ、使
用, 77

「アプリケーションの実行」ボタン, 65
アプリケーションの終了, 64
アプレット
ウィンドウリスト, 91
概要, 32, 58
設定の変更, 59
選択, 59
通知スペース, 67
パネルに追加, 58
ヘルプを表示するには, 44
ワークスペーススイッチ, 93

い
イベント,サウンドと関連付ける, 194
インターネット
接続の構成, 174, 193

う
ウィンドウ
移動, 96
ウィンドウマネージャ, 86
「ウィンドウメニュー」, 90
ウィンドウリストアプレット
「ウィンドウリストアプレット」を参照

ウィンドウ (続き)
概要, 35, 85
区画のサイズ変更, 27
最小化, 94
サイズ変更, 95
最大化, 94
すべてのワークスペースに配置するには, 96
操作, 93
操作するアプレットとメニュー, 90
タイプ, 86
テーマ, 88
閉じる, 95
表の使用方法, 27
フォーカスを移動する, 93
フレーム, 88
フレーム制御要素, 88
フレームテーマオプションの設定, 196
別のワークスペースに移動, 97
巻き上げる, 96
元のサイズに戻す, 95

ウィンドウの移動, 96
ウィンドウのサイズ変更, 95
ウィンドウの最大化, 94
ウィンドウのシェーディング,「ウィンドウの
巻き上げ」を参照

ウィンドウの巻き上げ, 96
ウィンドウマネージャ,カスタマイズ, 199
ウィンドウリスト,ウィンドウリストアプ
レット, 91

ウィンドウリストアプレット
ウィンドウの状態情報, 92
概要, 91
ボタンのグループ化, 92

ウィンドウを閉じる, 95

え
エンブレム
概要, 103
新規追加, 122
デスクトップオブジェクトに追加, 153
ファイルに追加, 122
フォルダに追加, 122
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か
画面のロック, 47, 64
「画面のロック」ボタン, 47, 64

き
キーボード
アクセシビリティオプションの構成, 175
一般設定, 178
基本的な操作方法, 23
サウンド設定の構成, 179

キーボードショートカット,構成, 192
起動アプリケーション
カスタマイズ, 189
セッション管理, 190

基本的な使用方法,ウィンドウの操作, 27
基本的な操作方法
キーボードの操作方法, 23
マウスの使用方法, 19

「強制終了」ボタン, 64

く
区画,サイズ変更, 27

け
言語、異なる言語でログイン, 46

こ
ごみ箱
概要, 121
空にする, 121, 155
デスクトップでの使用方法, 154
表示, 121, 154
ファイルまたはフォルダを移動, 117

さ
サービス
設定, 169

サービス (続き)
追加, 171
編集, 170

最小化,ウィンドウ, 94
サイド区画,「ファイルマネージャ」を参照
サウンド
イベントをサウンドに関連付ける, 194
キーボード設定の構成, 179
設定, 194

サウンドサーバー, 194

し
自動起動アプリケーション,非セッション管
理, 191

ショートカットキー
アプリケーション, 25
一般, 23
ウィンドウ, 24
構成, 192
パネル, 24

シンボリックリンク
エンブレム, 105
デスクトップオブジェクトへのリンク、作
成, 150

ファイルまたはフォルダへのリンク、作
成, 118

す
「スクリーンショット」ボタン, 66
スクリーンショットを取る, 78
スクリーンセーバー、設定, 186
スクリプト,ファイルマネージャから実行, 141
スタートアップアプリケーション
セッション管理, 47
非セッション管理, 48

スタートアッププログラム,「スタートアップ
アプリケーション」を参照

せ
セッション
アプリケーションの参照, 48
オプションの設定, 189
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セッション (続き)
開始, 45
画面のロック, 47
管理, 47
異なる言語、ログイン, 46
終了, 49
スクリーンセーバーの構成, 186
スタートアップアプリケーションの使用, 48
設定, 189, 190
設定の保存, 48
ログアウト, 49
ログアウト時の動作, 48
ログイン, 46
ログイン時の動作, 48

設定,ファイルマネージャ,「ファイルマネー
ジャ設定」を参照

設定ツール
CDデータベース, 167
インターネット, 174, 193
ウィンドウ, 199
概要, 41
画面の解像度, 186
キーボードアクセシビリティ, 175
キーボードの動作, 178
キーボードレイアウト, 179
「サウンド」, 194
ショートカット, 192
スクリーンセーバー, 186
セッション, 47, 189
テーマ, 196
背景, 166
パネル設定, 182
ファイルの関連付け, 169
フォルダオプション, 172
フォント, 172
「マウス」, 180
マルチメディアキー, 182
「メニューとツールバー」, 180
優先するアプリケーション, 183

た
端末,優先するアプリケーション, 185

つ
「通知スペース」アプレット, 67
ツールバー,外観のカスタマイズ, 180
ツリー、使用, 106

て
テーマ
アイコンオプション
概要, 196

アイコンオプションの設定, 196
ウィンドウの境界線オプション
概要, 196

ウィンドウフレームオプションの設定, 196
コントロールオプション
概要, 196

コントロールオプションの設定, 196
テキストエディタ,優先するアプリケー
ション, 184

デスクトップ
アイコンのサイズ変更, 154
エンブレムのオブジェクトへの追加, 153
オブジェクトの削除, 151, 152
オブジェクトの選択, 148
オブジェクトのパーミッションの変更, 152
オブジェクトプロパティの表示, 152
オブジェクト名の変更, 151
オブジェクトを開く, 149
概要, 40, 147
ごみ箱の使用方法, 154
シンボリックリンクの追加, 150
デスクトップオブジェクト, 148
デスクトップオブジェクトのアイコンの変
更, 153

「デスクトップ」メニューの使用方法, 155
ノートのオブジェクトへの追加, 153
背景のカスタマイズ, 166
ファイルまたはフォルダの移動, 150
ファイルまたはフォルダのコピー, 151
ファイルまたはフォルダの追加, 150
フォルダを作成, 151
ランチャーの追加, 149

デスクトップオブジェクト
アイコンのサイズ変更, 154
アイコンの変更, 153
エンブレムの追加, 153
削除, 151, 152
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デスクトップオブジェクト (続き)
シンボリックリンク, 150
選択, 148
名前の変更, 151
ノートの追加, 153
パーミッションの変更, 152
開く, 149
ファイルまたはフォルダ, 150
プロパティの表示, 152
ランチャー, 149

「デスクトップの表示」ボタン, 66
デスクトップ背景,パターンまたは色の変
更, 156

「デスクトップ」メニュー
図, 155
説明, 155

デフォルトのアプリケーション,「優先するア
プリケーション」を参照

と
特別な URI,ランチャー, 63
特別な URIのロケーション,ランチャー, 59
特別な URIロケーション,アクセス, 110

ね
ネットワークプレイス,アクセス, 109
ネットワークプロキシ
設定, 174, 193

の
ノート
削除, 120
デスクトップオブジェクトに追加, 153
ファイルやフォルダに追加, 120

は
背景
色の追加, 136
画面コンポーネント, 135
デスクトップ背景のカスタマイズ, 166

背景 (続き)
デスクトップ背景の変更, 156
パターンの追加, 135

パネル
新しいパネルの追加, 52
移動, 52
概要, 31, 51
隠す, 52
管理, 52
削除, 55
設定の変更, 53
操作, 52
動作と概観のカスタマイズ, 182
背景の変更, 54
パネルオブジェクト
「パネルオブジェクト」を参照

パネルオブジェクト
「アプリケーションの実行」ボタン, 65
アプレット
「アプレット」を参照

「画面のロック」ボタン, 64
「強制終了」ボタン, 64
削除, 58
「スクリーンショット」ボタン, 66
設定の変更, 56
操作するには, 55
追加, 55
「通知スペース」アプレット, 67
「デスクトップの表示」ボタン, 66
の移動, 57
引き出し
「引き出し」を参照

「ファイルの検索」ボタン, 66
メニュー, 67
ランチャー
「ランチャー」を参照

「ログアウト」ボタン, 65
ロック, 57

パネルオブジェクトのロック, 57
パネルオブジェクトポップアップメニューの
図, 56

ひ
引き出し
オブジェクトの追加, 70
設定の変更, 70
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引き出し (続き)
閉じる, 69
パネルに追加, 69
開く, 69

ビューアコンポーネント, 102, 107, 124
表,使用方法, 27
表示区画
概要, 102
ファイルの表示, 107

ふ
ファイルタイプ
設定, 169
追加, 170
編集, 170

「ファイルの検索」ボタン, 66
ファイルマネージャ

CDの書き込み, 139
FTPサイト
「FTPサイト」を参照

アイコン
概要, 103
サイズの変更, 127
変更, 122
見出し設定, 133

アイコン表示
図, 100
ファイルを整理する, 126

アクションの変更, 129
アクセス権の変更, 119
ウィンドウ, 100
ウィンドウコンポーネント、表示と非表
示, 136

エンブレム
「エンブレム」を参照

オーディオ表示
図, 125

お気に入り, 112
概要, 38, 99
拡大と縮小, 123
カスタマイズ, 131
ごみ箱
「ごみ箱」を参照

サイド区画
概要, 103

シンボリックリンクの作成, 118

ファイルマネージャ (続き)
スクリプトの実行, 141
設定
アイコン見出し, 133
概要, 131
設定ツール, 172
動作, 132
表示形式, 131
プレビュー, 134

ツリー、使用, 106
特別な URIロケーション, 110
ドラッグ＆ドロップ, 113
ナビゲート, 105
ネットワークプレイス
「ネットワークプレイス」を参照

ノート
削除, 120
追加, 120

背景の変更, 135
ビュー
概要, 124
選択, 126
動作を変更, 128

表示区画
「表示区画」を参照

表示区画でのファイルの表示, 107
ファイルおよびフォルダの移動, 115
ファイルおよびフォルダの外観を変更, 122
ファイルおよびフォルダの選択, 114
ファイルとフォルダの管理, 113
ファイルにアクションを割り当てる, 129
ファイルのデフォルト以外のアクションを実
行, 108

ファイルのデフォルトのアクションを実行す
る, 107
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優先するアプリケーション (続き)
テキストエディタ, 184

ら
ランチャー
設定の変更, 63
パネルに追加, 75
パネルに追加するには, 60

り
リムーバブルメディア
概要, 136
取り出し, 139
フロッピーディスクのフォーマット, 137,
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マウント, 137
メディアの内容の表示, 137
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ろ
ログアウト, 49
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ログイン
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わ
ワークスペース
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